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    　オープニング　安心確実妊にん娠しんセット！


    



    　これを使えばあなたも妊娠確実！


    《ＳＯＸソツクス》印の安心確実妊娠セット、誠意を込めて配布中！


    



    ※　本配布品には以下のものが入っています。


    　　すべてそろっているか、ご確認ください。


    



    



    ・漫画で学ぶ！　ＨＯＷハウ　ＴＯトウ　子づくり


    　夫婦そろって漫画の真ま似ねをするだけでＯＫ！　ただし、いい大人が人前で漫画の真似をするのは恥ずかしいことなので、必ず誰も見てないところでレッツアンアンッ！


    



    ・真ま面じ目めに学ぶ！　妊娠の仕組み教本！


    　どうして漫画の真似をすると子供ができるの？　妊娠発覚までどのくらいかかるの？　そもそも妊娠の仕組みって？　細かい疑問に完全解答！　無敵の妊娠マニュアルがここに！


    



    ・下半身に活力を！　家庭に笑え顔がおを！　精のつく子づくり応援レシピ！


    　楽しい子づくりも毎日だと体がもたない……そんなときはこれ！　下半身を養う食事で無限リロード！　下へ手たな鉄てつ砲ぽう数撃ちゃあたる！（卵らん子しに）


    



    ・特別付録！　妊にん娠しん検査薬五回分


    　生理が来ない。妊娠したかも？　そんなときはこれでチェック！　おしっこぶっかけて青い線が浮かびあがってきたら、すぐ産婦人科へ！


    



    



    ※　欠品があった場合は、恐れ入りますが再配布までお待ちください。お問い合わせは受け付けておりません。


    ※　本品をコピーして配布した場合、善ぜん導どう課によって逮たい捕ほされる可能性があるのでご注意ください。


    ※　妊娠検査薬に関しましてはお近くの薬局または産婦人科でもお求め可能ですので、こっそりご注文ください。

  


  
    



    　第一章　決裂


    



    「……ふぅ」


    「どうしたんですか奥おく間まさん。大きなため息ですね」


    　十二月も中旬を過ぎた、ある日の昼休憩。


    　膣ちつ内ないを彷徨さまよう精せい子しのような動きで空を舞う、淫いん猥わいな粉雪。それを教室の窓からぼんやり眺めていた僕は、不ふ破わさんに声をかけられた。


    「もしや、《妊娠セット》の件で悩んでいるのでは？」


    「え」


    「わかりますよ。あれは素晴らしい指し南なん書しよです。が、一つだけ欠点があります──実じつ践せんしようにも相手がいない、そうでしょう？」


    「淡々と断言するな。なんか本当に僕が可か哀わい想そうな独り身みたいだろ」


    「そこで一つ提案が」


    　聞いちゃいねぇ。


    「わたしといっしょにレッツアンアン」


    「おい黙れ！　ここ教室だぞ！」


    「教室は子づくりをするための場所ではありませんか」


    　それはエロイラストの中だけの話だ！


    「奥おく間まさん。わたしはいち科学者として、生命の神秘をこの身で実験観察したいのです。せっかく素晴らしい教本を《ＳＯＸソツクス》が準備してくれたのです。試してみたくてうずうずです。お願いします奥間さん。お昼ご飯おごりますから」


    「ノリが軽すぎる！　ダメなもんはダメだからね！」


    「頑かたくなですね……ああ、心配には及びませんよ。わたしは《妊にん娠しんセット》に書いてあった合体前の儀式を完かん璧ぺきに暗記しています。本番に弱い恐れのある奥間さんの初物マツタケであっても、ピサの斜塔のようにそそり立ち続けるでしょう」


    　なんでそんな自信マンマンなんだ。


    「自宅で温室飼育しているゴキブリも合体前に互いの体を刺激し合うなどの儀式を行おこなっていましたから、その応用で暗記は簡単でした。イメージトレーニングも完璧です」


    　なんでこの子は自宅でゴキブリの前ぜん戯ぎを観察してるの？　頭がおかしいの？


    　不ふ破わさんの恥ち的てき好奇心は、恥識を得れば得るほど肥大する一方だ。


    　知識欲を満たしたいがために種付けをせがむなんてどうかしてる。


    　相手をするのも一苦労である。


    　どこかに不破さんの興味を逸そらす材料でも転がっていないかと視線を巡らせたそのとき、僕はようやく不破さんの現状に気づいた。


    「不破さん、いつからそんなことに」


    　椅い子すにくくりつけられて身動きできないでいる不破さんが「なにをいまさら」と首を傾かしげる。


    「わたしが抵抗している最中、奥間さんはずっと隣にいたではありませんか」


    「全然気づかなかった……考え事してたから」


    　それに話している最中、不破さんの顔しか見てなかったし。


    　普段は体もちゃんと見るんだけど、いまの僕はそういうことに気を回す余裕もなかった。


    「考え事ですか。わたしはてっきり、凡人には理解できない高こう尚しような趣味をお持ちの奥間さんが、縛られたわたしの姿を見たいがために事態を静観していたのだとばかり」


    「僕にそんな趣味はない！」


    「ほう。〝そんな趣味〟とはどんな趣味ですか。教えてください」


    　なんかこう、〝アソコじゃわからないだろ？〟とか〝どこがどう気持ちいいのかな？　大きな声でしっかり説明するんだ〟的ないやらしい波動を不破さんから感じる。


    「で、なんで不破さんは縛られてるの」


    「それが酷ひどい話なのです」


    　不破さんが不服そうに鼻を鳴らす。


    「わたしはただ、アンナ会長を元気づけようとしただけなのに、この仕打ちです」


    　不ふ破わさんがギシギシと椅い子すごと体を揺らす。


    　おいちょっと。変に動いたら縄なわが変なとこに食い込んで……なんか高こう尚しような趣味に目覚めそうだよ。


    「アンナ先輩を元気づけるって……具体的にはなにをしたのさ」


    「卑ひ猥わいな知識をしこたま教えてさしあげようと、《妊にん娠しんセット》片手にところかまわず追いかけ回しました」


    「おい？」


    　なんだその無表情の中にちらつくドヤァって感じは。


    「まぁ待ってください奥おく間まさん。身動きのとれないわたしに拳げん骨こつはいささか人道的配慮に欠けるのでは？　話せばわかります。話せばわかります」


    「じゃあ聞くけど、なんでそんなことを？」


    「アンナ会長が憔しよう悴すいしているのは、なにが正しいのかわからなくなっていることが原因であるように思われたので」


    「……」


    　アンナ先輩が覇は気きを失ったのは、およそ二週間前。


    　それはアンナ先輩の母親であるソフィア・錦にしきノの宮みやが《ラブホスピタル》廃止を求めて大規模なデモ行進を敢かん行こうした日付と重なる。
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    　あれ以来、世間はソフィアの言葉を支持する層と政府の発表する情報を信じる層で真っ二つに割れていた。


    　その危あやうい状況を覆くつがえすためか、ＰピーＭエムには連日《こうのとりインフルエンザ》の実在を強調し《ラブホスピタル》の正当性を主張する政府主導のニュースが強制配信され、ソフィアが引き起こしたデモはボロクソに叩たたかれている。それはもう酷ひどい叩きっぷりで、歴戦のドＭでなければ耐えられないようなレベルなのだ。つまり、母さんいわくまだまだ反撃する気満々のソフィアはドＭってことだね！


    　──正しければ人に愛され受け入れてもらえる。


    　そんなふうに刷り込まれてしまっているアンナ先輩にとって、正しさの錯さく綜そうしたこの状況はかなりしんどいだろう。


    「で？　それがどうして卑ひ猥わいな知識をしこたま教えてやろうってバカな考えに繫つながるの」


    「卑猥な知識を体系立って学べば、政府とソフィア、どちらが正しいのか生徒会長にも一いち目もく瞭りよう然ぜんでしょうから」


    「そうかもしれないけど……」


    　愛と性欲を混同しているアンナ先輩は、これまでに幾度となく性欲を暴走させている。


    　いきなり性知識なんて教えて、アンナ先輩が自分の行おこないのおかしさに気づいてしまったら……ろくでもないことになるのは確実だ。


    「とにかく、卑猥な知識を無理やり教えるなんてダメだって」


    「ならば代わりにわたしとレッツアンアンしましょう」


    「話を蒸し返すんじゃねえ！」


    　せっかく話を逸そらせたと思ったのに！


    「わたしとアンアンしてくれれば、十と月つき十とお日かはおとなしくしていることを約束しましょう」


    　いままで十月十日をこんな文脈で使用した人間はいなかったに違いない。


    「なんでそんなにしつこいのさ！」


    「そちらこそどうしてそんなに拒こばむのですか。アンアンすれば、わたしは知識欲を満たせる。奥おく間まさんは下半身欲を満たせる。どう考えてもＷＩＮウイン―ＷＩＮウインです」


    　下半身欲ってなに。性欲を半身浴みたいに言うのやめてくれるかな？


    「てゆーか、どう考えてもＷＩＮ―ＷＩＮじゃないよね？」


    　同級生を孕はらませたなんてことになったら社会的に死にます。


    　ＷＩＮ―ＷＩＮどころかＷＩＮ―ＤＥＡＤデツドだ。


    「まぁ細かいことは気にせず、奥間さんはただ本能に任せてわたしの上で腰を振ってればいいんですよ」


    「それってただのダメ男じゃねえか！」


    　腰を振って人生も棒に振る。典型的なクズである。


    



    「随分と、仲がいいのね」


    



    　そのとき、背後から冷たい声が降ってきた。


    　振り返るとそこには、生徒会モードの華か城じよう先輩が立っていた。


    　不機嫌そうな声こわ音ねに、眼鏡めがねの奥の仏ぶつ頂ちよう面づら。


    　二週間前、僕たちに《ＳＯＸソツクス》解散の真意を説明したときからなにも変わらない、周囲を拒絶する鋭するどい針のような態度だった。


    



    　あの日、《ＳＯＸ》解散を宣言した華城先輩は、《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》を含めた僕たち下ネタテロ組織のメンバーを大きく二に分ぶんすると宣言した。


    『これから私たちは、活動方針も活動内容もまったく異なる二つの下ネタテロ組織に分裂して行動するの』


    　一つは、僕とゆとりを筆頭に、革新的な下ネタテロを支持する若い下ネタテロリスト集団。


    　もう一つは、華城先輩と鼓こ修す理りをトップとした、旧来の保守的な下ネタテロの姿勢にこだわる熟練の下ネタテロリスト集団だ。


    　ちなみにエロイラストが描かければなんでもいいと豪語する早さ乙おと女め先輩は完全な中立。いまもどこかで吞のん気きにオカズをクリエイトしている。


    　オナ禁少女シリーズの続編はまだかな？　ワクワク。


    『私や鼓修理が引っ張っていく《右玉》は、これまでどおり、ひたすら性知識の流る布ふに専念させてもらうわ。そしてあなたたちが新リーダーとなる《左玉》は、今回のソフィアとの共闘みたいに、革新的な下ネタテロを好きなだけ起こせばいい。私たちの代わりに、そのやり方に共感してくれる変態を新しく仲間にしてなさい』


    　その《右玉》《左玉》という呼称に待ったをかけたい気持ちは山のごとしだったが、優先すべき抗議がほかにいくらでもあるので自じ重ちようした。


    　組織名の修正を求めたところで《右乳》《左乳》とかになるだけだしね。


    『組織を二分なんて、いきなりそんな、納得できませんっ』


    　僕の抗議をはねのけるように、華城先輩の目が細くなる。


    『今回のソフィアとの共闘に納得できなかった人たちも、たくさんいるのよ』


    　それは作戦前に聞かされていたことだった。


    　だから僕はゆとりと組んで、華城先輩に決闘を申し込んだ。


    　僕の立てた作戦に反発した華城先輩たちを従わせるために。


    『あなたが上層部にいつづければ、いずれその人たちの不満が爆発するでしょうね。組織の中でこれだけ考えが割れてしまえば、後々厄やつ介かいなことになるわ。いまのうちに別組織として分裂しておいたほうがうまくいくはずよ』


    『でも……』


    『狸たぬ吉きち。ま●ことアナルは用途も似てるし位置も近いけれど、別物なの。一つの穴にはなれないのよ』


    　その理屈はさすがにどうかと思ったね。


    　用途全然違うからね。


    　ま●こは入れるもの、アナルは出すものだ。


    　あれ？　でもよく考えたらま●こから出す場合もあるし、アナルに入れることがあるのは言わずもがなだから（座薬とかの話だよ）、用途は似てるのか。僕納得だよ。


    『もちろん、最低限の連携はするわ。《ラブホスピタル》の信用が揺らいだいま、正しい妊にん娠しんの知識を浸透させて《ラブホスピタル》にトドメを刺すのは急務よ』


    　華か城じよう先輩はそう言うと、《安心確実妊娠セット》と書かれた用紙を取り出した。


    　そこには〝漫画で学ぶ！　ＨＯＷハウ　ＴＯトウ　子づくり〟だの〝特別付録！　妊娠検査薬五回分〟だの、頭の悪いセット内容が羅ら列れつされている。


    『私たち《右玉》はこの《妊娠セット》をバラまいて、この国に第三次ベビーブームを起こすつもりよ』


    『先輩、あの、この時間ならまだ病院開いてますから……』


    『私は正常よ』


    　いいや。


    《ＳＯＸソツクス》解散宣言といい、熱でもあるんじゃなかろうか。穴という穴に体温計を突っ込んで調べてやりたいくらいだった。


    『……』


    　けれど華城先輩の態度は頑かたくななまでに冷めていて。


    　だからいま話していることはすべて大おお真ま面じ目めなのだとわかって。


    　だから僕は華城先輩にどう言葉を続ければいいのか、まるでわからなかった。


    　ＰピーＭエムさえなければ「ちんこー」とでも声をかけて場を和なごませるのに。


    　いやセクハラじゃないですよ。華城先輩はたぶんおもちゃのガラガラとかの代わりに隠語で泣きやむタイプの赤ちゃんだったと思うんだよね。


    『あなたたち《左玉》は基本的に、私たちの《妊娠セット》流る布ふになんて関わらず、仲間探しに専念していればいいわ。けれどいまは《妊娠セット》の流布が優先。まだ見ぬ変態たちを仲間にしたら、まずは私たち《右玉》に紹介してほしいの。その人たちを拠きよ点てんにして、私たち《右玉》が全国各地に妊娠の真実を知らしめる。まぁつまり、組織を二に分ぶんというのは表向きで、要はシビアな分業体制でいきましょうってことよ』


    　だからそんなに狼ろう狽ばいするなと言わんばかりの態度だったけれど、なんとなくわかった。


    　分業なんて甘いものじゃない。


    　華か城じよう先輩はその〝分業〟をきっかけに、僕たちと完全に袂たもとを分かつつもりだ。


    《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》の老兵を引き連れ、僕たちに背を向けて。


    『華城先輩、分業なんて、面倒なことしなくても、考え直して──』


    『奥おく間ま狸たぬ吉きち』


    　なんとか華城先輩を引き止めようとオロオロしながら口を開いた僕に、華城先輩の乾いた呼びかけが重なった。


    　眼鏡めがねを外して三つ編みを解いた、下ネタモードであるはずの華城先輩はしかし、生徒会にいるときよりも冷たく無感情だった。


    『あなたのやり方に反感を持った下ネタテロリストの筆頭は、この私よ』


    　金玉を蹴けり上げられたかのような痛みと衝しよう撃げきが僕の胸を貫つらぬいた。


    『あなたと私はもう、同じ組織でいっしょにはやっていけないの』


    　華城先輩は鼓こ修す理りの手を引くと、僕たちを置いて、そのまま喫茶店から出ていってしまった。


    



    　それから二週間。


    　華城先輩たちは第一清せい麗れい指定都市を中心に全国で《妊にん娠しんセット》をバラまき、僕たちは各地に点在する変態たちを訪ねては仲間に引き入れる日々を送っていた。


    　どちらの組織も、表向きは正常に稼か働どうしている。


    　僕たちが仲間に引き入れた変態の協力によって、華城先輩たちの《妊娠セット》流る布ふがよりスムーズになるなど、陰の連携もうまくいっている。


    　けれどそれは、ガンガン勃ぼつ起きも射しや精せいもするけど、実は精せい子しが作られていなかったというような、ぱっと見ではわからない問題を孕はらんでいるようだった。


    　精子がないのに孕むなんて。不思議だね！


    



    「まったく。アンナに卑ひ猥わいな知識を教えようだなんて、油断も隙すきもないわね。椅い子すにくくりつけたくらいじゃ不安だわ」


    　生徒会モードの華城先輩が、不ふ破わさんの口をタオルで塞ふさぐ。


    「むぐー。むぐー」


    「放課後までそうしてなさい」


    　華城先輩は僕に一いち瞥べつさえくれることなく、教室から出ていってしまった。


    《ＳＯＸソツクス》解散宣言から今日きようまで、僕は一度たりとも、華城先輩の下ネタを耳にしていない。


    



    　　　　　●


    



    「これが、例のものです」


    「うん、ありがとね」


    《羅ら武ぶマシーン》が小包を差し出すと、鬼おに頭がしら慶けい介すけは額ひたいに手をあてながらそれを受け取った。


    〝安心確実妊にん娠しんセット！　これを使えばあなたも妊娠確実！〟などと懇こん切せつ丁てい寧ねい声高々に小包の中身を説明する包装紙をビリビリと剝はぎ取り、慶介は中身を机上に並べる。


    　乱暴にむかれる小包を見て図らずも卑ひ猥わいな妄もう想そうに突入してしまった《羅武マシーン》は素そ数すうを数えて興奮を静めようとした。


    　しかしその素数たちも淫みだらにカップリングを構築し始めたので、《羅武マシーン》は自じ重ちようすることを諦あきらめた。


    　腐ふ女じよ子しの闇やみは深い。


    「……大したもんだよ」


    　と、慶介がおもむろに顔を上げた。


    《羅武マシーン》も涎よだれを拭ふいて「何がです？　……七×三」と応じる。


    「この《妊娠セット》だよ。相当よく練られてる。ははっ、頭がおかしいね、連中は」


    　頭がおかしいなどと、精神安定のために中途半端な女装をしている慶介にだけは《ＳＯＸソツクス》も言われたくないだろうと思いつつ、《羅武マシーン》は「そうですね」と相あい槌づちを打った。


    　せめてはだけたドレスからのぞく毛むくじゃらの手足や胸むな板いた、ピンクのブラジャーはどうにかならないものか。


    「このままだと、確実に第三次ベビーブームが起こるよ」


    「まさか」


    　嘆たん息そくする慶介に、《羅武マシーン》は思わず反論した。


    「《ＳＯＸ》はまだ、国民からそこまでの信頼を勝ち得ていないはずです」


    《ラブホスピタル》の信用は現在、ソフィア・錦にしきノの宮みやの暴挙によって地に落ちている。


    　だからと言って、即《ＳＯＸ》の流る布ふする性知識が信頼されるわけではない。


    　いくら《妊娠セット》の出来がよくとも、第三次ベビーブームなど……。


    「時間の問題だよ」


    　慶介はうな垂れる。ドレスの胸元が大きくはだける。いくらなんでも見るに堪たえない。


    「《妊娠セット》に従えば、十じつ中ちゆう八はつ九く子供ができる。それは確かなんだ。口コミは怖いよ」


    《ラブホスピタル》が連日満員だったことからわかるように、いまの日本は性知識に欠けるがゆえに子宝に恵まれない若い夫婦が相当数存在している。


    《妊娠セット》を試してみる夫婦、そして実際に子供を授さずかる夫婦、その効能を周囲に広める夫婦、その数は加速度的に増えていくだろう。


    「なのに政府はこんなバカなことしてるしさ……」


    　慶介がＰピーＭエムを起動させる。


    　同時に、《羅ら武ぶマシーン》のＰピーＭエムも勝手に作動した。


    　時刻はちょうど夕暮れ時。


    　それはこの二週間、朝夕に毎日行おこなわれているＰＭニュース強制配信の時間だった。


    　虚こ空くうに映し出された画面には金かね子こ玉たま子こ議員が映り、口沫を飛ばしている。


    　話している内容は、ただひたすらにソフィアが起こしたデモや《妊にん娠しんセット》の否定、《ラブホスピタル》万ばん歳ざいだ。


    　この二週間、耳障りなその放送を無視しようと心がけていた《羅武マシーン》だったが、それでもすっかり耳にタコができてしまっている。


    　──タコ×イカの絡みはさぞ壮絶だろう。


    《羅武マシーン》は妄もう想そうの世界にしばし浸って金子玉子の放送から意識を逃がした。


    「もう皆、この強制配信にはうんざりしてるよ。そこに第三次ベビーブームなんて起きたら、しかもそれが《ラブホスピタル》なんかじゃなく《ＳＯＸソツクス》がバラまく《妊娠セット》のおかげだなんてことになったら……いまの体制が崩ほう壊かいしかねないね」


    　これまで執しつ拗ように《ラブホスピタル》を信用するよう煽あおっておいて、それらの主張が真っ赤かな噓うそだったとなれば、もう誰も国を信用しなくなるだろう。


    《ＳＯＸ》をはじめとした下ネタテロリストと政府の信用度が、逆転する。


    　それはすなわち、いまの性知識封ふう殺さつ体制の崩壊を意味していた。


    「それじゃあ駄目だ。早すぎるんだよ、それじゃあ」


    　いまの鬼おに頭がしら家けは、かなりの数のエロ本を所有している。傘さん下かの下ネタテロ組織《震しん激げきの尻いさらい》と《ベーコンレタス母の会》が所有しているものも合わせれば、その冊数は日本一だろう。


    　しかしいかんせん、質がそれほど高くない。


    　下半身にガツンと響く魅力がないのである。


    　仮にいまこの瞬間体制が崩壊し、日本に性産業の空白地帯ができても、その市場を制圧することはまず不可能だ。


    　せいぜい、小学生向けに猥わい褻せつテーマパークを経営することしかできまい。


    　少なくとも〝あの場所〟にいまなお保有されているエロ本に勝てるだけのものがなければ、鬼頭家が性産業を牛ぎゆう耳じることはできない。


    　確実に日本の市場を支配するためには〝谷や津つヶが森もりの不健全雑誌〟や早さ乙おと女め乙おと女めをこちら側に抱き込むことが必要不可欠なのだが、そのための策を弄ろうするだけの時間はないだろう。


    　賢さかしく暗あん躍やくしている間に第三次ベビーブームが起き、体制が崩壊してしまう可能性が極めて高いのだ。


    「それに、もし体制崩壊までいかなかったとしても、第三次ベビーブームなんか起きたら……それは日本での《セクシャリティ・ノー》の影響力が低下したことを海外に知らしめることになる」


    「……そうなれば間違いなく、海外で《セクシャリティ・ノー》と対立している連中が日本に乗り込んできますね」


    「うん。それは僕たちにとって、すごーく都合が悪い」


    　いずれにせよ、いまこのタイミングで第三次ベビーブームが起こることは、断固回避しなければならない。


    　だが現在、慶けい介すけ配下の下ネタテロ組織《震しん激げきの尻いさらい》はたび重なる奥おく間ま爛らん子ことの接触によってかなり人数が減ってしまっている。


    　いまの慶介たちに、《ＳＯＸソツクス》の性知識流る布ふを効果的に妨害する手段は残されていない。


    　鬼おに頭がしらグループの財力を使って、善ぜん導どう課を支援することがせいぜいだろう。


    「本当、《ＳＯＸ》のことを過小評価しすぎてたかもね。最初はたった二人だったらしいのに、いまじゃ間違いなく日本で最も影響力のある卑ひ猥わいテロ組織だよ。所持してる卑猥な表現物の質、構成員の人数、その運用方法……大したもんだよ。お手上げだ」


    　慶介が自じ嘲ちようするようにくつくつと笑う。


    《羅ら武ぶマシーン》はどうにか慶介を慰なぐさめようとしたが、お気に入りのカップリングを耳元で囁ささやいてあげることしか思いつかずにオロオロしてしまう。


    　娘たちはこれでいつもばっちり回復するのだが、以前慶介に試したところビクンビクン痙けい攣れんして頭からキノコでも生えそうな勢いだったので、それ以降自じ重ちようしているのだ。


    「本当に参るね。あれだけ大きくなった組織がそのうえ、善導課の鬼き女じよやソフィアなんかと手を組む柔軟性まで持ってるんだから。ああ、本当に、あの狸たぬき小僧だけは、早めにどうにかしておくべきだった」


    　と、《羅武マシーン》の心配をよそに、慶介の瞳ひとみが攻撃的に光った。


    　はだけた女装姿も相まって、慶介からは《羅武マシーン》でさえ一歩引くほどの異様な気配がドロドロとあふれてくる。


    「……あの狸小僧を潰つぶす。第三次ベビーブームなんて起こさせない」


    「慶介殿。それはいけません」


    《羅武マシーン》はすぐに慶介をなだめにかかった。


    「いまあの男の正体を善導課にリークして逮たい捕ほさせたとしても、事態が悪化するだけです。弔とむらい合がつ戦せんとばかりに、《妊にん娠しんセット》を流布する《ＳＯＸ》構成員の士気は上がるでしょう」


    　考えられる問題はそれだけに留とどまらない。


    「《ラブホスピタル》への不信や不満が溜たまるこのタイミングで、それに対抗している《ＳＯＸ》の主要メンバーが逮捕されたとなれば、大衆までもが立ち上がる可能性があります」


    　それでは第三次ベビーブームの発生を遅らせるどころか、一気に体制が崩ほう壊かいしかねない。


    「落ち着いて《羅武マシーン》。ほらこれ」


    　慶介の取り出したＢＬボーイズラブ本を受け取り、《羅武マシーン》は「わぁいホ●！　私●モ大好き！」とでも言わんばかりの表情で飛びついた。一通りはぁはぁしてから慶けい介すけに向き直る。


    「潰つぶすと言っても、別に逮たい捕ほさせるわけじゃないよ」


    　慶介が乱れていた女装を正す。正しても不気味であることに変わりはなかった。


    「あの狸たぬき小僧になにか絶対的な社会的不名誉を与えるんだよ。《絶対領域》や《捕ほ乳にゆう類》の連中が《ＳＯＸソツクス》への信頼をなくし、《ＳＯＸ》の主要メンバーも狸小僧から離れていくような、《ＳＯＸ》どもの士気が地に落ちる最悪のスキャンダルをさ」


    　そうすれば《ＳＯＸ》は機能不全に陥おちいり、第三次ベビーブームの発生は遅れ、政府の激しいプロパガンダが巻き返すだろうとのことだった。


    　仮に第三次ベビーブームの発生を止められずとも、狸小僧を《ＳＯＸ》から排除し弱体化させれば、慶介たちに状況を逆転するチャンスが巡ってくる可能性も高くなると。


    「……その不名誉とは、一体どのようなものなのですか」


    「うん、大事なのはそれだよね。うーん、そうだねぇ、たとえば──」


    　見た目は女装した中年のおっさん。しかしその瞳ひとみには底知れない光が宿っていた。


    



    「──卑ひ猥わいな知識をなにも知らない無む垢くな少女を、卑猥な知識満載の狸小僧が、妊にん娠しんさせちゃうとか」


    



    「……それはそれは」


    　追い詰められているからだろう。また一際意地の悪いことを考える。


    「確か《ＳＯＸ》の学校には一人いたよね。とっても無垢で、仮に妊娠でもしようものなら隠し通せないくらいの大騒ぎになるような、そんなご令嬢が」


    「ああ、いますね、一人。ちょうどいい人ひと柱ばしらが」


    　そして《羅ら武ぶマシーン》は慶介の指示の下もと、その計画を実行に移すために奔ほん走そうし始めた。


    



    　　　　　●


    



    　週末。


    　僕はゆとりと早さ乙おと女め先輩を連れて、電車に揺られていた。


    《ＳＯＸ》から分裂してできた僕たち《左玉》の任務である仲間集め。その帰り道だ。


    　勘違いしないでほしいのだけど、《左玉》としての仕事を頑張っているからといって、僕は別に《ＳＯＸ》分裂に納得したわけじゃない。


    　……なんか「《左玉》の仕事」って書くと精せい子し作ってるようにしか思えないね。……いや、いまはそんなことどうでもよくてな！


    　僕がこうして仲間集めに奔走しているのは、《ラブホスピタル》にトドメを刺すためには第三次ベビーブームを起こすことが急務という華か城じよう先輩の考えにだけは共感できたからだ。


    　華城先輩たちが《妊にん娠しんセット》を流る布ふしやすくするために全国各地の変態を仲間にする。その任務を怠おこたるつもりは毛もう頭とうなかった。


    　でもそれと同時に、僕は《ＳＯＸソツクス》分裂に欠片かけらも賛同していないわけで。


    　だから仲間集めをしっかりやりつつ、僕との接触を執しつ拗ようなまでに避け続ける華城先輩を捕まえる算段をこっそりつけていたりする。


    　まぁそれはそれとして、いまは一仕事終えた解放感に身を任せ、僕はゆとりたちとのだらりとした雑談に興じていた。


    「あー、今日きようも大変だったぜ」


    　ボックスシートで僕の向かいに座ったゆとりが、マフラーで口元を隠しながら、だるーんと肘ひじ掛けに体を預けた。


    　電車に揺られてゆとりのポニーテールがふわふわ動くも、奥ゆかしい胸元は悲しいほど微動だにしない。ん？　まな板かな？


    「お疲れ様。今日も助かったよ」


    「本当にそう思ってんのかー？　毎回毎回、全国の頭おかしい連中を探し出してアポとるの、大変なんだぜ？」


    　ゆとりがじとーっと半眼で僕を睨にらんできた。


    「わかってるって。凄すごく助かってるよ」


    　仲間集めのために、ゆとりには随分世話になっている。


    《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》の若いメンバーが全国から集めた変態情報を精査し、仲間になってくれそうな変態を見極めて僕たちとの間に架け橋をつくるというのがゆとりの役目だ。


    　ちなみにこの仲間探しの遠征において、僕は変態との直接交渉を担当し、早さ乙おと女め先輩は交渉材料となるエロイラストの作製を担になっている。


    　それにしても、なんかこう、半眼って最高だよね！　その表情には「なんだこの変態……」って蔑さげすみと「けどまぁ仕方ないか」って許容が同居してるんだもの！


    「助かってるって、どうせ口だけだろー？」


    　ゆとりがじーっと僕を見み据すえてくる。


    　なんかやけに絡んでくるなぁ。


    　なんだか顔もほんのり赤い。亀き頭とうみたいだ。


    　亀頭といえば、昔父さんが赤い水風船を亀頭に見立てて膨ふくらませていたのだけど、途中で破裂したのが軽くトラウマだったりする。


    　なんて考えていると、不意にゆとりが僕へ背を向けた。


    　首に巻いていたマフラーを早乙女先輩の頭に適当にのせ、靴を脱ぐ。


    　背もたれにちょこんと手をかけ、座席に女の子座り。足の裏が丸見えだ。


    　お、おいおい。いかんぞゆとり。足の裏はお前、ＡアダルトＶビデオやエロ漫画の中でも滅めつ多たにお目にかかれないと評判（ソースは父さん）の女によ体たいのトップシークレットだ。


    　少なくとも君のエアおっぱいよりよほど性器に近い存在。そう簡単に人目に触れさせちゃいけないものなんだよ？


    「肩、凝こってんだよなー」


    　肩越しに僕をチラ見しながらゆとりが呟つぶやく。揉もめってか。乳ちちがないぶんあんまり凝ってないであろうその肩を。


    　どうせ揉むなら肩なんかより、足の裏がいいな。足ツボを刺激されて悶もだえる女の子の姿が見たい。これがいまの僕の性せい癖へきの最先端、足ツボプレイだ。ちなみに僕の体の最先端はちんこだよ。うん、蛇だ足そくだったね。


    「わかったよ、揉むよ。けど、今度は蹴けらないでね。先週の仲間集めのときみたいに」


    　あと一センチ着弾点がズレてたら、奥おく間ま家の血筋がそこで途絶えるところだったよ？　


    「あ、あれは狸たぬ吉きちがあたしの首筋に吸い付いてきたからだぜ！」


    　声がデカい！　それじゃあまるで僕がうなじフェチの変態みたいじゃんか！


    　僕の名誉のために説明させてもらえば、あれは純然たる不ふ慮りよの事故だ。


    　肩を揉んでたら、揺れるポニーテールが僕の鼻をくすぐってくしゃみを誘発。勢い余った僕の唇くちびるがゆとりの首筋にぶつかってしまったのである。その瞬間僕の唇が勝手に吸い付いたのだ。


    　まあ、あえてこの不ふ可か解かいな事故の原因を説明するなら、その少し前に出会った変態が重度のキスマーク愛好家だったことが大きい。


    　その人が語っていた、異性の肌はだに吸い付くときのめくるめく高こう揚よう感かんについてのご高こう説せつが僕の脳内に刷り込まれており、それがこの不幸な事故を引き起こしたのだ。まさに不幸な事故である。


    　ちなみにそのキスマーク愛好家は実じつ践せん経験なしの魔法使いだった。


    「お主ぬしら、随分と仲良くなったものじゃの」


    　それまで駅弁（体位じゃないほう）に夢中になっていた早さ乙おと女め先輩がニヤニヤとゆとりを見上げた。


    　モコモコの冬着にポンポンのついたニット帽。


    　それからゆとりに押しつけられたマフラーで防寒は完かん璧ぺきである。


    　その傍かたわらには空になった駅弁の箱が十個ほど重ねられている。相変わらず小学生のような外見にあるまじき食事量だ。冬眠でもするの？


    　早乙女先輩なら父さんが大好きだったらしいエロアニメ名物、噴水のように大量放出される精せい液えきスプラッシュも飲み干せるに違いない。


    「な、仲良くなんて別にそんなんじゃねーぜ！」


    「そうかの？　胸のないお主が肩を揉ませるのはそういう意味じゃろ？　代だい替たい行為じゃろ？」


    「ゆとり。平ひら手てじゃ早さ乙おと女め先輩は懲こりないよ。グーでいこう、拳げん骨こつをお見舞いしてやろう」


    「狸たぬ吉きちお主ぬし、わしになんの恨みがあるんじゃ!?　せいぜいお主をモデルに男同士のぐちょぐちょの恋愛を描かいたり、実際の合体風景が見たいという無む邪じや気きな願いのためにアンナとの絡みを強要したくらいではないか──ぎゃああっ！」


    「ったく。仲良くなったとか、バカみたいなこと言ってんじゃねーぜ」


    　早乙女先輩に制裁を加えたゆとりが顔を真っ赤かにして居直る。


    　けどまぁ実際、ゆとりとはかなり距離が縮まったという実感がある。


    　仲間集めのための週末遠征を開始してから、今日きようでおよそ三週間。


    　その間、一日中ゆとりと行動を共にしたり、ＰピーＭエムで密に連絡をとり合うなんてことが多々あった。そんな荒療治のおかげというかなんというか、ゆとりは男である僕と接することにかなり慣れたようで、こうしてじゃれ合うことも可能になっていた。


    　つまりゆとりはここしばらくの遠征を通して着実に男慣れしてきている。……こう書くと一気にふしだらな雰ふん囲い気きが漂ただようね。


    「うぅっ。お主、よくもわしに拳骨なぞ……鼓こ修す理り直じき伝でんの精神攻撃を食らえ！」


    　と、ゆとりからお仕置きを食らってぷるぷるしていた早乙女先輩が突とつ如じよ喚わめいた。


    　どこからか取り出した眼鏡めがねを装着し、ゆとりのエアおっぱいを指さす。


    「おや？　すりーでぃー眼鏡をかけているのに、平面のまま飛び出す気配もないの」
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    「ぷっ」


    　ゆとりの蹴けりが僕と早さ乙おと女め先輩を襲おそった。


    「ぬおおぉっ。臀でん部ぶが、臀部が……」


    　早乙女先輩が尻しりを押さえてのたうち回る。


    　僕は尻を蹴られた衝しよう撃げきで「んほぉ！」って変な声を出した挙げ句、血走った目のゆとりに「いま笑ったか？　お？　笑ったよな？」と首を絞め上げられた。


    　違うんだゆとり。不ふ可か抗こう力りよくなんだ。


    「うぐぐ……お主ぬしら、一体誰のおかげで仲間集めがスムーズにいっておると思っておるんじゃ」


    　涙目の早乙女先輩が不満を漏もらす。


    「誰って、それはもちろん、早乙女先輩でしょう」


    　僕は答えた。


    《左玉》のリーダーとして交渉の矢や面おもてには立っているのは僕だけれど、その成功率を格段に跳ね上げているのは早乙女先輩のエロイラストだ。相手の好みに合わせた極上のイラストはとてもいい手て土産みやげになる。


    「じゃろう!?　ならもっとわしを敬うやまい労ねぎらうのじゃ！　具体的にはわしの目の前でアンナと接合してくれればインスピレーション爆発で嬉うれしいのじゃが──おいゆとり、いかん、靴を履いて蹴るのはいかんぞ！」


    「あんたが変なこと言うからだろ！　ったく、狸たぬ吉きちも狸吉だぜ。この絵え描かきを過か剰じように持ち上げやがって。……あたしは、役に立ってないってのかよ」


    　ゆとりがそっぽを向きながらぼやく。


    　いかん。なんかこっちも拗すねはじめた。


    「いやいや、ゆとりにだって凄すごく助けてもらってるよ」


    　ゆとりは全国各地から様々な変態や弱小下ネタテロ組織を見つけ出し、僕たちと引き合わせてくれている。ゆとりがいなくちゃ、そもそも僕たちは交渉の場につくことさえできないのだ。


    「……あっそ。ならいいけど」


    　ゆとりはそっぽを向いたまま呟つぶやき「それとな」と続けた。


    「狸吉お前、誰のおかげで～とか聞かれたら、『僕のおかげだ』くらい言えよな」


    「え？　なんでさ」


    　仲間集めの要かなめはどう考えたってゆとりと早乙女先輩だ。


    「お前がいなきゃ仲間にできなかったような連中もたくさんいたんだぜ？」


    「僕がいなきゃなんて、そんなことないと思うけど」


    「今日きようだってそうだっただろ！　ほら、あのおかしな眼鏡めがねかけてたやつとか」


    　あー。あの覗のぞき大好きの人か。


    　覗きは大好き、だけど本当に覗くわけにもいかないから、視野が異常に狭まる眼鏡をかけて常に視界を覗のぞき状態にしてるっていうエキセントリックな女性だったね。


    　着替えや裸はだかなんかじゃなく、他人の私生活や寝室なんかをこっそり覗いて意外な一面を発見したい！　という僕のこだわりが先方の共感を呼び、無事に仲間にできたんだっけか。


    「この前の変なパントマイム野や郎ろうもそうだぜ」


    　ああ。あのエア痴漢ね。


    　痴漢モノ大好き。なのに《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》のせいで痴漢モノを何年も鑑賞できず、しかし溜たまりに溜まった欲望のまま本当に痴漢をするわけにもいかず、編み出したのが絶技・エア痴漢。


    　妄もう想そうの翼を極限まで広げ、第三者にまで被害にあっている女性の姿を幻げん視しさせるレベルにまで到達したあのおっさんのパントマイムにはさすがの僕も通報一歩手前だった。


    「いや、あれこそ仲間にできたのは早さ乙おと女め先輩のおかげだよ。あのおじさん、早乙女先輩の描かいたイラストに『十六年ぶりのオカズ！』って飛びついてたし」


    「いーや。決定打はほかにあったぜ」


    　ドヤ顔の早乙女先輩を押しのけ、ゆとりがジト目で反論してくる。


    「『触られてる女性が嫌がってちゃダメなんです。公共の場で知らない人に触られてるのに感じちゃう……って戸惑う姿がそそるんです。女の子が気持ちよくなっていてくれなければ意味がないんです！』って力説して、あのパントマイム野郎とがっつり握手してたやつがいたよな？」


    「誰だろうね」


    「お前だバカ！」


    「ちょっとゆとり！　僕のことをまるで卑ひ猥わい犯罪者予備軍を見るような目で見るのはやめてよ！」


    「そのものズバリだろうが！」


    　そんなバカな。


    「……改めて思い返すと、狸たぬ吉きちお前、頭湧わいてる連中との共鳴率が尋じん常じようじゃねーよな」


    「酷ひどい言いがかりだよ」


    　僕が毎回毎回どれだけ苦労して全国の変態たちとの交渉に臨のぞんでいるか、ゆとりにはわからないらしい。


    　ピンクローターを手に握って『グラグ●の実！』とかほざくおっさん相手にムスコを引っ張って『ゴムゴ●の実！』と対抗したり、露ろ出しゆつ癖へきに目覚めてしまった巨きよ乳にゆう少女に『真夜中に生まれたままの姿を晒さらすよりも、コート一枚だけ羽織って昼間駅前を歩くほうが安全でなおかつ気持ちいいかもよ？』とアドバイスしてお散歩に付き合ったりと、それはそれは楽し──いや大変な知ち謀ぼう策謀を駆く使しして変態これくしょん～変これ～してきたのだ。


    　特に露出癖の女の子との邂かい逅こうはあれだね。僕の性癖をまた一つ前に進めるほど刺激的だったね。ＮＨ●風に言えば〝そのとき、ちんこが動いた……〟ってところか。


    「ほら、いまもあたしらとの会話をそっちのけで、おかしなこと考えてんじゃねーの？」


    「そ、そんなわけないじゃんかっ。ゆとりは疑うたぐり深いなぁ！」


    　女の勘って怖い。


    　おちおちエロいことも考えられないじゃないか！


    　ところで〝おちおち〟って書いてあるとおちんちんと空そら見みしちゃうのはなんでだろうね。


    　ぷいと顔をそむけてゆとりが呟つぶやいた。


    「ま、なんでもいいけどな。仲間集めはうまくいってるし。……それに、その、こうして狸たぬ吉きちと出かけていろいろ話ができるのは、楽しいし。あたしはこれで、満足だぜ」


    「僕は、満足してないかな」


    　僕の言葉を聞いて、ゆとりの目が僅わずかに細くなる。


    「そういえば次に停とまる駅って、稲荷いなりさんが住んでる第五清せい麗れい指定都市だよね」


    　これまで仲間にしてきた変態たちの話題から繫つなげるように、僕は漏もらした。


    　稲荷さんはつい先日仲間にした変態の一人だ。


    　ガシャン！


    「……まだ、《雪せつ原げんの青あお》のことかよ」


    　なにやら呪じゆ詛そを紡つむぐように呟いたゆとりの足が、突とつ如じよ座席を蹴けり上げた。


    「あの、ゆとりさん……？」


    「ん？　どうした？」


    「あ、いや、別に」


    　なんかいきなり不機嫌になった気がしたんだけど、僕の気のせいかな？


    　き、気のせいだね！


    　殺気に反応した僕の下半身のレーダーから血の気が引いてるけど気のせいだね！


    　ゆとりの蹴りのせいで崩れた弁当箱に飲み込まれる早さ乙おと女め先輩を尻しり目めに僕は続けた。


    「なんか、早乙女先輩の暴飲暴食っぷりを見てたら、こっちまでおなかすいてきたよね。時間もいい感じだし、次の駅でさ、稲荷さんへの挨あい拶さつがてら、夕ご飯でも食べない？」


    　ドガシャン！


    「あ、あの、ゆとり様……？」


    「あぁん？」


    　なんかもう古代生物スケバンみたいな雰ふん囲い気きになってるんだけど。


    　ところで〝スケバン〟ってのはスケベ番長の略だと思うんですけど実際どうなんですかね。


    　やっと積み上げ直した弁当箱に再び飲み込まれた早乙女先輩をスルーして、僕は続けた。


    「じゃ、じゃあちょっと降りてみようか」


    「……わかったわかった。んな回りくどいことしなくたって、あたしらはおとなしく付き合ってやるぜ」


    　むくれてしまったゆとりと、空からになった弁当箱の詰まったゴミ袋を引きずる早さ乙おと女め先輩を連れて、僕は電車を降りた。


    　ゆとりはきっと、僕がわざわざこの駅で降りた理由に気がついている。


    



    　　　　　●


    



    「わざわざ挨あい拶さつなんて、律りち義ぎだね」


    　その定食屋さんは、駅前で店を張る小さな個人店舗だった。ちんぽじゃないよ、店舗だよ。


    　そのお店を一人で切り盛りしている中年女性が、この前仲間にした変態の一人、通称稲荷いなりさんだった。


    　肩のあたりまで伸びた髪を二つに分けて結んだ、素そ朴ぼくな感じのする美人さんだ。いつも微笑ほほえみを絶やさない人で、今日きようも僕たちを柔らかい笑え顔がおで迎え入れてくれた。


    　しかしそんな穏やかそうな風ふう貌ぼうのこの人がまさか、肉食昆こん虫ちゆうを「攻め」、獲え物ものを「受け」と脳内変換して楽しむ修しゆ羅ら場ばフェチのド腐れ女子だとは誰だって想像だにしないだろう。性に目覚めたきっかけがカマキリの交尾ってどうなの？


    　今日は定休日らしかったのだが、僕たちが挨拶に行くと連絡すると、わざわざ三人分の食事を用意して出迎えてくれていた。とても優しい人だ。性せい癖へきと人格に相関関係はないのである。


    　と、僕たちが図々しくもタダ飯めしをご馳ち走そうになっていたときだった。


    　表が急に騒がしくなった。


    「始まった始まった♪」


    　稲荷さんはエプロンで手を拭ふくと、からりと戸を開けて店の外に顔を出す。


    「ふふふ。やっぱり《ＳＯＸソツクス》は派は手ででいいね。わたしはこういう、バカみたいに真っすぐなやり方が好きだなぁ」


    　稲荷さんの穏やかな笑みとは裏腹に、表は大騒ぎになっていた。


    　空に浮かぶおっぱい気球。


    　──ドピュウウウウウウッ！　ドピュッ、ドクンッ、ビクンッ……と産うぶ声ごえを上げるエロイラスト拡散地じ雷らい。


    　至るところに小包がばらまかれ、それを彩いろどるようにエロイラストが宙を舞う。


    　ばらまかれている小包は《安心確実妊にん娠しんセット》。


    　確実かつ堅実な子づくりの方法が記されているだけでなく、豊かな性生活を送ることができるようになったと巷ちまたでの評価は上々らしい。


    　道行くおっさんたちが我先にとエロイラストに群がり、小包を鞄かばんに隠そうとする若い女性が邪魔だとばかりにそれをなぎ倒す。少しでも早く確実に子供が欲しいと願う新にい妻づまたちの拳こぶしに一切の躊ちゆう躇ちよはなかった。


    　華か城じよう先輩率ひきいる《右玉》の性知識流る布ふが、いままさに展開されていた。


    　予想どおりだ。


    『チンカス！　《ラブホスピタル》なんてチンカスよ！　さあその小包を手に取りなさい！　アダルトビデオコーナーに初めて入って好みの作品を吟ぎん味みするときのドキドキも、書店でエロ本を手にするハラハラも味わえなかったあなたたちが！　いま！　その羞しゆう恥ち心しんを乗り越えて初めて手にするそれこそが、子供のつくり方よ！』


    　夕暮れ時の駅前に、ＰピーＭエムで拡声された頭の悪い演説がこだまする。


    　久方ぶりの華城先輩の下ネタだった。股またぐらがいきりたつ。……いや、もののたとえだよ？


    　その熱い演説に促うながされるように、小包を拾う人が目に見えて増えていく。


    　演説の内容が意味不明でも、下ネタにのせられた華城先輩の熱い気持ちは人々の心に響いているようだ。


    　善ぜん導どう課が出動し、大おお慌あわてでエロイラストを回収するころには、小包はそのほとんどが一般の人たちに拾われてしまっているようだった。


    　善導課の職員たちはエロイラスト回収のための最低限の人手を残し、いまだどこぞで『おちんちん～おちんちんはいらんかね～おま●こもあるよ～』などと意味不明なフレーズを繰り返している《雪せつ原げんの青あお》こと華城先輩を捕らえるための態勢に切り替えたようだった。


    　そうしてしばらくしたころ、


    　──ばたばたばたっ！


    「っはぁ！　なんとか善導課の連中をまいたわ！　ギリギリモザ●クだったわね！」


    「綾あや女め様がいつまでも『いらんかね～いらんかね～』ってやってるからっスよ！　毎回毎回こんな綱渡りしてたらそのうち捕まって……ああん？」


    　定食屋の裏口から、パンツで顔を隠した女性とちんこみたいな頭をした女の子──華城先輩と鬼おに頭がしら鼓こ修す理りが駆かけ込んできた。


    　いち早くこちらに気づいた鼓修理が威い嚇かくするようにポンチョを広げ、さっそく僕に向かってメンチを切ってくる。


    　ところで動物は威嚇するとき体を大きく見せるためにいろいろやるそうだけど、勃ぼつ起きも威嚇の一種なんじゃないんですか。これってトリビアになりませんかね？


    「なんでおめぇがここにいるんっスか？」


    「いや、ちょっと稲荷いなりさんのところに挨あい拶さつに来たんだよ。そっか、今日きようはここで《妊にん娠しんセット》の流布をしてたんだね。いやー、偶然」


    「ちっ」


    「……はー」


    「ぷぷっ」


    　鼓修理の舌打ちと、ゆとりの露骨なため息と、早さ乙おと女め先輩の忍び笑いが重なる。


    　ちょっと稲荷いなりさん。つやつやした笑え顔がおで僕の肩をぽんぽんするのやめてもらえます？


    　僕が稲荷さんから華か城じよう先輩たちのテロの日程を聞き出したことがバレるじゃないですか！


    　……てゆーかもうバレバレだからこその鼓こ修す理りたちのリアクションなのかな？


    　まあそれはそれとして、こうして場は調ととのった。


    《ＳＯＸソツクス》の主要メンバーはそろい踏み。


    　善ぜん導どう課の捜索網が緩ゆるむまで、華城先輩はここから動けない。


    《ＳＯＸ》解散のあの日以来、僕とまったく話そうとせずに逃げ続けた華城先輩を、ようやく捕まえることができた。


    《ＳＯＸ》解散について、言ってやりたいことは山ほどあるんだ。


    「華城先輩！　今日きようこそはしっかり話を──」


    「もうすぐ」


    　と、それまで一言も喋しやべらなかった華城先輩が、僕の出で端ばなを思い切りくじくように口を開いた。


    　その口く調ちようはこれまでに輪をかけて冷たく無感情だ。


    「もうすぐここに、《右玉》の人たちも合流するわ」


    　おっぱい気球やらエロイラスト拡散地じ雷らいやらを設置してくれた人たちのことだろう。


    　けど、それがどうしたというんだろうか。


    「わからないのなら、一から説明してあげるわ。おちんちｎ……いまのは気にしないで」


    　華城先輩が、下ネタを途中でキャンセルした、だと……？


    「考え方ややり方が合わないからと、私たち《ＳＯＸ》は分裂したのよ？　なのにこうしてなあなあと仲良くしてるなんてことが知れたら、下の人たちに示しがつかない。そうでしょう？」


    　華城先輩は僕と一切目を合わせることなく続ける。


    「狸たぬ吉きち。あなたは《ＳＯＸ》解散に納得がいっていないようだけれど、こんなところで楽しく猥わい談だん……いえ、お話ししてるところを下の人たちに見られたりしたら、それこそ《ＳＯＸ》は空中分解するわ。私たち主要メンバーに不信感を持った人たちが少しずつ離れていって、人手が足りなくなって、第三次ベビーブームも起こせなくなって……結局は《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》が勝ってしまうでしょうね」


    　途中挟みそうになった下ネタを強制リセットしつつ、華城先輩はまくし立てる。


    　その剣幕に、不自然なまでの頑かたくなな姿勢に、触れれば倍の力で跳ね返してきそうな態度に、僕は口を挟むことができなかった。


    　……なんか背後から『なんでそこで黙るんだそこで！　言いたいことはっきり言えや！』みたいなことを言いたげなゆとりの殺気が噴出してて、ちんこどころか金玉がしわっしわに縮み上がりそうだったが、それでも僕は動けなかった。


    　いまの華城先輩は、浣かん腸ちよう液えきを注入されたうえにバイブを突っ込まれたまま街を歩かされている雌めす豚ぶたよりも危あやうい。まさに一いつ触しよく即そく発はつ。そんな気がしたから。


    「私の話が理解できたのなら、いますぐこの場から消えなさい。さもないとその立派な包ほう茎けいをＰピーＭエム経由で日本中に配信……いまのは忘れてくれるかしら」


    「おら、とっとと消えるっスよ！　綾あや女め様の指示っスよ！」


    　鼓こ修す理りが厨ちゆう房ぼうから持ち出した塩をまき始める。


    　好き勝手しすぎだろこいつ。


    　外面に反して腹の黒い稲荷いなりさんが僕たちのやりとりを楽しげにニヤニヤ眺めてるからまだいいものを。潮なら自分の股こ間かんから吹いとけ。


    　……あと、これは絶対に訂正しておきたいのだけど、僕は包茎じゃないぞ！


    　噓うそだと思うならこの場で査定してもらっても構わない覚悟ですぜ。


    「やめなさい鼓修理。よくよく考えれば、このお店は狸たぬ吉きちたちが紹介してくれたのだもの。消えるなら、私たちのほうね」


    　華か城じよう先輩は鼓修理の首根っこをつかむと、


    「稲荷さん。上のほうに待機させてもらって構わないかしら」


    「はいはい。どうぞご自由に」


    「ありがとございます。後から来る人たちも、狸吉たちとはかち合わないよう、上に通してくれると助かるわ」


    「後でご飯も持って上がってあげるからねー。ダメだよ、おなかすかしちゃ」


    　華城先輩は心の広い稲荷さんに頭を下げ、店の奥へと引っ込んでしまった。


    　……いや、稲荷さんは心が広いとかじゃなくて、純粋に修しゆ羅ら場ばを楽しんでただけか。冬は虫を観察する機会も減るからその代用ですかね。巨きよ乳にゆうの代わりにお尻しりを愛めでるみたいなもんですね。まったく。これだから変態は最高だぜ！


    　とにもかくにも、華城先輩と正面から話をするという計画は、これで全部パーだ。


    「すみません稲荷さん。騒がせるだけ騒がせてしまって」


    「いいよいいよー。久しぶりに面白いものが見られたしねー」


    　あの殺さつ伐ばつとしたやりとりでハァハァできるなんて、随分と生きやすそうな性せい癖へきですね。


    「老ろう婆ば心しんながら忠告させてもらうと、時間が長引けば長引くほど、袂たもとを分かった仲間とはよりを戻しづらくなるから、急いだほうがいいよ」


    「肝きもに銘めいじておきます。……にしても、まるでそういう過去があったみたいな言い方ですね」


    「まぁ、わたしも昔はいっしょにやんちゃした仲間がいたからね」


    　食う食われる関係の昆こん虫ちゆうでカップリングする人のやんちゃか……詳しくは聞かないでおこう。


    「とりあえず、今日きようのところは引き揚げなよ。お土産みやげあげるから」


    　稲荷さんはひょいと包みを三つ取り出し、僕とゆとり、それから早さ乙おと女め先輩に持たせてくれた。中身はどうやらお稲荷さんらしい。あ、これは別に下ネタじゃないよ。


    「すみません、なにからなにまで」


    「いいのいいの。それじゃあ、道中気をつけてね」


    　稲荷いなりさんに見送られ、僕たちは定食屋をあとに──。


    「むー、もっと食べたかったのじゃが……具体的には店の在庫が底を突くほど」


    「お土産みやげの稲荷寿ず司しがあるから我慢してくださいよ早さ乙おと女め先輩！」


    　僕と華か城じよう先輩のやりとりの途中も散々食べ散らかしてたくせに。


    　ぐだぐだ抜かす早乙女先輩を引きずって、背後から殺気を飛ばしてくるゆとりを強きよう靱じんな精神力でスルーして、今度こそ僕たちは定食屋をあとにした。
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    「大丈夫っスか。綾あや女め様」


    「全然平気よ。二穴同時フィストファックって感じかしら」


    「キッツキツじゃないっスか、それ……」


    　稲荷さんに通された客間でおにぎりをつまみながら、鼓こ修す理りは疲れ切った様子の綾女を前に右う往おう左さ往おうしていた。


    　二人で行動するようになってしばらく経たつが、ここまで消しよう耗もうした綾女は初めてだ。


    「嫌われるのが怖いから、距離を取ったのにね」


    　おにぎりといっしょに出てきた熱いお茶に口をつけながら、綾女が呟つぶやいた。


    「……しんどいなら、あんなに突っぱねなくてもよかったじゃないっスか」


    「少しでもなあなあになってしまったら、《右玉》のメンバーに示しがつかないもの。いまここで《雪せつ原げんの青あお》の求心力がなくなって《妊にん娠しんセット》の流る布ふが滞とどこおったら、ソフィアたちのデモが無駄になるわ。コンビニにエロ本が並んでて、夜になれば友達と何の気なしに下ネタを囁ささやき合って笑う、そんな世界がまた一歩遠くなるの」


    「そうかもしれないっスけど……」


    「まったく。狸たぬ吉きちが悪いのよ。あんなにしつこいなんて、異世界でエルフを凌りよう辱じよくする触しよく手しゆにでも生まれ変わってしまえばいいんだわ」


    　呆あきれたように狸吉を非難する綾女の瞳ひとみに、ふと陰が落ちた。


    「でも、こんな私を拒絶したりせずにずっとついてきてくれていた……髪の毛に絡みついた精せい液えきみたいに……だから私は、いつの間にか……」


    　自分に向かって弱よわ音ねを吐き出す綾女を見て、鼓修理の胸中は複雑だった。


    　綾女の一番になりたいと願っていた。そのためにはなんだってやった。下ネタを仕込まれるまま覚え、いまでは多少なりとも綾女の下ネタについていけるようになっている。脳内汚染は着実に進んでいる。最近は視界に入る棒状のものはすべてちんこに脳内変換されるほどだ。


    　そしていま、綾女はその弱さを鼓修理にさらけ出すまでになっていた。


    　これはこれで、鼓こ修す理りとしては満足のはずだった。


    　けれど違う。


    　鼓修理が一番になりたいと思った綾あや女めはこんなふうじゃない。こんな弱々しい人じゃない。


    　それに、綾女が弱さをさらけ出しているのは、綾女の一番が鼓修理だから──ではないと鼓修理は直感していた。


    　たとえるならそれは、人が犬やぬいぐるみに愚ぐ痴ちるようなものに近い。


    　綾女にとっての鼓修理は、そんな存在に違いなかった。


    　と、そのときだ。


    「《雪せつ原げんの青あお》様」


    　襖ふすまの向こうから、男の声がした。


    　街中で《妊にん娠しんセット》をバラまいていた《右玉》の構成員だ。


    　綾女が頭にパンツをかぶり、鼓修理もそれに従う。


    「作戦実行部隊全隊、《妊娠セット》の流る布ふを無事完了し、逃走にも成功いたしました」


    「ご苦労ちんぽ。通信の準備は？」


    「整っております。稲荷いなり様も、いまは食材の買い出しに」


    　襖がするすると開き、ストッキングで顔を隠した男がＰピーＭエムを展開する。


    　壁に映写された画面には、作戦を終えて一段落ついた実行部隊や、今回は待機だった《右玉》メンバーが映し出されていた。


    《雪原の青》としてパンツをかぶった綾女の姿も同様に向こうへ届いているだろう。


    　綾女が立ち上がり、画面の向こうへ「ご苦労ま●こ！　皆、今回も素晴らしい働きだったわ！　今回もお祝いのオリジナルエロイラストに期待しなさい！」と切り出した。


    《右玉》の作戦終了後に綾女が欠かさず行おこなうようになった、鼓こ舞ぶのための演説だ。


    「現在、日本では国の情報操作がいかにおかしかったか、順調に広まりつつあるわ！　私たち下ネタテロリストのバラまく情報こそが正しかったのだと人々が認識するのも時間の問題！　すべて、《妊娠セット》の流布に尽じん力りよくしてくれたあなたたちの功績よ！」


    　綾女の堂々とした言葉に、《右玉》メンバーが大きく色めき立つ。


    「けれど、まだ油断は禁物よ！　問題は山さん積せきしているわ！」


    　テロの成功を喜ぶ構成員たちへ、綾女はぴしゃりと言い放った。


    「先日の一件では、あのソフィア・錦にしきノの宮みやが私たちの味方をしたようにも見えた。けれど、彼女がいつまたその健全な牙きばをこちらの尻しり穴あなに突き立ててくるかわからない！　特殊な状況だったとはいえ、あのときソフィアに手を貸した《左玉》たちが、いつまたソフィアに感化されて私たちと対立するかわからない！　そうなる前に、《妊娠セット》の流布はなによりも優先し、迅速に完了されなければならないわ！　このおかしな世界を変えるために！」


    　綾女の言葉は一切の迷いなく、聞く者の迷いさえも払ふつ拭しよくするような強さを放っていた。


    「そのためには、いつソフィアに加担するか知れない《左玉》を利用することもいまはやむをえない。《左玉》がまたソフィアのような人と馴なれ合い下ネタテロリストとしての矜きよう持じを捨てる前に、せいぜいオナホールのように利用して、《妊にん娠しんセット》の流る布ふを完了させるのよ！」


    　一切躊ちゆう躇ちよの感じられない綾あや女めの言葉は《右玉》を結束させるためにわざとそうしているのか、それとも本気でそう思っているのか、鼓こ修す理りでも判断がつかなかった。


    「あなたたちは、私の考えに賛同して、自主的についてきてくれた人たち！　周囲から変態と蔑さげすまれ、犯罪者と罵ののしられ、いっそドＭに生まれれば幸せだったと苦悩しながら、自分たちは間違っているんじゃないかと悩みながら、このイカれた世界を変えるために闘ってきた、私と同じ、本物の変態戦士よ！　いい？　胸を張りなさい！　間違っていることを誇りなさい！　私たちが！　私たちこそが下ネタテロリストよ！　全員、最後まで私についてきなさい！」


    《雪せつ原げんの青あお》の力強い言葉に、《右玉》の構成員が勝ち鬨どきのような声を上げる。


    　それに応こたえるように、《雪原の青》は固く握った拳こぶしを振り上げる。


    　しかし鼓修理の目にはその力強い動作も言葉も、張った意地の引っ込みどころがわからなくなった弱々しい子供のそれにしか見えなかった。


    「ちょっと、お花を摘みに行ってくるっスよ」


    　いたたまれなくなった鼓修理は演説の邪魔にならないようそっと告げてから、部屋をあとにした。
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    「どうすれば、《ＳＯＸソツクス》は前みたいに戻れるんだろう……」


    　電車に戻り、席についたところで、僕は思わず愚ぐ痴ちってしまっていた。


    　なんとなく、ではあるのだけど。


    《ＳＯＸ》はいまのままじゃいけない。絶対にどこかで行き詰まる。そんな気がするのだ。


    「稲荷いなり寿ず司しうまうま」


    　……まぁ、食欲の権ごん化げである早さ乙おと女め先輩がスルーなのは仕方ないとして。


    「狸たぬ吉きちお前さ」


    　定食屋に華か城じよう先輩が現れてからというもの、口元をマフラーで隠したまま頑がんとして口を開かなかったゆとりが、なんか人でも殺しそうな表情をしながらマフラーをずらした。


    　なんかこの人、目が据すわってるんですけど……。


    「そう思うんなら、なんであの定食屋で、むざむざ《雪原の青》を逃がしたりしたんだよ」


    　問い詰めるには絶好の機会だったじゃねぇかと、ゆとりは酷ひどくご立腹のようだった。


    「《ＳＯＸ》解散に納得がいかねーんなら、《雪原の青》のこと、とっ捕まえてでも真正面からきちんと話せって、あたし、何度も言ったよな？」


    「そうだけど……」


    「けど？」


    「じっくり話して、完全に拒絶されるのが、怖いんだよ」


    「蹴けり殺されてーのか？」


    　いや、違う違う！


    　確かにいまの発言だけ切り取ると、僕凄すごく情けないね！　乳首ローターでイっちゃうおっさんに匹ひつ敵てきする、驚きよう愕がくの情けなさだ！


    　いやけれど、これにはちゃんとした事情がある。


    　真正面から華か城じよう先輩に完全に拒絶される──それはすなわち《ＳＯＸソツクス》の決裂が決定的なものになるということにほかならない。


    　いまは一応、《ＳＯＸ》内部に発生した《右玉》《左玉》という派は閥ばつによる分業体制が成立していて、《ＳＯＸ》の決裂は表面上確定ではない。


    　けれどさっきみたいに、尻しり穴あなの絶対死守を誓うノンケ並みに頑かたくなな態度をとる華城先輩を下へ手たに刺激して、決裂が決定的なものになったりしたら……きっともう、《ＳＯＸ》は元には戻らない。


    　だからどうしても、アナル拡張のごとく慎重にならざるをえないのだ。焦あせると裂けるよ！


    　けれどゆとりはどうも僕をヘタレ認定したらしく、ゴミ捨て場の使用済みコンドームでも見るような目でしばらく僕を見つめていた。


    　そして、盛大なため息をついたあと、とんでもないことを口にしたのだった。


    「お前さぁ、前から聞きたかったんだけど、《雪せつ原げんの青あお》に惚ほれてんのか？」


    「あっははは！　なんじゃゆとり！　その阿あ呆ほう丸出しのストレートな質問は！　あっははははははははははははっ！　うげぶっ!?」


    　突とつ如じよゆとりを指さして爆笑し始めた早さ乙おと女め先輩がゆとりの蹴りで息の根を止められた。


    　え、なにこれ、僕も返答を間違えたら蹴り殺されるの？


    　話の流れと全く関係ない気がするんだけどなぁ。


    「どうなんだ？」


    「え、えーと……」


    　容よう赦しやなく尋じん問もんを続けるゆとり。


    　僕の目は盛大に泳いでいたことだろう。


    「惚れてるかどうかは、正直、よくわかんないけどさ」


    「あ？」


    　おしょんしょん漏もれそうだよ。


    　ゆとりの目……冷酷な目だ……残酷な目だ……ふふ。その、下品なんですが、その視線だけで勃ぼつ起きしてしまいそうでね。……いや、恐怖を紛まぎらわせるための一人ジョークだよ？


    「華か城じよう先輩は僕にとって、世界を変えてくれた、大切で重要な人には変わりない、かな」


    　それがいま、僕に出せる精いっぱいの答えだった。


    　たとえ何人も殺やっちゃってそうな目で睨にらまれて尋じん問もんされたって、それ以上は出てこない。


    「……あっそ」


    　ゆとりは呆あきれきったように呟つぶやくと、席を立って連結部のほうへと行ってしまった。


    「前途多難だなぁ」


    　こんな調子で、《ＳＯＸソツクス》を元に戻せるのだろうか。


    　吞のん気きに気絶する早さ乙おと女め先輩を介かい抱ほうしながら、僕は次の一手を考えるのだった。
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    「だあああああああああっ！　もおおおおおう！　めんどくせえええええなあああ！　あのバカどもはよおおおおお！」


    　電車の連結部にて。


    　濡ねれ衣ごろもゆとりは絶叫していた。


    　鬼おに頭がしら鼓こ修す理りと通話状態になったＰピーＭエムに向かって。


    『やめるっス！　鼓こ膜まくが破れるっス！』


    「だってよお！　《雪せつ原げんの青あお》も狸たぬ吉きちも面倒くさくて面倒くさくて……いっそのことあの二人、和解するまでどこぞの個室に監かん禁きんしてやりてえくらいだぜ……っ！」


    『バカっスか!?　そんなことしたら子供ができちゃうじゃないっスか！』


    「どっちがバカだ！　ちょっと二人きりにしたくらいでそんな動物みてーにぽんぽん子供ができるわけねーだろ！」


    『十代を舐なめちゃダメっスよ？　これだからゆとりは』


    「知るか！　とにかく、あの二人が仲直りできるよう、隙すきあらば引っかき回してやるぜ！　お前も協力しろよ！」


    『わかったっスから、そのバカでかい声を抑えるっス』


    「……なんだ？　やけに物わかりがいいな？　てっきりお前のことだから、『《雪原の青》様と二人きりになれるいまの状況をみすみす手放すわけないっス～』とかほざくと思ってんだが」


    『なんなんっスか、その腹の立つモノマネは……』


    「で、なんだよ。そっちも現状に不満があんのか？　定食屋じゃあ、相も変わらず《雪原の青》にメロメロっぽかったけど」


    『そりゃあ鼓修理は綾あや女め様万ばん歳ざいに決まってるっスよ！　……けど、いまの綾女様に不満がないわけじゃないのは、確かっスね……』


    　聞けばどうやら、いまの《雪原の青》は鼓修理が憧あこがれていた姿とは違い、随分としょぼくれてしまっているらしい。それが鼓こ修す理りにはお気に召さない。


    　勝手に憧あこがれて勝手に失望して、鼓修理らしい身勝手さだとゆとりは呆あきれた。


    「まぁ、進んで協力してくれるならなんでもいいぜ。あたしも、友達を暴力で従わせるのは本意じゃないしな」


    『友達をなんだと思ってるんっスか……てゆーか鼓修理はお前の友達じゃないっス』


    「まあそれは置いておいて、だ。あのバカ二人、一体どうしてやろうか？　具体的に」


    『いまはどうしようもないっスね。特に綾あや女め様が酷ひどく面倒なことになってるっスから』


    「なんだぜ。面倒なことって」


    『はっ。綾女様のシークレットをお前なんかに喋しやべるわけないじゃないっスか。これは鼓修理と綾女様の二人だけのヒ・ミ・ツっスよ！』


    「次会ったらその生意気な性格を蹴けりで矯きよう正せいしてやるからな」


    『はいはいっス。で、まあとりあえず、綾女様とあのアホに関しては、チャンスが巡ってきたとき《右》と《左》両方からしかるべき展開に誘導できるよう、いろいろ準備しておくってことで。……ところで』


    「なんだよ」


    『そっちこそいいんっスか？　綾女様と狸たぬ吉きちのよりを戻すようなことを企たくらんで。せっかく愛いとしの狸吉とイチャイチャできてるのに』


    「な、あ、イチャイチャなんかしてねーし！」


    『だぁ!?　だからそのバカでかい声はやめるっスよ！　鼓こ膜まく以外の膜も破れそうっス！』


    　自じ業ごう自じ得とくだとぼやきながら、ゆとりは鼓修理の質問に答えた。


    「……悩んで弱ってるやつにつけ込んでいい仲になろうと思うほど、あたしは落ちぶれてねーんだよ」


    『はぁ？』


    「だーかーらーっ！　あたしは、狸吉と《雪せつ原げんの青あお》が前みてーに仲良くしてるような状態のときに正々堂々アプローチして、そのうえで狸吉に選んでもらいたいんだぜ！」


    『……はぁ。お前も大概面倒っスよね』


    「うるせぇ。重々承知だぜ」


    　ゆとりは悪態をついてからＰピーＭエムの通話を切り、むすっとした表情のままで座席へと戻った。

  


  
    



    　第二章　幼児退行プレイ～彼女の母乳は蜜みつの味～


    



    　僕が情けなくも華か城じよう先輩の説得に失敗してから、さらに一週間が経たった。


    　日付は十二月二十三日。


    　世間ではいよいよクリスマスムードがピークに達しようとしていた。


    　クリスマスは世が世なら、子供用のおもちゃ以上に大人のおもちゃが飛ぶように売れたであろう卑ひ猥わいな祭日だ。あーあ。生まれる時代間違えたよ本当に。


    　けれど《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》が制定されてから十六年。


    「クリスマスは夜通しギシアンする日」という認識は鳴りを潜ひそめ、家族と過ごす素敵な日というだけのなんとも健全なイベントとして周知されるようになってしまっていた。


    　そう、去年までは。


    　今年は華城先輩たちがバラまいた《妊にん娠しんセット》の影響で、クリスマスに卑猥な雰ふん囲い気きが再びまとわりつき始めている。


    　そのせいか、どうにも今年のクリスマスは去年までのそれと比べて、街の人たちが浮き足立っているように感じた。


    　その雰囲気に触しよく発はつされたのか、ついさっき終業式を迎えた時とき岡おか学園の生徒たちもどこかそわそわと落ち着きがないみたいだった。


    　……お前ら、《妊にん娠しんセット》を実じつ践せんしていいのは結婚してる男女だけって注意書き読んだ？　読んだよね？　不ふ破わさんがガン無視してたのはもういまさらだけどさぁ。


    　と、そんな浮かれた世間の雰ふん囲い気きに反して、僕たち生徒会はとある仕事に忙ぼう殺さつされていた。


    　どのくらい忙しいのかといえば、聞いて驚け。なんとアンナ先輩が机の下から僕にセクハラする間もないほど忙しい。


    　どんだけだよ。どんなブラック企業にだってセクハラする暇ひまくらいあるでしょ？


    「申し訳ありませんわ、受験でお忙しい轟ごう力りき先輩の手まで煩わずらわせてしまって……」


    「いや、これくらいなんとも。受験のほうは、まあなんとかなりそうですしな」


    　アンナ先輩の謝意を、轟力先輩はガハハと笑って流した。


    「にしても、なかなか終わりませんね、これ」


    　月つき見み草ぐさが差し入れてくれたレッドブ●と野菜ジュースのホットカクテル（ゲロ不ま味ず）を飲みながらぼやく。


    　僕たちがやっているのは、ビラや冊子の作成作業だった。


    　それが普通の作業なら、多少作業量が多くても苦ではない。


    　流れ作業の間、早さ乙おと女め先輩の描かいてくれたエロイラストのことを思い出しつつ、股こ間かんのムスコとともに空想の世界を跳ね回っていれば済む話だからだ。


    　ただの単純作業なら、ほかにも適当なことを考えているだけで時間は進む。


    　口ってほとんど性器だからパンツ的ななにか──マスクで常に隠すべきだよなぁ、とか。


    　逆にアナルが性器でないというのなら隠す必要ないよね？　半ケツファッションを流は行やらせようとか。


    　ドーナツ状かつそれぞれ連結可能なオナホ！　組み合わせ次第で君だけのオナホが作れるぞ！　的な商品のアイデアを練るだとか。


    　コンセントを差し込むときのズブリって音のエロさは異常だとか


    　なまこは絶対にオナホの仲間、むしろ名前もま●こっぽいとか。


    　生理食塩水ってネーミング的にほとんどおりものか愛液の類たぐいですよね？　だとか。


    　本当ならこんなことを考えているだけで時間は潰つぶせるのだ。


    　けれど僕たちがいま作らされている冊子は、《ラブホスピタル》を賛辞するもの。


    　金かね子こ玉たま子こを筆頭とした《ラブホスピタル》推進派の議員たちから、全国の高校の生徒会に作成と流る布ふを命じられたものだった。


    　いくら脳内にオナ禁少女シリーズの続編、『オナ禁少女・解』の名場面を思い浮かべても、あまりに気乗りしない作業であるために時計の進みが異常に遅い。


    　いまごろ僕たちだけでなく、日本中の生徒会がこの面倒な業務に追われていることだろう。


    　と、うんざりしつつも黙々と作業を続けていたとき。


    『──皆さん、騙だまされてはいけません！　あのような卑ひ猥わいなデモを引き起こしたソフィア・錦にしきノの宮みやに騙されてはいけません！　子供ができないのは卑猥な知識を経由して伝染する《こうのとりインフルエンザ》のせい！　そうでなければ、夫婦の愛が足りないだけなのです！』


    　生徒会室にいた全員のＰピーＭエムが一斉に作動し、最も早はや耳にタコができた金かね子こ玉たま子この放送が響き渡った。


    「……」


    　アンナ先輩の母親であり、僕たちの託したエロ本を使って大規模なデモを引き起こしたソフィアを真っ向から否定する内容だ。


    　ソフィアとソフィアの起こしたデモを否定するようなこの放送は、もう一か月近く毎日のように強制配信されている。


    　アンナ先輩が気に病んでいないはずがない。


    　ソフィアのデモのおかげでまともに進学できる見込みが立ち、ぜひお礼がしたいと息巻いていた轟ごう力りき先輩でさえ、ソフィアの名前を出すことを避けているくらいだ。


    　ただでさえ気乗りしない作業だったというのに、お茶の間にＡアダルトＶビデオが放映されたかのような気まずい雰ふん囲い気きが生徒会室に満ちる。


    　ちなみに、あの父さんでさえ、両親との夕食時にえっちぃ映像がテレビに映ったときはいたたまれなくなったそうだ。どんだけだよ。


    　と、そのときだ。


    「アンナ様」


    　差し入れたホットカクテルの不評具合に気づくことなく作業に没頭していた月つき見み草ぐさが、不意に口を開いた。


    「角砂糖をお召しになりますか？」


    　こいつはなにを言ってるんだ。


    「女性は甘いものを食べれば気分が向上すると耳にしました」


    「はいはい。気持ちはわかったから、ただでさえ味が崩壊しているレッドブ●カクテルに砂糖ぶち込もうとするのはやめろ！」


    　アンナ先輩が頑張って飲んでいたカクテルをさらなる富栄養状態にしようと既に動き出していた月見草を止める。


    　こいつ、ソフィアのデモ以来自分から動くことが増えたけど、いろいろトンチンカンなままなんだよなぁ。


    「気にすることはないわよ、アンナ」


    　月見草を羽は交がい締めにする僕と轟力先輩を尻しり目めに、ぼそりと呟つぶやいたのは華か城じよう先輩だった。


    　ひたすら黙々と作業していた華城先輩の僅わずかな言葉に、アンナ先輩が「ありがとうございます」と微かすかな笑みを浮かべる。


    　アンナ先輩は困ったような顔をしたまま、ぽそりと続ける。


    「一体、誰が本当のことをおっしゃっているのか、わたくしにはわかりませんの……」


    　アンナ先輩はそう漏もらす間も作業の手を休めない。


    「お母様と話をしても、『《ラブホスピタル》は信用するな』の一点張りですし、子供のつくり方を尋ねてみても、口を閉ざすだけで……」


    　ソフィア……あんなデモ起こしたくらいなんだから、もう開き直れよ……。


    　おまんまんにおちんちん入れれば赤ちゃんできるお！　って叫んでみな？　楽になるよ。


    「ですけれど」


    　アンナ先輩が僕にちらりと流し目を送ってきた。


    「お母様も、金かね子こさんも、『子供ができないのは愛が足りないから』という点では、一致しているんですのよねぇ」


    「へ、へー。そうなんですか……」


    　アンナ先輩の子し宮きゆうから、着ちやく床しようしたいオーラを感じる。……僕は一体なにを受信してるんだ。


    　まぁ、受じゆ精せいしたいオーラは冗談（ということにしておきたい）にしても、アンナ先輩から圧力を感じるのは確かだ。


    　十二月に入ってから、僕はアンナ先輩のデートの誘いをことごとく断ことわっている。


    　全国各地の変態を仲間にするため、週末はいつもゆとりたちと遠出しなければならなかったからだ。


    　幸いなことに、アンナ先輩はアンナ先輩で、あんなことをしでかしたソフィアにどう対応するか家庭内でいろいろもめていたらしく、僕を襲おそう暇ひまがなかったみたいだから、これまで大事には至っていなかったけれど……アンナ先輩、そろそろ爆発しそうなんだよなぁ。


    　いや、だってさ……。


    　先週、仲間集めの遠征から帰ってきたときなんて、僕ん家ちのアパートの扉とびらに何者かの新鮮な愛液が付着してたからね。マーキングされてたからね。誰の仕し業わざか明らかだったからね。


    　またなにか、アンナ先輩の愛欲を解消するためのいいガス抜きを考えなくちゃいけない。


    　自分がなにをしているか、まるでわかっていないアンナ先輩と一線を超えるわけにはいかないのだ。


    　うーん、そうだなぁ。もうこうなったらいっそのこと、『これを僕だと思って大切に使ってください』っつってバイブでもクリスマスプレゼントしようかしら。


    　セクハラもここまでくれば一周回ってロマンチックだよね。きっと。


    「そういえば、明あ日す明後日あさつてですが」


    　と、さっそくアンナ先輩が動いた。


    　明日はクリスマスイブ。


    　世間一般では家族で過ごす日とされているけれど、夕暮れまでは恋人と過ごす日であるという認識もまだ僅わずかに残っている。恋人って要するに、未来の家族なわけだしね。


    　そんな特別な日を、溜たまりに溜まりまくったアンナ先輩が見み逃のがすはずもなかった。


    　さてどう受け流すべきか。やっぱりバイブプレゼントしかないのか。手編みのセーターっぽいノリで手作りのバイブを渡せばいいのか。バイブのかたちは僕のムスコで型どりすればいいのか。


    　必死に考えていると、アンナ先輩が予想外の言葉を口にした。


    「わたくし、首都に戻って、また家族で話をしなければなりませんの。そのまま年末年始まで向こうで過ごす可能性も高くて……ですから、もしなにか緊急で生徒会に仕事が持ち込まれてもしばらくは対応できないのですわ」


    　その業務連絡に、僕はほっと胸をなで下ろした。


    　これはひょっとすると、冬休みの間中ずっと、アンナ先輩を警戒しなくてすむんじゃないの？　と。


    　その間、華か城じよう先輩を懐かい柔じゆうするための作戦立案や仲間集めに専念できるんじゃないか、と。


    　けれどその認識は甘かったのだ。


    　いままで散々アンナ先輩の脅きよう威いにさらされておいて、この目もく算さんはあまりに甘すぎた。


    　けれど僕はアンナ先輩への警戒を緩ゆるめたまま、冬休みに突入してしまうこととなる。


    《ＳＯＸソツクス》を一つに戻すための策が、この直後閃ひらめいてしまったがゆえに。


    「完成したビラと冊子、運んでおきます」


    「少しずれてはいるが、お前もだいぶ気が利くようになってきたな」


    　立ち上がった月つき見み草ぐさに、轟ごう力りき先輩の何気ないエールが飛ぶ。


    　けれど月見草が抱え込んだ紙束は明らかに月見草が運べる量を超えていて、


    　バッサーッ！


    　ビラやら冊子やらが床ゆかに散らばり、一面真っ白になる。まるで精せい液えき化粧を施されたＡＶ女優のようだ。白って色は純潔とかのイメージが強いけど、実は一番エロに近い色だよね。


    「あーあーあー。まったくお前は。まだまだしょうがないやつだな」


    「申し訳ございません」


    　ばしばしと月見草の背中を叩たたきながら、轟力先輩が散らばった書類を集める。


    　そのとき生徒会室の扉が開き、早さ乙おと女め先輩が満面の笑みで現れた。


    「出来の悪い後輩と面倒見のいい先輩が織りなすアッー！　の気配がするのじゃ！」


    「帰れ」


    　突とつ如じよ現れた早乙女先輩をつまみだし、僕は轟力先輩と月見草をしげしげと眺めた。


    　そのとき、僕の股こ間かんに電流走る。


    　いや、決してその手の妄もう想そうが膨ふくらんだからとかではなくてですね。


    　このとき僕は、轟力先輩と月見草の様子から、《ＳＯＸ》再さい興こうの策を思いついていた。


    　アンナ先輩の不在に続き、この閃ひらめき。


    　これは天が僕に味方している。そう思っていたのだ。


    　だから、というのは言い訳だけれど。


    　だからこのとき僕は、アンナ先輩が纏まとう嵐の前の静けさに、気づかなかったのだ。


    　アンナ先輩がおとなしいなんて、そんなこと、あるはずがなかったのに。
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    「なー、おい、本当に会いに行くのかよ」


    　十二月二十四日。


    　ゆとりと早さ乙おと女め先輩を連れて、僕はとある港町にやってきていた。


    　第五清せい麗れい指定都市にほど近いところにある町で、貿易用のタンカーだけでなく、旅客用フェリーなんかの往来もある大きな港だ。


    　目的はもちろん、まだ見ぬ変態を仲間にするため。


    　今日きようもゆとりの紹介で、鏡に映った自分にしか性的興奮を抱いだけないナルシストと、筋トレ用品で筋肉を育てるフリをして自分を苛いじめ、疑ぎ似じＳＭに興じるのが趣味の女の子を仲間にした。


    　世界は広いね。


    　時刻はもう夕暮れ前で、本来なら今日の仲間集めはこれで終了のはずだった。


    　けれど今日はもう一件、会う約束を取り付けた変態がいる。


    「紹介しといてなんだけど、どーもこいつ怪しいんだぜ。趣味を暴露するのが恥ずかしいから一人で来てください、なんて」


    　ゆとりから半ば無理やり聞き出した、少し怪しい変態だ。


    「てゆーか、最近こういう条件出してくるやつが多くて、どいつにアポとりゃいいのか、選定が滞とどこおってんだよなぁ」


    　せっかく《左玉》のメンバーが仲間になりそうなやつらの情報を全国から集めてくれてんのに、これじゃ埋もれちまうぜと、ゆとりは不満げだ。


    「いい迷惑だぜ。迷惑なのは趣味だけにしてくれって話だ」


    「けどまぁ、いまは少しでも早く味方を増やさないといけないから。多少のリスクはね」


    　一人で来てくれという条件があると知るやいなや、早乙女先輩は新鮮な海の幸を食べに町へ繰り出してしまった。けれどゆとりは心配してくれているのか、待ち合わせ場所の近くまでついてきてくれている。


    「なぁ、やっぱり考え直したほうがいいと思うぜ？」


    　気持ちは嬉うれしいけれど、ここで引き返すわけにはいかない。


    　その怪しい変態に会うことで、《ＳＯＸソツクス》崩ほう壊かいを回避できるかもしれないのだから。


    「いや、僕は行くよ。大丈夫だから、ゆとりは早さ乙おと女め先輩のほうに行ってくれるかな？」


    「……なんか、狸たぬ吉きちお前、変だぜ？」


    「そんなことないよ？」


    　僕が考えた作戦、名付けて〝幼児退行プレイ～彼女の母乳は蜜みつの味～〟の概がい要ようはこうだ。


    　第一に、成果を出そうと慎重さを欠く行動をした僕が、なんらかのヘマをする。


    　そしてそれを見かねた華か城じよう先輩たち《右玉》が、僕を助けに来る。


    　仕上げとして、助けられた僕が「僕は一人前なんかじゃない。華城先輩たちの力を借りなければ、こんな稚ち拙せつな失敗をしでかしてしまうんだ」と頭を下げる。


    《右玉》の構成員と《左玉》の構成員、その全員の前で、僕は泥をかぶるつもりだ。


    　こちらがそれほどまでに下した手でに出れば、《右玉》の構成員たちも、僕がソフィアと手を組んだことに対して少なからず留りゆう飲いんを下げるに違いない。


    　自分勝手をした僕が大失敗してすがってきたとなれば、それ見たことかと気分のよくなった《右玉》の人たちは僕たち《左玉》との再合流を受け入れやすくなる。


    　そうなれば、組織の空中分解を恐れて僕との接触を避けている華城先輩も、少しは話を聞いてくれるようになるはずだ。こんな未熟者を独立させるわけにはいかないと、考え直してくれるかもしれない。


    　この作戦が成功して《ＳＯＸソツクス》が再さい興こうしたなら、僕の発言権はゼロに等しくなるだろう。


    《右玉》からも《左玉》からも、童どう貞ていチンカス野や郎ろうと陰口を叩たたかれるかもしれない。


    　この先、ソフィアと手を組むなんて奇策を実現させることは、より難しくなる。


    　けれど。


    　ここで《ＳＯＸ》を分裂させて戦力が分散してしまうよりは。


    　分裂した派は閥ばつ同士で足の引っ張り合いが起きる可能性を孕はらんだままでいるよりは。


    《ＳＯＸ》を一つの組織としてつなぎ合わせておく必要があるに違いなかった。


    　たとえ僕の扱いが〝非ひ処しよ女じよと判明した幼おさななじみ〟みたいにボロクソになったとしても、だ。


    　さてそんなわけで、作戦のために僕はまずヘマを打たなきゃいけないわけだけど、それにはゆとりの紹介してくれた怪しい変態に会うのが手っ取り早い。


    　一人で来てくれというからには、裏がある可能性が高い。


    　大方、僕をその毒どく牙がにかけるつもり満々の危険な変態か、《ＳＯＸ》の仲間集めを察知した善ぜん導どう課の罠わな、そんなところだろう。


    　そいつらの誘いに乗って、適度なピンチに陥おちいる。それが作戦の第一段階だ。


    　これまで何度もアンナ先輩や母さんから逃げおおせてきた僕なら、そこら辺の変態や善導課を相手に致命的なミスを犯す可能性は低い。


    　だからゆとりの心配はもっともだけど、ここで引き返すという選択肢はなかった。


    「それじゃあゆとり、時間だから」


    「……本当に大丈夫かよ」


    「大丈夫大丈夫。これでも修しゆ羅ら場ばはくぐり抜けてきてるから」


    　修羅場っていうか濡ぬれ場のほうが多いかもしれないけどね。


    　そして僕はゆとりを置いて、待ち合わせ場所、人ひと気けのない林道へと歩いていった。


    　ちなみに作戦名の〝～彼女の母乳は蜜みつの味～〟に深い意味はありません。
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    　冬の林道は思いのほか底冷えする。


    　ジーパンの下にはヒートテック、コートの下にはセーターを着込んでいるのだけど、周囲に灯あかりが少ないせいか、一際寒く感じた。


    「……もしかして、アレかな？」


    　林道をしばらく進んだところに、一台のトラックが停とまっていた。


    　なにやら妙に煌きらびやかな装飾がしてあって、なんの略称か知らないけど〝逆ＭＭ号〟とか書かれている。


    　……怪しすぎだろ。


    　とは思いつつも僕は無警戒を装よそおってそのトラックに近寄る。


    　当然、夏休みに朱あけ門かど温泉で鍛きたえた周辺探知能力は全開だ。


    「「あっ、もしかして《ＳＯＸソツクス》の方ですか!?」」


    　そのとき、背後からエコーがかかった声が聞こえて僕は振り返った。


    「うわっ!?」


    　人二人分の気配には結構前から気づいていた。


    　けど、実際目にした声の主ぬしの姿に、僕は驚いてしまった。


    「「今日きようは来てくださってありがとうございます！　さ、こっちですよっ」」


    　それは双子の女の子だったのだ。


    　年は、たぶん鼓こ修す理りと同じ中学生くらい。


    　胸辺りまで伸びた黒髪が艶つややかで、邪じや気きのない笑え顔がおが特徴の可愛らしい、そっくりな二人組。


    　いかん！


    　こんな子たちにパンツ仮面状態のいまの僕の汚れた姿を見せるわけにはいかない！


    　──と一瞬パンツを脱ぎかけたが（もちろん頭にかぶったほうだ）、どうやらこの娘たちが今回《ＳＯＸ》との接触を希望した変態らしい。


    　そ、その年でどんな性せい癖へきを抱え込んでいるのか、お、お兄さんに教えてごらん？　ごくり。


    「「ささっ、どうぞどうぞ！」」


    　双子の明るい笑顔に招き入れられ、トラックの荷台に足を踏み入れた。


    　なぜか左手の壁だけが鏡張りになった特殊な作りだ。


    　と、そこには。


    「コホー、コホー」


    



    　鎖くさりに繫つながれたガチムチが目隠しとボールギャグ装備で半はん裸ら待機していた。


    



    「──脱出！」


    「「まあまあまあまあっ！」」


    　バタン！


    　あまりに衝しよう撃げき的な光景に数瞬遅れて脱出を試みたが、その数瞬が命取り。


    　双子が荷台の扉とびらを内側から施せ錠じようした。


    「「そういえば、自己紹介がまだだったね、お兄さん♪」」


    　双子はガチムチと僕を見比べて恍こう惚こつの表情を浮かべながら、はじける笑え顔がおで名乗りを上げた。


    「わたしはソラ！」


    「あたしはウミ！」


    「「大好物はかけ算です！」」


    　また腐ふ女じよ子しかあああああああああ！


    　しかもこの状況。


    　こいつら、空想のボーイズラブじゃなく、リアルの同性愛もカバー範囲らしい。


    　……いや、カバー範囲なんて可愛いもんじゃない。


    　僕を生いけ贄にえに捧ささげてまでガチムチ×ノンケを観戦したいと望む筋金入りの変態だ。これは洒しや落れにならん。


    　完全に油断していた。


    　トラックの中に誰か待機しているのは察知していたし、荷台の扉を閉められても、閉じ込められる前に脱出する準備はしていた。


    　けれどあまりに衝撃的な光景に頭が真っ白になってしまったのだ。


    　鼓こ修す理りと違って女子中学生可愛かったしさあ！


    「「さていけそれいけ間近で見せて！」」


    「どっちが攻めで！」


    「どっちが受けかな!?」


    　バギンッ！


    　双子のかけ声に合わせて、ガチムチが鎖から解放される。


    　スキンヘッドに〝修しゆ羅ら道どう〟と落書きされたガチムチは、目隠しとボールギャグを装着したまま真っすぐこちらに突進してきた。


    「うわ!?」


    　狭い荷台の中でなんとか体を捻ひねり、ギリギリでガチムチをかわす。


    　いかん。


    　このガチムチ、マジだ。


    　天性のものか、双子に調教されたのかは知ったこっちゃないけど、「ノンケ？　そんなのオレには関係ないね」という邪悪な意思を下半身から感じる。


    　衆しゆ道どうに堕おちた修しゆ羅らそのものだ。性た質ち悪すぎだろ。


    「男好きの修羅！」


    「「カケル！」」


    「ノーマル優やさ男おとこ！」


    「「それとも!?」」


    「その手の趣味に目覚めた優男！」


    「「カケル！」」


    「立場の逆転に戸惑う修羅！」


    「「どっちに転んでもオイシイね！」」


    　楽しそうですねぇお二人さん！


    　きゃいきゃいと無む邪じや気きにはしゃぐ双子はその実、がっちりと荷台の内うち鍵かぎを守っている。
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    　仮に僕が尻しりの穴を守るために二人を蹴け散ちらしても、その一瞬の時間のロスをついてガチムチは僕を後ろから貫つらぬくだろう。ずっぷりと遠慮なく。


    　どう脱出したものか。


    「……って、なんだこの気配!?」


    　そのとき、僕は周囲の異変に気づいた。


    　いつの間にか、トラックの周辺にたくさんの人間の気配が蠢うごめいている。


    　その数は三十人近い。しかもそのすべてが、大の男らしかった。


    　嫌な予感しかしない。


    「「あっ。もう気づいちゃった？　噂うわさどおり、敏感だね！」」


    　双子がキラキラとした表情で口をそろえる。


    「ノーマル男子のことを愛してやまない修しゆ羅ら三十人が」


    「マジックミラー越しに君たちの絡みを観戦して大興奮」


    「合体の連れん鎖さが起きればなーって考えた」


    「「誰が攻めで誰が受けかわからない、数じゆ珠ずつなぎのワンダーランドが始まるよ！」」


    　ダメだこいつら……頭がおかしい。


    　てゆーか、この不自然な鏡、マジックミラーだったのかよ！


    　僕に三十人の接近を気づかせないためだけに準備したっていうのか。


    　なにが〝逆ＭＭ号〟だ、ふざけやがって！


    　変態の考えることは理解できねぇ！


    　だって僕変態じゃないし！　異論は認めん！


    「くそっ」


    　とにかく、このままじゃジリ貧だ。


    　目隠しガチムチの体力が尽きるまで逃げ回っても、外にはさらなるガチムチ。


    「ちょっと危険だけど、ええい、仕方ない！」


    　僕は迫り来るガチムチに背を向けた。


    「「受け入れ体勢キターーーーっ！」」


    「誰が受け入れるか！」


    　大興奮の双子に断ことわりを入れてから、僕はしゃがみ込んだ。


    　僕の背中に躓つまずいたガチムチが、思い切り転倒する。


    　その先にあるのは、わざわざ準備してくれたマジックミラーだ。


    　ガッシャアアアアアアン！


    「「ああああっ！　せっかく準備したのにいいいっ！」」


    　双子の絶叫とガラスの破は砕さい音おんが重なる。


    　ざまあみろ！　男を貫くために鍛きたえた鋼の肉体が仇あだになったな！


    　外にいたガチムチたちが目隠しガチムチとガラスの破片を受けてひるんだその隙すきに、僕はトラックを飛び出した。


    「「あっ、逃げるよ！　追って！　掘って！」」


    　恐ろしい指示を飛ばす双子に戦せん慄りつしながら、僕は駆かけた。


    　いくらなんでもあんな連中相手じゃ、〝ちょっとしたヘマ〟では済まない。


    



    「くそっ！　どうなってるんだ、この町は！」


    　僕は日の落ちた町を駆けながら、悪態をついていた。


    　逃げども逃げども、ガチムチの気配から逃のがれられない。


    　それどころか、どんどん増えているような気さえしてくる。


    　おかしい。


    　どう考えたって、たかが中学生の女の子二人に準備できる域を越えている。


    　まるで町全体が僕の尻しりを狙ねらっているかのような感覚さえしてくるのだ。


    　なにかが決定的におかしかった。


    「これじゃあ、ゆとり経由で華か城じよう先輩に助けを求める余裕もない……っ！」


    　実は逆ＭＭ号から逃げ出して少し経たったころは、掛け値なしの大ピンチであるこの状況に「むしろ好都合じゃないか？」とほくそ笑んでさえいた。


    　これだけガチのピンチなら、華城先輩たちも変な疑いを持つことなく助けてくれると思ったからだ。


    　けれど事態は思った以上に深刻らしい。


    　暗がりに蠢うごめくガチムチの気配に幾度となく包囲され、紙かみ一ひと重えで突破口をこじ開ける。そんなことがもう何度も続いている。間かん髪はついれず、立て続けにだ。


    　僕の純潔が儚はかなく散らされるのも時間の問題だった。


    「だあもう！　せめてどっか籠ろう城じようできる場所があればどうにかなるのに！」


    　少なくとも助けを求めるだけの余裕はできるし、うまくいけば華城先輩たちが助けに来てくれるまでの時間も稼かせげる。


    　けれどいかんせん、土地勘のない町でそんな都合のいい場所を探すのは至し難なんの業わざだ。


    　そのうえいまの僕は大量のガチムチに追われる地獄の中にいる。


    　この状況を打破するための考えをまとめる余裕もない。


    「って、あっ！　しまった！」


    　入り込んでしまったのは、両側に高い塀を備える一本道。


    　背後からも前方からも複数のガチムチの気配がする。挟み撃ちだ。


    　このままじゃあＡアナルＦフアツクでＦフアイナルＡアンサー……そんなオチは絶対に嫌だ！


    「こうなったらもう、逆に僕が連中の穴を天元突破してやろうか」


    　攻撃は最大の防御だ。


    　いやでもそれってあの双子中学生の思うつぼじゃあ……。


    「お兄さん！　こっちです！」


    　追い詰められた僕が錯さく乱らんしかけていた、ちょうどそのとき。


    　塀の上から、幼おさない声と縄なわばしごが降ってきた。


    「え？　え？」


    「早く！」


    　小学生くらいの女の子に促うながされるまま、僕は塀をよじ登る。


    　縄ばしごを登るときのギシ……ギシ……って音はなんかエロいね。


    「ありがとう助かった！　……ところで、君は？」


    　ガチムチたちに見つからないよう息を潜ひそめて尋ねる。


    「わたし、リクって言います。この町の小学生です」


    　リクちゃんはきょろきょろと怯おびえるように周囲をうかがっていた。


    「そんなことより、お兄さん、早くこの町から逃げてくださいっ。この町はおかしいんです！」


    　うん。それはもう嫌というほど思い知ったよ。


    「逃げたいのは山々なんだけど……」


    　ガチムチ包囲網がキツすぎる。


    　僕が言いよどむと、事情はすべてわかっているとばかり、リクちゃんが僕の手を引いた。


    「年明けまで停泊予定のフェリーが港にいますから、そこでひとまずやり過ごしましょうっ」


    　フェリー……その手があったか！


    　隠れる場所は無数にあるだろうし、籠ろう城じようにはもってこいのはず。


    　渡りに船とはまさにこのことだ。


    　それにしてもこの慣れた感じ。もしかすると彼女はこれまでも、ガチムチの餌え食じきにされかけた男をこうして匿かくまってきたのかもしれない。


    　腐ってない女の子もいるんだね。


    　僕はリクちゃんに従い、船着き場を目指した。


    



    「急いでください！　連中がすぐそこまで来てます！」


    「ありがとう！　この恩は忘れないよ！」


    　フェリーを係けい留りゆうするためのロープをよじ登って船に潜もぐり込み、僕はリクちゃんと別れた。


    　この町は一体なんなんだとか、どうして助けてくれたのかとか、聞きたいことは山ほどあったけれど。


    　悠長なことをしていたら僕の＊が※※※されちゃうからね。仕方ないね。


    「にしても、いくら出港予定がないからって、人ひと気けがなさすぎじゃないのか……？」


    　対人センサーの感度をビンビンにしながらゆっくりと船内を進む。


    　普通に灯あかりがついてるから清掃員とか整備員とかがいるんじゃないかと警戒していたのだけど、まるで人の気配を感じない。


    　船は区画がいろいろ厳重に分かれてる作りだって聞くけど、そのせいなんだろうか？


    　奇妙なのはそれだけじゃない。


    　船に乗り込んでからずっと立ちこめているこの変な匂においは一体……。


    　吹き抜けの階段を下りて、客室のみっしり詰まったフロアに辿たどり着いた。


    「どっか開いてる部屋があればいいんだけど……お？」


    　客室のドアをガチャガチャして回っていたら、いくつ目かで鍵かぎのかかっていない部屋に当たった。二段ベッドが二つ詰め込まれた、並クラスの客室だ。ふむ、一度に四ペアがセックスできる構造ですな。


    「しばらくここに隠れてようかな」


    　ドアを閉めて、隠れ場所を吟ぎん味みする前に鍵をかけ……？


    「……あ、あれ？」


    　急に視界が揺らぎ、足下がおぼつかなくなる。


    「な、なんで」


    　まさか、これも、罠わな──？


    　僕の意識は、そこでぶつりと途絶えた。


    



    　　　　　●


    



    『タヌキは無事、籠かごの中です。お姉様』


    「「お疲れ様！　ジュースを買ってあげようね！」」


    　妹のリクから報告を受けたウミとソラは「「にしし」」とそっくりの表情で笑った。


    「これであとは」


    「あのお嬢様をさらって、タヌキと同じフェリーに放り込むだけだね」


    　逆ＭＭ号の荷台に腰を下ろしたウミがＰピーＭエムを操作し、拉ら致ちの実行部隊と連絡をとった。


    「ハロー。こっちは無事、タヌキを捕まえたよー。そっちの状況は？」


    「『お、お二人とも、早く逃げ──ば、化け物──ガハッ！』」


    　ぶつんっ！


    　……ツー、ツー、ツー、ツー


    「……え？」


    「どうしたの、お姉様？」


    「いや、なんか、拉致部隊の様子がおかしくて……というか、声がだぶって聞こえたんだけれど」


    「まっさかー」


    　そんなはずはないとソラは笑った。


    　拉ら致ち部隊は常にターゲットの近くで拉致のチャンスをうかがっているはずだ。


    　ターゲットがこの近辺まで移動してきていない限り、拉致部隊の声がこの辺りで聞こえるはずがない。


    「時とき岡おか学園の生徒会長様が、クリスマスにわざわざこんなとこ来ないでしょー」


    「確かに。それこそタヌキを追いかけてきた、とかじゃないとねー」


    「「ありえないありえない！」」


    「……あなた方が捕まえた〝タヌキ〟というのはまさか、奥おく間ま君のことですの？」


    「「っ!?」」


    　ガシッ！


    　突とつ如じよ背後に現れた気配に首を鷲わしづかみにされ、ウミとソラの口から声にならない悲鳴が上がった。代わりに喉のどから漏もれるのは、骨の軋きしむミシミシという不吉な音だ。


    「「なっ……ななっ……なんで……あんたが、ターゲットが、こここ、ここに……っ!?」」


    「怪しいと思って泳がせてみましたが、まさか奥間君、こんな中学生と浮気を……っ!?」


    　双子の質問には答えず、時岡学園生徒会長アンナ・錦にしきノの宮みやはあらぬ方向に焦しよう点てんの定まらない瞳ひとみを向けていた。


    「こ、子供が、できるはずもありませんわ……だって、案の定、奥間君は浮気していた……すなわち愛が、愛が足りなかったんですから……浮気をやめさせれば……浮気相手を亡き者にすれば、きっと奥間君は、わたくしとちゃんと愛を育はぐくんでくれるはずですの……そうすれば、わたくしは、正しくあれるはずですの……」


    　メシメシメシメシッ！


    「「～～～～っ！　し、知らない！　浮気なんて、してないよ！」」


    「そんな噓うそが通用すると思いますか……？　トラックの中から、奥間君の匂においがたっぷり香ってくるんですのよ！　もしかして、奥間君はまだ中にいるのではありませんの？」


    　アンナのあまりの迫力に、二人の脳のう裏りに「死」の一文字が浮かぶ。


    「ち、違う！　わたしたちはただ、奥間狸たぬ吉きちの拉致を頼まれただけで！」


    「詳しいことはなにも知らない！」


    「……拉致？」


    　ようやく理性を取り戻したらしいアンナの気配を察し、双子の舌が高速回転を始める。


    「そう！　拉致！　〝捕まえた〟ってのはそういう意味！」


    「このトラックは罠わなに使っただけで、そんな、やましいことには使ってないよ！」


    「本人はいまごろ、船着き場のフェリーの中！」


    「もうすぐ出港しちゃうよ？　いいの？　わたしたちに構ってる暇ひまなんてないよ？」


    　双子の言葉を聞いて、アンナの顔が青ざめる。


    「ら、拉ら致ちですって？　……そういえば、奥おく間ま君の匂におい、ここからさらに港の方角に向かっていますわね……まさか、どこかのテロ組織が奥間君を狙ねらって……？　道中散々わたくしの邪魔をしてきた方々も、その一派……？」


    　ドガシャン！


    「「うげぷっ！」」


    　逆ＭＭ号に叩たたきつけられ、双子はぐったりとその場に沈んだ。


    「大変ですわ！　奥間君を、助けなければ……っ！」


    　人じん外がいのスピードで駆かけだしていくアンナの背を見て、ギリギリで意識を保っていたウミがＰピーＭエムを起動させる。


    「ふぇ、フェリー操そう舵だ係がかりに、連絡。会長も、すぐそっちに乗り込むよ。乗り込んだのを確認次第、船を出港させて。あの化け物を、早く海上の、檻おりへ……」


    　連絡を終え、ウミはどさりとその場に倒れ込んだ。


    「ふ、へへ。いろいろ予想外だったけど、結果オーライだよ……お母様、慶けい介すけさん」


    　任務完了。


    　あとは、あの二人が過ちを犯すのを待つばかりだった。

  


  
    



    　第三章　発進！　子づくり客船セレスト号！


    



    　ごそごそ。


    「……んっ」


    　ぴた。……ごそごそごそ。


    「……ん、んん？」


    　霞かすみがかった意識の中で、下半身だけがなにやら騒がしかった。


    　久々の夢む精せいか？　いかん。カピカピの下着を母さんに発見されたら殺される。


    　夢精するなど気合いが足らんというのが母さんの教えだ。


    　精神力とＰＣ筋力（射しや精せいを耐えるために必要な、ともすれば胸むな板いたや腹筋よりも優先して鍛きたえ抜くべき筋肉）を総動員し、我が下半身に宿る魔ま獣じゆうを調ちよう伏ぶくせしめん。


    　などと身構えていたのだが、待てど暮らせど、下半身は一向に躍動しない。


    　あれ？　これ、夢精なんかじゃないぞ？


    　というか、なんか、誰かが僕のズボンを脱がせようとしてるような……？


    　まさか。


    「いやあああっ！　勘弁してくださいアンナ先輩！」


    　ズボンを引き上げて飛び起きた。


    　寝込みを性的に襲おそう人なんて、アンナ先輩以外に心当たりがない。


    　と、一瞬で覚かく醒せいした僕が警戒心をむき出しにして対たい峙じしたその相手は、


    「ふんす、ふんす」


    　なんか、頰ほおを紅潮させてはぁはぁしてる不ふ破わさんだった。


    　なんで、おっぱいを揉もみしだこうとするおっさんみたいな手つきなの？


    　どうして制服の上から、返り血浴びたようにところどころ赤い白衣を着てるの？


    　破は瓜かなの？


    「…………………………なにしてるの？」


    「奥おく間まさんが勝手に準備万端でしたので、実験してもいいのかな、と思いまして」


    　不破さんがじっと見つめる先にあるのは、勝手にどこかに突撃していきそうなほどギンギラギンに張り詰めた僕のグングニルだった。


    　ところで完全な余談だけど、ロケットパンチ、おっぱいミサイルに連なる第三のロボット技としてちんこロケットなんてアリじゃないでしょうか。


    「実験とか、なに考えてるの不破さん！」


    　僕は朝あさ勃だち状態のグングニルを手で隠しながらあとずさる。


    「そんなに警戒しないでください。ただちょっと、わたしの自前の試験管に、奥間さんの遺い伝でん子しサンプルを保存するだけですから」
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    　いつもの淡々とした口く調ちようでとんでもないことを言いやがった。


    　ま●このこと試験管って呼ぶのやめろよ！


    「てゆーか、そもそもどうして不ふ破わさんがここにいるの!?」


    　にじりよってくる不破さんとじりじり睨にらみ合いながら、僕は当然の疑問を口にする。


    　辺りを見回してみれば、ここは僕が気を失った客室だ。


    　どのくらいの時間気絶していたのかわからないけど、何時間経たっていようがこの場に不破さんがいるのはどう考えてもおかしい。


    「そんなことより、ちょっとその興味深い突起物をしゃぶらせてください」


    「言葉遣いが汚いよ不破さん!?」


    　なんか、不破さんの様子、おかしくないか？


    　いつもの恥ち的てき好奇心に加え、なんか、その、発情しているかのような。


    「ええい話にならん！」


    　僕は二段ベッドを利用し、不破さんの頭上を飛び越えて船室からの脱出を図った。


    「奥おく間まさん。いまはここから出ないほうがいいですよ。とても危険です」


    「そんな言葉に騙だまされるもんか！」


    　とにかくいまは不破さんから距離を置いて、現状把握に努めないと。


    　この船、明らかにおかしい。


    　僕が気絶してしまったのは睡眠ガスかなにかが仕掛けられていたからだろうし、いま考えればそもそもこの船に僕を誘導したリクって娘も怪しい。


    　まるで誰かが、町一つ使って僕を陥おとしいれようとしているかのような、そんなバカげた気配がする。これ以上、その誰かに翻ほん弄ろうされるわけにはいかない。


    　不破さんの制止にも聞く耳持たず、客室から飛び出した、そのときだ。


    「──っ!?」


    　船舶に特有の、細く長い廊下。


    　人ひと気けがないせいでより不気味に伸びるその細長い通路の奥の曲がり角。


    　異様な気配が、こちらに迫っていた。


    「──はぁ、はぁ、はぁ、はぁ」


    　獣けもののような荒く湿った息遣いが、狭い通路に反射して僕の耳をなぶる。


    「……奥間君は、どこですの……？　匂においが、匂いが追えませんの」


    「…………ぅっ!?」


    　ずずずずずっ。


    　まるで妖怪のようなおどろおどろしいオーラをまとって曲がり角から姿を現したのは、なんかもう、〝欲情〟が具現化したかのような姿のアンナ先輩だった。


    　なんかもう、メスペニス生えてるんじゃないかってくらいの欲情ぶりだ。


    　瞳どう孔こうの開いた目は夢見心地に半眼で、口元がだらしなく開き、制服の長いスカートの上からでもわかるくらい、太ももをもじもじとすり合わせている。


    　あと、なんか自分でおっぱい揉もんでた。


    　ぐぐぐぐぐっ。


    「!?」


    　アンナ先輩の欲情度があまりにも高いせいで、僕のグングニルが共鳴を始めたほどだ。


    　幸いにもアンナ先輩はこちらに気づくことなく、別の通路へと歩いていった。


    　僕は音を立てないよう、しかし目にも止まらぬ速さで客室に舞い戻る。


    「な、なんでアンナ先輩までいるんだ!?」


    　アンナ先輩は今日きよう、首都に帰る予定じゃなかったか!?


    　というか、なんであんな、最初からクライマックスとばかりに発情しきって……そこでふと、船内に立ちこめた香りのことが脳のう裏りをよぎった。


    　不ふ破わさんの様子といい、アンナ先輩の発情具合といい、まさか、船内に媚び薬やくの香りが満ちているのか？　アンナ先輩が匂においで僕を追尾できないほどの濃密さで。


    「あれ？」


    　でも、それならなんで僕は平気なんだ？


    　……もしかすると、夏休みに朱あけ門かど温泉で撫子なでしこさんに禁欲修しゆ行ぎようさせられたせいで耐性が？　いやまあ、そうでなくとも日ごろアンナ先輩に襲おそわれまくってるんだ。僕の理性が性欲を凌りよう駕がしているのかもしれない。


    「ほら、忠告したとおりでしょう。ここはおとなしく隠れておいて、ついでにわたしと保健体育の実験をしましょう」


    「お願いだからちょっと静かにしててくれないかなっ!?」


    　不破さんの額ひたいにチョップをかまし、痛みで悶もん絶ぜつした隙すきに僕の上着をロープ代わりにして動きを封じる。これで少しは落ち着いて話ができるはずだ。


    「おやおや。基本を飛ばしていきなり応用実験ですか。火傷やけどしても知りませんよ？」


    「不破さん、いい加減にしないと口も塞ふさぐよ？」


    「下半身に生えたタケノコで、ですか？」


    　いつにも増して口が減らないなぁ、不破さん。


    　あとさりげなく皮かぶってるかのような比ひ[image: ]ゆを使うのはやめてね？


    「で、なんで不破さんとアンナ先輩がここにいるの？」


    「それは話せば長くなるので、実験後に話しませんか？」


    　ピロートークに洒しや落れ込む余裕なんてないんだよ。


    「いい加減にしないと、ここで大声出して僕は逃げるよ？」


    「奥おく間まさんは悪魔かなにかですか」


    　不ふ破わさんの顔色が変わった。やっとまともに話す気になったみたいだ。


    　まあ、いくら不破さんでも、さすがに身動きとれない状態でいまのアンナ先輩と遭遇したくはないよね。


    「わたしがここにいるのは、アンナ会長を尾行した結果です」


    「アンナ先輩を？」


    「ええ。冬休みに入ったことですし、メガネの居ぬ間に会長へ卑ひ猥わいな知識を叩たたき込もうと、隙すきをうかがっていたのです」


    　本当にこいつは、油断も隙もないな……。


    「このところどころ赤い白衣も、今日きようのために用意した変装具です。サンタに見えるでしょう？」


    　赤と白さえそろえばサンタになれるんなら、処しよ女じよ喪そう失しつ＋中だしでもサンタさんの一丁上がりですわ。


    「しかし今日、アンナ会長はずっと不規則な動きを繰り返しまして。なにかと思えば奥間さん、あなたを尾行しているではありませんか」


    「……え？　僕を、尾行？」


    　血の気が引いた。


    　だって今日の僕は、ゆとりや早さ乙おと女め先輩といっしょに、仲間集めに奔ほん走そうしていたのだから。


    「ええ。しかしまあ、謎なぞの男たちに道中何度も邪魔されていましたので、奥間さんをしっかり捕ほ捉そくできたのは一度目の電車乗り換えまでのようでしたが」


    　あ、危ねぇ。


    　そうでなければいまごろ、僕の正体がバレるだけに留とどまらず、ゆとりや早乙女先輩が血祭りに上げられるところだった。


    「ところが日が暮れたころいきなり、奥間さんをフェリーに拉ら致ちしたなどと話す双子が現れるではないですか。アンナ会長、そこで急激にスピードアップしましてね。見失ってしまったので、わたしは独自にフェリーを探し出し、乗り込んできたというわけです」


    「……え？　ちょっと待って、それじゃあ」


    　僕が戸惑っていると、不破さんが「ええ。そうです」と僕の脳内に降って湧わいた「まさか」を肯こう定ていした。


    「アンナ会長は、奥間さんを助けるためにこの船に乗り込んだようです」


    「……そっか」


    　ＰピーＭエムを起動してみれば、アンナ先輩からの着信がたくさん残っていた。


    　アンナ先輩は、浮気の制裁を加えるためでも、子づくりするためでもなく、ただ僕を助けたいという一心でこの船に乗り込んできてくれたのだ。


    「けどまあ、いまのアンナ先輩に見つかったら、僕、確実に食われるよね」


    「間違いありませんね」


    　満場一致だった。


    「あと、質問なんだけどさ。僕を拉ら致ちしたとか言ったらしい双子、どうなった？」


    「アンナ会長に仕留められましたよ」


    　ざまぁ。


    「うん、じゃあわかると思うけどさ、僕と船内で二人きりだったってバレたら、不ふ破わさんも同じ目に遭あうよ」


    　しかも不破さん、僕の下半身にちょっかい出してたからね。いくらこの船内でも、面と向かえばその所しよ業ぎようはアンナ先輩の嗅きゆう覚かくによって暴かれるに違いない。


    　結果、不破さんが死にます。


    「……ペスを残したまま、死ぬわけにはいきません」


    　以前は好奇心のためなら死ねるとまで豪語していた不破さんが丸くなったものだ。


    「それではわたしたちはこの胡う散さんくさい罠わなだらけの船から、アンナ会長に見つからないよう脱出する必要がある、ということになりますね」


    「うん。そうなる。……いつもならね」


    　今回は少々、状況が異なる。


    　いくらなんでも、こんな胡散くさい船に女の子を取り残していくなんてありえない。


    　しかもその女の子は、僕を助けに来てくれた人だ。たとえそれがダンジョンを徘はい徊かいするラスボスだったとしても、置いていくわけにはいかない。


    「だから、脱出ルートを確保したらまず不破さんを逃がす。そしたら不破さんは、その懐ふところにしまってるブツを僕に渡してほしい」


    「……ゲル状栄養ドリンク・改の存在に気づいていましたか」


    　改造されてんのかよ……。


    　ま、まぁいいや。改造前さえ、ぶっかけることでアンナ先輩の暴走を抑えられた代しろ物ものだ。効果のほどは信頼していいだろう。


    「うん、まあとにかく、その栄養ドリンクでアンナ先輩の暴走は防ぎつつ、僕もアンナ先輩といっしょに脱出するよ。不破さんはその間に、アンナ先輩の嗅覚が及ばない範囲まで逃げてくれ」


    　この港町は異常だが、狙ねらいはどうやら僕一人。不破さんだけなら難なく町を出られるだろう。


    「了解しました」


    「よし。じゃあそういうことで、よろしくね」


    　話している最中に少しはムラムラも収まり冷静さを取り戻したらしい不破さんの拘こう束そくを解く。


    「ところで奥おく間まさん」


    「なに？」


    「万が一、栄養ドリンク・改でアンナ会長の暴走を止められなかったときには、すぐわたしに知らせてください。お二人の子づくりを、ぜひ特等席で見学したいので」


    「もう一回縛るよ？」


    　そうして僕たちは三人そろって無事脱出するため、クリーチャーの徘はい徊かいする船内を歩き回ることとなった。


    



    「……」


    「……」


    　僕が乗り込んだときと変わらず、船内にはまったく人ひと気けがなかった。


    　こんなところでいきなりＳＥＸセツクス!?　とかそういう感じの企画モノＡＶに使えそうなシチュエーションだと華か城じよう先輩ならはしゃぎそうだ。


    　クリーチャー状態のアンナ先輩が徘徊してるこの状況だと洒しや落れにならんけど……。


    「そういえば奥おく間まさん。このフェリーの名前を知っていますか？」


    「いや、そんなの確認してる暇ひまなかったから」


    　曲がり角で立ち止まり、そっと向こう側をうかがう。


    　アンナ先輩の気配がするかどうかは常にビンビンセンサーで探っているのだけど、やっぱり視覚による確認がないことには安心できない。


    「このフェリー、セレスト号と命名されているようです」


    　それがどうしたの、と視線だけで尋ねると、不ふ破わさんは「ご存じありませんか？」と無表情に聞き返してきた。


    「有名な幽霊船の名前ですよ」


    　──カタン。


    「～～っ！」


    　遠くから聞こえた物音に体が敏感に反応する。


    　いやね、アンナ先輩の気配を探知するためにいろんな感覚がビンビンだからしょうがないじゃない。


    　いまの僕は目隠しされたときみたいに聴覚やらなんやらが感度を増しているのだ。


    　しかも不破さんが直前に幽霊船がどうのとか言うからさぁ。


    　ところで目隠しといえば、スイカ割りってどう考えてもエロいよね？　水着、目隠し、周囲を人に囲まれ、棒を握らされている……状況を羅ら列れつすると完全に十八禁。


    　その昔お金持ちの間で行おこなわれていた桃色遊ゆう戯ぎが大衆に広まる過程でマイルドになったのがスイカ割りです、とか説明されたら信じちゃうわ。


    「幽霊船とか、変なこと言わないでよ不破さん」


    　万が一にでも悲鳴を上げてしまったらそこでアウトだ。


    　アンナ先輩が愛液垂らして飛んでくる。


    「どうしても気になりましてね。仮にも客船に、そのような不吉な名をつけるでしょうか」


    　やめて。変なフラグ立てないで。


    　ただでさえガチムチバイオハザードっていうＢ級ホラーを切り抜けてきた直後だというのに。


    「っと、ストップ不ふ破わさん」


    　ずずずずず……。


    　右手からおどろおどろしい気配が漂ただよってくる。


    　甲かん板ぱんまで少し遠回りになるけど、左から行くしかないだろう。


    　さっきＰピーＭエムで撮影しておいた船の案内図を頼りに慎重に進んでいく。


    「そういえば、不破さんはどうやってこの船に？」


    「フェリーターミナルから侵入しましたが」


    「ターミナル？」


    　フェリーは通常、車なんかを格納するスペースへの入り口が下方にあり、人が乗るための入り口は上部に位置する。いわゆる上の口、下の口だ。


    　そのためフェリー乗り場には通常、受付の建物の二階三階から渡り廊下みたいなものが伸びている。お客様という精せい子しをフェリーの上の口に注ぎ込むためのｐｅｎｉｓペニスみたいなもんだ。


    　不破さんは無人になっていたそこを通って普通に船に乗り込んだらしい。


    「ちょっと待って。僕が乗り込んだとき、このフェリー、ターミナルに横付けなんてされてなかったよ？」


    　だからわざわざ係けい留りゆう用ようのロープをよじ登るだなんて難易度高いことしたんだよ。


    　ところで横付けと種付けって薄目で見るとほとんど同じだよね。


    「奥おく間まさんかアンナ会長が乗船した後、何者かが船を動かした。つまりそういうことですか」


    　船内を歩き始めてからしばらく経たつけど、相変わらず、アンナ先輩以外の気配は船内から一切感じ取れない。


    　……不気味さがさらに増す。


    　けれど好都合といえば好都合だ。


    　フェリーがターミナルに横付けされているなら、甲板まで行かずとも乗客用の乗下船口から脱出できる。


    　地図で確認した限り、乗下船口はアンナ先輩のいない方角にあるようだし、ひとまず目的地変更だ。


    「……そううまくいくでしょうか。先ほどから、なにか違和感があるのですが」


    　丸窓の向こう側で揺れているだろう真っ暗な海原を眺め、不破さんが無表情に呟つぶやいた。


    



    「えーと、この辺りのはずなんだけど……」


    　写真で地図を確認しながら周囲を見回すも、乗下船口らしいものは見当たらない。


    　道を間違えたかな……と頭を搔かいていたところ、不ふ破わさんが不意に僕の股こ間かんへ手を伸ばしてきた。


    「なにをするだぁ!?」


    「裾すそを引っ張るつもりだったのですが、つい」


    　裾だったら可愛らしい合図で済んだのにな。


    「で、どうしたの」


    　裾を引っ張ろうとしたということは、なにかに気づいたということだ。


    「ここです」


    「え？」


    「ここが乗下船口です」


    　不破さんが指さしたのは、ただのごてごてした壁だった。


    　……いや、よく見れば、厳重に封ふう鎖さされた分厚い扉とびら、という感じか。


    「まいったな……これじゃあターミナルに出られない」


    　扉の開け方がわからない。というか、たぶんこの扉施せ錠じようされてる。


    「いえ、奥おく間まさん。恐らくこれは、ターミナルに出られないとか、そういうレベルの話ではありませんよ」


    　いつもの淡々とした声こわ音ねで、不破さんが近くの丸窓を指さした。


    「先ほどからずっと気になっていたんです。窓から、灯あかりが一切見えません」


    「……え？」


    　僕は丸窓に顔を近づけた。


    　船外は真っ暗で、何も見えない。


    　窓からの景け色しきが真っ暗なのは、きっと港とは逆方向になっているからだ。ずっとそう思っていた。けどいま、ターミナルの方向を向いているはずの乗下船口の窓も、エロ本の不自然な修正のような漆しつ黒こくに彩いろどられている。


    「奥間さん。船内を歩き回っていて、一度でも、外からの灯りを見ましたか？」


    　お、おい。おいおい。おいおいおいおい！　これって、まさか。


    　最悪の可能性が脳のう裏りをよぎったまさにそのとき。


    　ずずずずずずっ……。


    　アンナ先輩の気配が、こちらに近づいてきた。


    「っ！　とにかく、いまは甲かん板ぱんに向かおう！」


    　アンナ先輩の圧力から逃のがれるように歩き出したそのとき。


    　ガシャン！


    「あうっ」


    　不ふ破わさんが急に動きを止めた。


    　何事かと振り返ってみると、そこには。


    「なんですか、これは」


    　首輪に繫つながれた不破さんがいた。


    　首輪は壁から伸びていて、ＰピーＭエムの上から不破さんの首をロックしている。


    　は？　なにこれ？


    「ちょっ、不破さん、なにいきなりプレイを開始してるの!?」


    「ダメですよ奥おく間まさん。いまはわたしの姿に興奮して実験に没頭している場合ではありません」


    「誰が興奮するか！」


    　不破さんに諭さとされると腹立つなぁ！


    　てゆーか、アンナ先輩が近づいてきてるこの状況でこんなわけわからんことになって、興奮どころか血の気が引いてるんですけど！　顔だけじゃなくて亀き頭とうも真っ青さおになるわ！


    「くそっ、なんだよこれ！」


    　不破さんの首輪を外そうと試みるが、かなりしっかりした作りだ。


    　近くに鍵かぎがあるわけもなく、なかなか外せない。


    「かくなるうえは不破さんを見捨てて……」


    「奥間さん。それはいくらなんでも薄情ではありませんか」


    「あははっ、冗談だよ」


    「そうですよね。奥間さんがわたしを見捨てるわけがありません。信じてますから」


    　言いつつ、不破さんはがっしりと僕の腕をつかんでいた。


    　アンナ先輩の気配が、すぐそこまで迫っている。


    「不破さん。提案なんだけど、この首輪をちぎるための道具を探してこようと思うんだ」


    「そうはさせませんよ。……おや？」


    　と、不破さんが僕の腕をギリギリと握りしめたまま、なにかを発見して視線を動かす。


    「これはなんでしょうか」


    　不破さんが壁に手をかざす。次の瞬間。


    　ガシャン！


    「……」


    　僕の手首に手て錠じようがかかっていた。


    　不破さんの首輪とセットらしい色とデザインだ。


    　こちらも壁から伸びた鎖くさりに繫がっていて、僕も身動きがとれなくなる。


    「……おそろいですね」


    「なんてことしてくれたんだ！」


    　このままじゃあ二人ともアンナ先輩に殺されちゃうぞ!?


    「首輪と手て錠じようだけでなく、末まつ路ろまでおそろいということになりますね」


    「うるさい！」


    　一体どうなってるんだこの船は。


    　どうやら船内に、身動きを封じるような罠わながいくつも仕掛けられているらしい。


    　どういうつもりか知らないけど、アンナ先輩の放たれたフィールドに捕ほ獲かくトラップまで完備とかどんな鬼き畜ちく仕様だ。


    　いや、いまはそれより、このトラップから脱出する方法を考えないと！


    「そうだ！　手首を切断すれば！」


    「落ち着いてください奥おく間まさん。その理論でいくと私は首を切断しなければなりません」


    　テンパってて考えがまとまらない。


    　いやね、この状況をアンナ先輩に見つかるくらいなら手首の一つくらい安いもんかなって。


    「奥間さんの手に巻き付いた手錠で、鎖くさり部分だけでも破壊できませんか？」


    「それだ！」


    　こんな状況に置かれても冷静な不ふ破わさんの提案に従い、僕は鎖の破壊に乗り出す。


    　ガツン！　ガツン！　ガツン！


    「なかなか壊れないぞ、これ！」


    「仕方ありません。これを」


    　不破さんが栄養ドリンク・改の入った厚手のビニールを破って中身を鎖にかける。


    　ジュワッ！


    　なんかヤバイ音がしたんですけど。それ飲んだら歯とか溶けない？　大丈夫？


    「よし！　壊れた！」


    　けどまあなにはともあれ、栄養ドリンク・改のおかげで脆もろくなった鎖はすぐに破壊できた。


    　しかし、


    　ずずずずずずずっ……。


    「ひ、ひぃっ」


    　鎖を破壊するために時間をかけすぎた。


    　破は砕さい音おんに誘われるかのように、アンナ先輩の近づいてくる速度が上がったのだ。


    「では、わたしは先に甲かん板ぱんへ向かいますので」


    「あっ、不破さん、ちょっ、待てや！」


    　急いで自分の分の鎖も、手首に巻き付いた手錠で乱打する。


    　──ぺちゃ。


    　細長い通路の突き当たりから、水音がした。


    「～～っ！」


    　細く白い指が、曲がり角の向こうからこちらに伸び、壁にその湿った指先を這はわせている。


    　アンナ先輩が、その姿を現そうとしていた。


    　ガツンガツンガツンガツンッ！


    「～～よしっ、壊れた！」


    　ギリギリのところで鎖くさりを破壊した僕は、のたのたと走っていた不ふ破わさんに追いつき、一発はたいてからいっしょに甲かん板ぱんを目指した。


    



    「どうです。なにか見えますか」


    「……いや、何も」


    　甲板に出た僕たちを待ち受けていたのは、三六〇度真っ暗な大海原だった。


    　光源は甲板を照らすこの船自身のものだけ。


    　遠くでちらほらと動く灯あかりは陸地のものじゃなく、ほかの船舶のものだろう。


    「かなり沖合に出ているようですね」


    　吹き付ける強い風が不破さんの白衣をばさばさと揺らす。


    「わたしがこの船に乗り込んでから、一時間も経たっていないはずですが」


    　ＰピーＭエムで時間を確認すると、午後七時を回ったところ。


    　僕が船に乗り込んで気絶した辺りから、一時間半も経っていない。


    「誰かが意図的に船を操縦してなきゃ、こうはならないよね」


    　けれど客室からここに来る途中、操そう舵だ室しつの辺りもうかがったが、人のいる気配はなかった。


    「遠隔操作……技術的には可能でも、これだけ大きなフェリーを使ってそんなリスクの高い真ま似ねをする阿あ呆ほうがいるとは考えられませんね」


    　いやぁ、甘いよ不破さん。世の中にはね、家族に見つかるリスクも恐れずラブドールを入手した挙げ句最悪の結末を迎えてなお懲こりなかった人がいるんだよ。そう、僕の父です。


    　ラブドールをバラバラに引きちぎられて絶望する父さんの慟どう哭こくと母さんの剣幕はいまでもトラウマ。最低の修しゆ羅ら場ばだった……。


    「このぶんだと、避難用のボートなども徹底して排除されていそうですね」


    　言いつつ、不破さんは甲板を散策する。


    　案の定、フェリーから脱出するための設備はことごとく撤去されていた。


    　このぶんだと、付近の船舶に救難信号を飛ばす機器も故障状態だったりするに違いない。


    「ＰＭで助けを呼ぶしかありませんね」


    「そうだ、ＰＭの調子を確かめてなかった」


    　日本国内ならばどこででも電波の届くＰＭだけれど、沖合になるとそうもいかない。


    　と、そのときだ。


    　ＰＭが勝手に起動した。


    「しまった！　この時間は──」


    『──皆さん、騙だまされてはいけません！　卑ひ猥わいな知識がこの国を担になう若い世代にどのような悪影響を及ぼすのか、いま一度よく考えて──』


    「だあああっ！　ふざけんなあああっ！」


    　金かね子こ玉たま子この強制放送が始まり、僕と不ふ破わさんのＰピーＭエムが音と光をばらまき始める。


    　わぁい。ＰＭの電波がばっちり届いてるってことがしっかり証明されたね☆


    　駄目元でＰＭをいじくるが、強制放送は中止させるどころか音量を一定以下に下げることもできない。


    　そのときだった。


    『──《ラブホスピタル》こそが、皆さんを救える唯ゆい一いつの機関で──』


    　金子玉子の強制放送が、船内と甲かん板ぱんを繫つなぐ出入り口のほうから聞こえてきた。


    　アンナ先輩が、こっちに気づいて近づいてきている。


    「ど、どっかに隠れないと！」


    　とはいえ、金子玉子の強制放送は十分以上続くはず。


    　甲板にいてはどこに隠れようとすぐに見つかってしまう。


    　アンナ先輩がやってこようとしている通路以外の道を見つけて船内に戻らなければ。


    　──ぐらっ。


    　と、でかい波を食らったのか、船体が僅わずかに揺らいだ。


    「おっと」


    　不破さんが大して慌あわてたようにも感じられない声を上げ、その実かなり大きくバランスを崩してこちらに倒れ込んできた。


    「うわぶっ」


    「すみません。アンナ会長の尾行で足腰がだいぶ疲労していたようで」


    「いいから早くどいて！」


    　こんな騎き乗じよう位いみたいな体勢、もしアンナ先輩に見られたら──。


    「奥おく間ま君っ!?」


    　ふえぇ。


    「ご無事ですの!?　ああ、ずっと心配していたんですのよ！　ようやく見つけられました。さぁ、早く脱出しま、しょ、う……？」


    　甲板上の照明を背にしたアンナ先輩の表情は、逆光状態になってよく見えない。


    　けれど当初は切実だったその声がどんどん感情を失い、みるみるうちに静かな殺気に彩いろどられていく過程は手に取るように把握できた。


    「……どういうことですの二人とも殺す？！」


    　いかん。言葉に反して、まるで聞く耳を持っちゃいない。


    　不ふ破わさんと距離を取りながら立ち上がり、弁明を開始しようとするが、恐怖のあまり口がうまく動かなかった。あれだね。痴漢されると恐怖のあまり声を出せないってやつだね。


    「あ、ああ、あああああっ……」


    　と、なにかに気づいたらしいアンナ先輩が突とつ如じよ頭を搔かきむしり、打ちひしがれるようにしてこちらを指さした。


    「……二人して、そんな、くっつくだけに飽き足らず……そんな、ペ、ペアリングまで！　奥おく間ま君の婚約者であるわたくしだってまだですのに！　まだですのにぃ！」


    　ショックが大きすぎるのか、アンナ先輩がその場でへたり込む。


    　……ペアリングってもしかして、不破さんの首輪と僕の手首に残った手て錠じようの残ざん骸がいのことか？


    　相変わらず、アンナ先輩の脳内補正はぶっ飛んでらっしゃる。


    「奥間さん、なんだかわかりませんが、逃げるならいまのうちです」


    　不破さんのいつもどおりの声こわ音ねに引っ張られ、アンナ先輩が錯さく乱らんなさっているうちに船内へ戻る道を探す。


    「──はっ。待ちなさい！　二人とも！」


    　しかしアンナ先輩から逃のがれるのはやはり容易たやすくなく、ものの数秒で復活して追いかけてきた。


    　甲かん板ぱんの闇やみに紛まぎれようにも、僕たちの位置は金かね子こ玉たま子こが放送を続けている限りバレバレだ。


    　無む茶ちやでもなんでもいい。早く船内に戻って隠れる場所を確保しないと。


    「奥間さん。ここから船内に戻れますか？」


    　不破さんが発見したのは、展望室も兼ねたレストランだった。


    　ガラス張りの壁越しに、人っ子一人いない広間と厨ちゆう房ぼうが見渡せる。


    「どっせい！」


    　体を丸めてガラスに突っ込む。さながら全身勃ぼつ起き状態となった僕の一撃げきでガラスの一部が割れ、不破さんもそこから船内に入り込む。


    「──逃がしませんわよ」


    　ガッシャアアアアアン！


    「うわっ!?」


    　ガラス一面を吹き飛ばすような衝しよう撃げきとともに、アンナ先輩がレストランのど真ん中に降り立った。


    　船の揺れに備えて鎖くさりで固定されているはずの椅い子すやら机やらを問答無用ではじき飛ばし、こちらに飛びかかってくる。


    「奥間さん。右に避けてください」


    「えっ？」


    　端的に、かつ淡々とした不破さんの指示に反射的に従った。すると、


    　ガシャン！


    「なっ、またこの不ふ可か解かいなトラップですの!?」


    　天井から伸びた鎖くさりがアンナ先輩の両腕に絡まった。足は床ゆかについているものの、ほとんど吊つり上げられるような姿勢になる。


    　このトラップを考案したやつ、できる。


    　そうだよね。吊り責めするときの自由度を上げるためにも、足は拘こう束そくしちゃだめだよね。


    　アンナ先輩が動きを封じられた隙すきに、不ふ破わさんとレストランを脱出、船内へと走った。


    「不破さん、もしかしてトラップの位置がわかるの？」


    「どこを通れば作動するかもわかります。あ、そこ、左に避けてください」


    　不破さんの言うとおりに避け、試しに服に引っかかっていたガラス片を投げてみる。


    　ガシャン！


    　ガラス片が亀きつ甲こう縛り状態になった。どういう仕組みだよ


    「相変わらずの観察力だね」


    「油断は禁物です」


    　ボゴォン！


    　と、背後から凄すさまじい破は砕さい音おんが聞こえた。


    　まるで、鎖の根元を天井から引き抜いたような……。


    　ドガシャアアン！


    「二人して、一体、どこへ逃げるつもりですの……」


    　レストランから机がぶっ飛んできて僕と不破さんをかすめた。


    　アンナ先輩が怪力でトラップをぶっ壊して追いかけてきてるよぉ。


    「トラップのおかげで多少こちらが有利ですが、やはりこの放送がネックですね」


    　ぴーちくぱーちく喋しやべりまくる金玉オバサンの放送がある限り、ただでさえ機動力で勝るアンナ先輩を振り切ることは不可能だ。


    　トラップで多少時間稼かせぎができても、ジリ貧になってすぐに捕まる。


    「ＰピーＭエムの音ごと身を隠すことができればいいのですが」


    　となると、甲かん板ぱんに出る途中に見かけたシアタールームがベストか。


    　出入り口も二つあったし、身を隠すにはちょうどいい。


    「けど確かあそこ、鍵かぎがかかってたよね」


    「ええ。ですから代わりに、どこかの客室に潜もぐり込んで布ふ団とんでＰＭの音を殺すのもアリかと」


    「うーん……」


    　それだといざ見つかったときに逃げ場がないしなぁ。


    「そうだ。フロントを探れば、鍵があるんじゃないかな？」


    「……十秒で探してくださいよ」


    「充分」


    　十秒あればオナニーが完了する僕からすれば長すぎるくらいだ。


    　吹き抜けの階段を下り、一階と表示されたフロアに降り立つ。


    　フロントの裏側に飛びこみ、引き出しやらなにやらを漁あさった。


    「──あった！　これだ！」


    　客室なんかの鍵かぎ束たばといっしょに保管されていたシアタールームの鍵をポケットにねじ込む。


    　と、そのときだ。


    　漁っていた棚の一つから、一冊のファイルが落ちてきた。


    「奥おく間まさん、早く」


    　本当ならファイルなんて気にせず、不ふ破わさんとともに一秒でも早く動くべきだった。


    　けれど僕はそのファイルに、この船の所有者を示す契約書が纏まとめられているらしいファイルの一文に、釘くぎ付けとなっていた。


    「……鬼おに頭がしらグループ？」


    　思わずファイルを開いた。


    　船の所有者は、鬼頭慶けい介すけではなかった。


    　けれど確かに鬼頭家の縁者らしく、名字は鬼頭となっていた。


    「まさか、この一連の流れは、全部あいつの仕組んだことなのか？」


    　一体、なんのために。


    　ドゴォン！


    　そのときだ。


    　頭上から爆音が轟とどろいた。


    　ガン！　ガガゴン！


    　吹き抜けの階段の手すりに何度もぶつかりながら落ちてきたそれは、シアタールームの分厚い扉とびら。最も早はや見る影もなく破壊されている。


    「しまった！　シアタールームを先に潰つぶされた！」


    「仕方ありません。客室に急ぎましょう」


    　客室は一階、二階、三階とすべてのフロアにある。


    　上にはアンナ先輩がいるから、必然的に一階の客室へ逃げ込むことになった。


    「どれがどの部屋の鍵やら……」


    「これでしょう」


    　焦あせって鍵束を持て余していた僕の手から、不破さんが一本の鍵をひょいと選び取る。


    　さすが不破さん！　どんなときにもブレない冷静さと観察眼！　心臓に陰毛でも生えてるの？


    　吹き抜けから適度に離れた客室の扉を解かい錠じようし、不破さんと逃げ込む。


    　扉の内側から静かに鍵をかけた。


    「あとは、アンナ先輩がこの部屋に辿たどり着くまでに放送が終わるよう、祈るだけだね」


    　金玉オバサンの放送が終わるまで時間を稼かせげれば、こちらに勝機はある。


    　ＰピーＭエムさえ静かになれば、アンナ先輩がほかの部屋を捜している間にこっそりこの部屋を逃げ出し、また船内のどこかに身を潜ひそめることができる。


    　逆に放送が終わる前にこの逃げ場のない空間に潜んでいることがバレてしまえば、そこでゲームオーバーだ。


    　正直一か八かの賭かけだが、いまはこれしか手がない。


    　と、僕が船室内の掛け布ぶ団とんでＰＭの音を殺そうとしていたそのときだった。


    　ブブブブブッ。


    「あ、あばばばばばばっ」


    　不意に、僕の股こ間かんを心地よい震動が襲おそった。


    　何事かと思って視線を下ろせば、不ふ破わさんが僕の股間にピンクのマッサージ器を当てていた。


    「気持ちいいですか？」


    　いますぐアンナ先輩の前に放り出してやろうかと思った。


    「なにやってんの！　ってゆーかなんでこんなもの持ってるの！」


    「普通にそこに置いてありました。実に興味深い品の数々です」


    「は？　そんなわけ……」


    　あった。


    　机の上に、ピンクのマッサージ器、ローション、亀き頭とうマッサージャー、マシンバイブ、なんか乳首吸うやつ、ローションと、一通りのエログッズがそろっていた。


    　アダルトグッズの生産などとうの昔に終わっているこの時代、恐らくアンティークか鬼おに頭がしらグループの密造品だろう。


    「なんと素晴らしいのでしょう。毎日良い子に暮らしてきたわたしへの、サンタさんからの贈りものでしょうか」


    　不破さんが無表情に感激しているようだったけど、そんな赤と白が混じって頭の中ピンク色になっちゃったサンタさんなんて認めないぞ。


    　にしても、本当になんなんだこの船は。


    　鬼頭慶けい介すけは、僕をこの船に一人拉ら致ちして、一体なにをするつもりだったんだ？


    「おや、冷蔵庫にも食料がたくさんです」


    「……おいおい」


    　見やれば、冷蔵庫の中もピンク一色だった。


    　各種栄養ドリンク、亜あ鉛えんサプリ、ウナギ、ニンニク、納豆、ニラ……などなど、いわゆる精のつくらしい食べ物が、ぎっしり詰まっている。逆に、それ以外の食材はないに等しい。


    　もしかして、僕が気絶してしまった客室以外、全部こんななのか？


    　いや、それこそ頭がおかしい。


    　まるでフェリー全体が、その昔父さんから聞かされた伝説のセックステーマパーク・ラブホテルにでもなってしまったかのような……ん？　ラブホテル？　にしては、アレが見当たらない。


    「最高のクリスマスです。無事にこの船を脱出できた暁あかつきには、これらの貴重な資料をお土産みやげにしましょう」


    　不ふ破わさんが隠れることも忘れて部屋の中を物ぶつ色しよくする。


    　そのＰピーＭエムに布ふ団とんをかぶせて音を殺してやりながら、僕も客室内を漁あさった。


    「やっぱり……ない」


    　これだけエログッズがそろえられていながら、唯ゆい一いつ見つからないものがあった。


    　避ひ妊にん具ぐ。


    　コンドームや避妊薬、そういった避妊のための道具が一切見当たらない。


    　船内に立ちこめた媚び薬やく、至るところに仕掛けられた拘こう束そく具ぐ、そして僕一人が気絶してすぐではなく、アンナ先輩たちが乗り込んでから動きだしたというフェリー。


    「慶けい介すけのやつ、まさか」


    　それはバカげた結論だった。


    　正直、この仮説に思い至った僕自身ちょっとイカレちゃってるのかもしれない。けど、この状況、そうとしか考えられない。


    　──慶介の狙ねらいは、アンナ先輩と僕を交尾させること。


    　ありえないと思いつつ、ありえない話ではないとも思えた。


    　もしこのタイミングで僕がアンナ先輩を妊にん娠しんさせてしまったとしよう。


    　性知識たっぷりの僕が、純真無む垢く（仮）のアンナ先輩を、だ。


    　傍はたから見れば、僕がアンナ先輩に知識がないことを利用して無理やり襲おそったように見えるに違いない。実際はその真ま逆ぎやくだったとしても。


    　谷や津つヶが森もりの不健全雑誌を守るための秘技・乳ちち吸すいであれだけヒンシュクを買ったのだ。間違いなく《ＳＯＸソツクス》は内部から崩ほう壊かいする。


    　ただでさえ《ＳＯＸ》はいま、崩壊の瀬戸際にある。ここで僕が倫理的にアウトな不祥事を起こせば、完全に組織がバラバラになって機能停止するだろう。


    　結果、《妊娠セット》の流る布ふは滞とどこおり、第三次ベビーブームの発生に大きな支障が出る。


    　そして僕はソフィアや母さんによって肉体的精神的社会的にズタボロにされ、二度と下ネタテロは起こせなくなる。下へ手たしたら去きよ勢せいされるかも。ははっ。


    　最悪の未来だった。いろんな意味で。


    「あのバカ、なんてこと考えやがる！」


    　こんな大がかりなお膳立てしやがって！　バカなの？　死ねよ！　あああっ！　いますぐちんこロケットで吹き飛ばしてやりたい！


    「奥おく間まさん、静かに」


    　悶もん絶ぜつしていた僕を、不ふ破わさんが布ふ団とんで包み込んだ。


    　そのままベッドの下に引きずり込まれ、不破さんと体が密着する。


    「ちょっ、不破さん!?」


    「いつまで経たっても隠れようとしないからです。ほら、あの音が聞こえませんか」


    　ドガシャン！　ドゴン！　ボゴン！


    　怒りと憎しみに満ちた破壊音が絶え間なく続いていた。


    「かなりの速さで部屋を探索しているようです。せめて少しでも音おと漏もれがないよう、しっかり隠れなければ」


    　淡々とした口く調ちようとは裏腹に熱い体温と荒い吐と息いきにどぎまぎしながら、じっと息を潜ひそめた。


    　それにしても慶けい介すけのやつ、マジでホントやめてくれよ。


    　もとからそのつもりだけど、これは是ぜが非でもアンナ先輩の性せい獣じゆう暴走モードに飲み込まれることなく、この船を脱出しなきゃならなくなった。


    　誰がこんな、倫理観の欠片かけらもない策さく謀ぼうにハメられたりするもんか。


    　意地でも童どう貞ていを守り抜いてやる。


    「奥間さん」


    「ん？　なに？」


    　と、息を潜めていた不破さんが急にもぞもぞと動き出した。


    「実験をしませんか」


    　こいつはなにをまたムラムラしてんだよ！


    「いいからおとなしくしてろ！　本当に殺されるよ!?」


    　万が一不破さんが僕の子供を孕はらもうものなら、アンナ先輩は平気で子し宮きゆうを引きずりだすくらいのことやるよ？


    「先っぽだけ、先っぽだけですから」


    　まさか女の子からそのセリフを聞くとは思わなかった。


    　と、そのときだ。


    『──以上で、本日の放送を終わります』


    「きた！」


    　金玉オバサンの独り言がやっと終わった！


    　残念そうな不破さんをたしなめ、僕たちは部屋から出ようとベッド下から這はい出した。


    　あとは、アンナ先輩の隙すきをついてこのフロアを脱出すれば──。


    　ドガシャン！


    「っ!?」


    　僕たちが身を潜ひそめていた客室の扉とびら。


    　その施せ錠じようが体全体を貫つらぬくような破は砕さい音おんとともに無効化された。


    　──キィ。


    「……っ」


    　客室の扉が、ゆっくりと開く。


    　その隙すき間まから、瞳どう孔こうの開いた瞳ひとみが片方、爛らん々らんと僕らを捉とらえる。


    「随分と、仲がよろしいんですのねぇ？」


    　地獄の釜かまが開いたような、どす黒い空気がなだれ込む。


    「う、あ……」


    　どうするどうするどうするどうするどうする……っ!?


    　不ふ破わさんの命。僕の貞てい操そう。《ＳＯＸソツクス》の未来。


    　そのすべてがいま、風前の灯ともし火びとなっていた。

  


  
    



    　第四章　種付けカウントダウン


    



    　アンナ先輩が嫉しつ妬との炎ですべてを焼き尽くさんと客室に入ってきたそのときだった。


    　これも男の本能なのか。　


    　童どう貞ていのまま死ねるかとばかり僕の頭がフル回転を始め、そして焼き切れた。


    　次の瞬間、僕は一体なにを考えていたのか、あるいはなにも考えていなかったのか、ヤられる前にヤれとばかり、アンナ先輩に抱きついていた。


    「え!?　ひゃ!?」


    　アンナ先輩の殺気が萎しぼむ。


    　僕はアンナ先輩の耳元で叫んだ。


    「アンナ先輩！　無事でよかった！　捜してたんですよ！」


    「え？　えぅ？　あ、あわわ？」


    　いままさに僕たちを殺そうとしていたアンナ先輩は顔を真っ赤かにして混乱。不破さんも護身用のゲル状栄養ドリンクを両手に構えたまま「は？」と一言。


    　僕に到っては自分がなにをやってるのかわからず頭真っ白意識不ふ明めい瞭りようのまま勢いで喋しやべっていた。


    「僕のことを助けに来てくれたって不ふ破わさんに聞いて、一緒に脱出しようと捜してたんです！」


    「い、いや、奥おく間ま君、わたくしから、逃げていたじゃありませんの……？　そこの女と一緒に……」


    「え？　なに言ってるんですか？　アンナ先輩大丈夫ですか？　確かに僕たち逃げてましたけど、それは僕を拉ら致ちした犯人から逃げてたんですよ？」


    「いや、甲かん板ぱんで、わたくしと顔を合わせて──」


    「あーっ！　逆光で顔がよく見えなかったからかなぁ！　追っ手と勘違いしちゃったみたいです！」


    　僕はアンナ先輩の体をぎゅーっと思い切り抱きしめ「本当に無事でよかったです！」と念には念を入れてごまかす。


    　そのまましばらく抱きしめたままでいると、僕の腕の中でその白い肌を真っ赤かに上気させていたアンナ先輩が「そ、そうでしたの」と恥ずかしそうに呟つぶやいた。


    　よし！　やった！　なんかよくわからないけど、ごり押しできたぞ！


    「さあ、疲れてるでしょう、アンナ先輩。みんなで落ち着ける場所を探しましょう」


    「……」


    　不破さんがなにか言いたげにじーっと僕を見つめていたのでアンナ先輩から離れ、僕は二人とともに客室をあとにした。
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    　午後八時。


    　ようやく一息つくことのできた僕は救助を要請するため、ＰピーＭエムでゆとりに電話をかけていた。


    『狸たぬ吉きちイイイイイイイッ！』


    「ぎゃああああああっ!?」


    　ＰＭ越しに炸さく裂れつしたゆとりの絶叫で、鼓こ膜まくが破れかけた。


    　ところでなんで鼓膜は再生するのに処しよ女じよ膜まくは再生しないんですかね。鼓膜より処女膜のほうが大事だと思うんですよ。ＤＮＡの野や郎ろう、わかってないな。


    『狸吉お前！　いまどこにいるんだぜ！　すっげえ心配したんだぞバカ！』


    　いわく、僕が変態から逃げ隠れしている可能性を考えて、ゆとりは自分から連絡するのを必死に我慢していたらしい。


    　相当心配をかけたらしく、ゆとりの口から凄すさまじい勢いで罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛び出す。


    『このアホ！　だから一人で動くなっつったんだ！　……町のやつらにお前のこと聞いても知らないの一点張りだしよぉ、おかっぱはおねむで使い物にならねぇしよぉ』


    「大丈夫、僕は大丈夫だから。ちゃんと無事だから。だから落ち着いて？　ね？」


    　涙声になり始めたゆとりをなだめながら、僕は事の次第を説明した。


    　慶けい介すけの策略で、漂流する無人船の中にアンナ先輩や不ふ破わさんと閉じ込められたこと。


    　慶介の狙ねらいは僕とアンナ先輩の種付けセックスであり、それが達成されてしまうのは時間の問題であること。


    　ゆとりは僕の話を聞きながら少しずつ落ち着いていったが、相あい槌づちにこもる声こわ音ねはそれと反比例して心配の色が濃くなっていく。


    『ぜ、全然大丈夫じゃねーよそれ！　いいのかよ、あたしとこんな長々と電話して！　あの化け物女に見つかっちまうんじゃねーのか!?』


    「ああ、うん。それなら大丈夫だよ。……ギリギリで」


    　僕はちらりと後ろを振り返る。


    　ドアの少しだけ開いた、広めの客室。


    　その中で二人の女の子が向かい合って座っていた。


    　一人は全身をゲル状栄養ドリンク・改の詰まったパックによって武装し、無表情で冷や汗をだらだら流す不破さん。


    　そしてもう一人は、その不破さんを凝ぎよう視ししたままニコニコと微笑ほほえみを絶やさないアンナ先輩だった。


    　まさに一いつ触しよく即そく発はつ。


    　いつ爆発するかわからない爆弾を股こ間かんに挟んでいるような緊張感だった。


    　いまにもストレスで僕の胃がはじけ飛びそうだよ。


    　あー。帰りたい。不安なんてなにもなかった母さんの子し宮きゆうの中に帰りたいなぁ。


    『な、なんでそんな状況になってるんだぜ!?』


    　ゆとりから当然の疑問が飛び出す。


    「あー、うん、それがね……」


    　アンナ先輩に一度は追い詰められたことや、その窮きゆう地ちからいかに脱出したかを語る。


    　返ってきたのは当然の反応だった。


    『狸たぬ吉きちお前……なんていうかこう、サイテーな感じがするぜ』


    「仰る通りで……」


    　色々なものを守るためとはいえ、自己嫌けん悪おのあまりガチムチに＊を捧ささげてしまいそうな精神状態がいまの僕だ。


    「さらに最悪なのは、こんだけサイテーなやり方でアンナ先輩を止めておきながら、それもあんまり長続きしそうにないってことなんだよね……」


    　嫉しつ妬と心しんや殺気は抱きしめることでうやむやにできたけれど、性欲のほうはそうもいかない。アンナ先輩の暴走を牽けん制せいするためにいまは不破さんのゲル状栄養ドリンク・改が活躍しているけれど、それもいつまで保つか……。


    　アンナ先輩が不ふ破わさんの目やゲル状栄養ドリンク・改で汚れることを気にしないくらい性欲が高まってしまったら、この均きん衡こうはすぐに崩れる。


    　船の中にある食事は精のつくものばかりだし、アンナ先輩の欲求不満は加速度的に増加していくだろう。


    　一刻も早く救助してもらわなければ、僕とアンナ先輩の下半身がサードインパクトを起こす。


    『警察やら善ぜん導どう課やらには連絡したのか？』


    　ゆとりが当然の疑問をぶつけてきた。


    「うん。それはもちろん、真っ先に助けを求めたんだけど」


    『……へー。あたしよりも先に、そっちに連絡したのか』


    　な、なにこの誘導尋じん問もん!?


    　だって普通そうするじゃんか！　そんな怒ると思わんじゃんか！


    　と、とにかくだな、僕は真っ先に母さんに連絡したわけですよ。


    　けれど帰ってきた答えは『すぐには動けん』だった。


    　母さんは先のソフィアのデモを実質的に援助したとされ、善導課内部では非常に身動きが取りづらい立場になっているらしい。


    　処分されなかっただけでもありがたい話なのだそうで、いま母さんはおとなしく、上層部から下された指令どおり、出張先で変態狩りに勤いそしんでいるとのことだった。


    　そんな中、漂流する無人フェリーに監かん禁きんされたとかいうバカげた話のために国家権力を動かす余裕はない。当然の話だった。


    　こちらから位置情報を送ったりして漂流を証明しようとしたのだけど、どうやらこのセレスト号は書類上、いままさにこの海域を航行している予定で、念のために母さんが所有者や船員たちに連絡をとったところ、問題なく航行していると返答されたという。船員はご丁てい寧ねいにもＰピーＭエムの位置情報を開示し、この海域にいることを示したそうだ。


    　船内に人の気配はなかったから、もう一隻せき船を用意して近くの海域に潜ひそんでいたりするのだろう。慶けい介すけのやつ、どんだけ用意周到だよ。どんだけ僕を社会的に殺したいんだよ。マジＳＨＩＮＥ。


    　そういうわけで、漂流が認められ救出隊が派遣されるにはしばらくかかるとのことだった。


    　まさかいっしょにいるアンナ先輩がいまにも性欲爆発しそうなんです、などと申しん告こくするわけにもいかず、善導課による早期救助は諦あきらめざるをえなかった。


    　アンナ先輩のほうもソフィアに連絡したらしいが、早期救助は望めそうにないという返事だったらしい。


    　正確には、ソフィアのほうは母さんと違っていますぐ自衛隊でも動かしそうな勢いだったようだ。けどやっぱりあんなデモを起こした直後ということもあり、すぐ救助隊を動かすことは不可能とのことだった。


    　……どうあっても救助に数日はかかると知ったときのアンナ先輩の笑え顔がおったらね……。


    『お、おいおい。じゃあどうすんだぜ』


    「うん。だからね、華か城じよう先輩たちに助けを求めようかと思ってる」


    『……どういうことだぜ？』


    　ゆとりの声こわ音ねが真剣なものに変わった。


    「たとえばだけど、いま《妊にん娠しんセット》の流る布ふで全国を騒がしてる華城先輩たちがさ、その流布の最中に『妊娠セットの在庫は船で輸送中』なんて宣言したら、どうかな」


    　かなりざっくりだけど、僕はその計画を語る。


    　もし華城先輩たちがそんなふうに喧けん伝でんしてくれたら、善ぜん導どう課も海上を捜索せざるをえなくなるだろう。そうすれば、この怪しいフェリーは真っ先に捜査対象になる。


    　それからゆとりには内緒だけど、華城先輩が僕たちを助けるために動いてくれたなら、そこを皮切りに《ＳＯＸソツクス》再統一の話ができる。


    　当初の予定よりもずっと危険な展開になってしまったけど、ピンチに陥おちいったところを助けてもらい、それを利用してまた《ＳＯＸ》を一つにするという僕の計画もこれで同時に進められるはずだ。


    　どうかな？　とゆとりに華城先輩の説得を頼む。すると、ゆとりが長い沈黙のあと、糾きゆう弾だんするような声を発した。


    『……なぁ狸たぬ吉きち。お前まさか、あのとき一人で行動したの、わざとか？』


    　ペットボトルってエロいよな！　あの先端が細くなる形状、まるでバキュームフェラしてるときの女の子の口元じゃないか！


    『おい、どうなんだぜ？　《雪せつ原げんの青あお》と仲直りするために、あたしの忠告も無視して、あんな危険なことしたのか？　あ？』


    　現実逃避している僕に対し、ゆとりが容よう赦しやなく詰きつ問もんを続けてくる。


    　な、なんでバレたんだ!?　どこで勘づかれた!?


    　パニックになりながら、どうにかごまかせないだろうかと熟じゆつ考こうしていると、


    『納得のいく答えを三秒以内に聞かせねぇと、このまま切って着信拒否するからな』


    「ごめんなさいちょっと待ってください！」


    『三、二、い──』


    「わかった話す！　話すから！」


    　こうして僕はあっさりと、〝幼児退行プレイ作戦〟の全容を白状させられてしまった。


    　意味がわからん。ゆとりの読心能力怖すぎるだろ……。ゆとりって実は妖怪さとりなんじゃないの？　それとも女の子はみんなそうなの？　僕がおっぱいとかお尻しりとか喉のど元をチラ見して興奮してるのもバレバレなの？


    　そして、僕がわざとピンチに陥ったこと、そこに慶けい介すけの罠わながうまくヒットしてしまったことを聞いたゆとりは開口一番、


    『お前もう、化け物女と末永く合体してれば？』


    「ごめん！　お願い！　見捨てないで！」


    　なんかもう、しっかり者の奥さんに浮気がバレたクズ男みたいなセリフだった。


    『あーーーーっ。ったく、本当にどうしようもないぜ、狸たぬ吉きちは。バカ、バカだぜ』


    　呆あきれ返ったゆとりの不機嫌な声が続く。


    『っとによぉ。お前、帰ってきたらハイキック百発な？』


    「はい！　ごめんなさい！」


    『二十四時間耐久肩もみな？』


    『はい！　ごめんなさい！』


    『……あ、あたしのこと、ゆとりんって呼べよ？』


    『はい!?』


    　はいごめんなさい！　の流れが一気に崩れた。


    『なんでもねぇよ！　忘れろ！』


    　なんか理り不ふ尽じんな気がした。


    　けれど、僕に散々要求を吞のませて少しは怒りも薄れたらしい。


    『……あー、もう。わかったぜ。《雪せつ原げんの青あお》に、助けを求めてみるぜ』


    「ほ、本当に!?」


    『勘違いすんなよ。確かにそうするしか早期救助は望めそうにねーし。……こっちとしても、好都合だしな』


    「え？　なにが好都合なの？」


    『な、なんでもねーぜ！　とにかく、別に狸吉の単独行動を許したわけじゃねーんだからな！　帰ってきたら覚えとけよ！』


    「わかってる。本当に恩に着るよ、ゆとりん」


    『～～～死ね！』


    　罵ば声せいを最後に、ゆとりとの通話が切れた。えー。報ほう酬しゆうの先払いだったんだけどなぁ。


    　けれどもまぁ、これで一応、早期救助と《ＳＯＸソツクス》復活の目め処どは立った。


    　あと僕にできることは、ゆとりと華か城じよう先輩を信じて、アンナ先輩と不ふ破わさんの均きん衡こうを少しでも長く保つことだけだ。


    「……頑張れ僕の胃袋」


    　大きく息を吐いてから、僕は不破さんとアンナ先輩の待つ客室へと戻った。
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    『狸たぬ吉きちはどんだけアホなんっスか。もうこのまま放置しとけばいいんじゃないっスかね』


    　狸吉との通話を終えた直後、ゆとりは鼓こ修す理りへと連絡をとっていた。


    〝幼児退行プレイ作戦〟についての詳細や、それを独りで実行しようとしていた狸吉の現状をつぶさに伝えると、鼓修理からは概おおむね予想どおりの反応が返ってきた。


    『助けると約束しておいて放置。くくく、最高の生き地獄っスよ』


    「どんだけ性格歪ゆがんでんだぜ、お前」


    　ドン引きしていると、鼓修理が『冗談っス』と欠片かけらも信用できない声で言った。


    『ま、狸吉自身はアホっスけど、綾あや女め様に助けを求めざるをえないこの状況は、確かにおいしいっスね』


    「だろ。あたしたちにとってもこれは好都合だぜ」


    　チャンスを見計らい、綾女と狸吉が仲直りする流れになるよう《右玉》と《左玉》の両面から工作を行おこなう。それがゆとりと鼓修理のスタンスだった。


    　狸吉の独走の結果、かなり面倒な事態にはなってしまったが、これだけの窮きゆう地ち、あれだけ頑かたくなだった綾女も助けに動かざるをえないだろうとゆとりは睨にらんでいた。


    「さっそく《雪せつ原げんの青あお》と交渉だぜ。できれば直接顔を合わせてのほうがいいんだが、お前らいまどこにいるんだぜ？」


    『そこからかなり近いっスよ。いまデータを送るっス』　


    　鼓修理から送られてきた住所は、すぐ隣の町にあるホテルだった。


    　年末年始は各地を転々として、主に住宅街やベッドタウンで《妊にん娠しんセット》を流る布ふする計画だったらしい。明日あした以降のテロに備え、ちょうど隣町に宿をとったところだったという。


    「すぐ行くぜ！　ちょい時間のロスだけど、面と向かったほうが交渉の成功率は上がるからな」


    『……うまくいけば、いいんっスけどねぇ』


    　隣町へ向かうために全力ダッシュを開始したゆとりは、その鼓修理らしからぬ弱気な発言を聞き間違えだと判断し「それじゃ、《雪原の青》を誘い出すの、頼んだぜ！」と通話を切った。
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    「……どうしてあなたがここにいるのかしら」


    　ジュースでも買いに行こうと誘導されたのだろう。


    　鼓修理と連れ立ってホテルから出てきた《雪原の青》こと華か城じよう綾女に突撃した途端、ゆとりは怜れい悧りな声と視線に圧おされた。


    　この前とは柄の違うポンチョを着ている鼓修理とは対照的に、綾女はジーンズにパーカー、眼鏡めがねに三つ編みと、とりわけ地味な装よそおいだ。


    　しかしその目の奥にはその地味さでもってしても隠せない攻撃色が揺らめいていた。


    　殺気にも似たその拒絶をわざと無視し、それどころではないという必死な態度を取り繕つくろう。


    「聞いてくれ！　狸たぬ吉きちが大変なんだぜ！」


    　眉まゆ一つ動かさない綾あや女めに違和感と不気味さを覚えながら、ゆとりはことさら切せつ羽ぱ詰まった態度で現状を報告した。


    「──というわけなんだぜ！　だから、《雪せつ原げんの青あお》、あんたに助けてほしいんだぜ！」


    　いまは《妊にん娠しんセット》の流る布ふを少しだけ取りやめ、狸吉を助けるためのテロを起こしてほしい。そこだけは本気の気持ちを込めて頭を下げる。


    「やめなさい。そんなフェラチオでも始めそうな姿勢をする必要はないわ」


    　綾女が頭を上げるよう促うながす。


    　ゆとりは「計画どおり！」と内心少し悪い笑え顔がおを浮かべつつ、狸吉を助けると即決してくれた綾女へ感謝の笑みを浮かべた。


    「それじゃあ、すぐに狸吉を助けるためのテロの準備をしなくちゃだぜ！」


    「ええ。頑張ってね。私たちは関知しないから、《左玉》だけでどうぞご自由に」


    「……は？」


    「あなたが頭を下げようが下げまいが関係ないわ。私たち《右玉》は一切援助しない。そっちの不始末はそっちで勝手につけてくれるかしら。オナニー後のティッシュは自分で片づけるのが常識でしょう？」


    「……なぁ、お前、自分がなに言ってるかわかってんのか？」


    　オナニー云うん々ぬんのほうではない。狸吉を助けることを放棄した件についてだ。


    　狸吉の置かれた状況はしっかり説明したはずだ。


    　それが慶けい介すけの罠わなであり、時間がないことも伝えたはずだ。


    　なのにどうして、助けないなんて選択肢が出てくる。


    「あなたこそ、自分たちがどれだけ非常識な要求をしているかわかってる？　処しよ女じよに三穴同時責めを強要するレベルよ。不愉快だわ」


    「どっちが非常識だ！」


    　ゆとりが激げき昂こうするも、綾女の無表情は崩れない。むしろ、声こわ音ねはどんどん冷たくなっていく。


    「前にも、稲荷いなりさんの定食屋で話したはずよ。私たちとあなたたちが馴なれ合っては下に示しがつかないの。こんなことであっさりと助けるわけにはいかないのよ」


    「こんな、こと……？」


    「ええ。こんなことよ。聞けば、慶介の罠にはまったのは完全に狸吉のミス。アンナといっしょに閉じ込められて時間がないとのことだったけれど、頑張れば善ぜん導どう課の救出が見込める数日後までもちそうじゃないの。そっちに責任があって、そっちの力だけでどうにかできそうな状況で私たちが過保護にも助けに入れば、どうなると思う？」


    　綾女が責めるようにゆとりに尋ねる。


    　ゆとりが答えあぐねていると、綾あや女めは答えを待たずに続けた。


    「あなたはここで狸たぬ吉きちを助けなければ慶けい介すけの思惑どおりになって終わりだと主張するけれど、ここで狸吉を助けるような軽けい率そつな判断を下すほうが、よほど危険よ。それこそ組織はバラバラになってしまうわ。私たちに愛あい想そを尽かした古こ参さんメンバーは離散、第三次ベビーブームのための《妊にん娠しんセット》流る布ふもグダグダになるでしょうね」


    「《雪せつ原げんの青あお》、お前、本気でそんなこと言ってんのかよ……」


    「私はいつだって本気汁よ。ただでさえ、《妊娠セット》の流布はスピード勝負の最優先事項。ソフィアのデモの影響が残っているうちにこなさなくちゃならないのに、余計な手間をとらせないでちょうだい」


    　わざとらしく強い拒絶の言葉を使って、必要以上に正論めいた組織論を持ち出して。


    《雪原の青》の頑かたくなさがなにに起因するのかわからないまま、ゆとりは吠ほえた。


    「そんな、小難しい話じゃねーぜ！　ただ、狸吉が未熟で、至らなくて、失敗しちまって、そんで頼りになる先輩に助けを求めてるだけじゃねーか！　なにをそんな、意地になってんだぜ！」


    「未熟、ねぇ」


    《雪原の青》の双そう眸ぼうに、いよいよ殺気めいた冷気が宿る。そして、


    「わざとでしょう」


    「……え？」


    《雪原の青》の口から続いた言葉は、ゆとりから冷静さを失わせるのに充分だった。


    「狸吉は、わざとピンチに陥おちいったのでしょう。私に助けてもらうために。とんだ誘い受けね」


    「は？　なんで、お前」


    　狸吉の狙ねらいがわかったんだ？


    　ずっといっしょにいたゆとりでさえ、気づいたのはついさっきなのに。


    「狸吉は、自分を危険に陥おとしいれるような作戦を平気で実行する傾向があるもの。それに生徒会の仕事をしているときに、狸吉が轟ごう力りき先輩に助けられる月つき見み草ぐさをじっと見ていたから。もしかして、と思っていたのよ。どうやら図星みたいね」


    「……お前……っ」


    　ゆとりは言葉を飲み込んだ。そうでなければ、激情のまま綾女を殴り倒してしまいそうだった。


    　なにが、《右玉》と《左玉》は別組織だから馴なれ合わない、だ。


    　なにが、下の者に示しがつかないから必要以上に関わらないでちょうだい、だ。


    　そんなにも狸吉のことを気にかけてるクセに！


    　あんなバカみたいな策を見抜くくらい狸吉のことを見てるクセに！


    　……狸吉は泥をかぶってまで、危険な策に身を投じてまで、またあんたと活動したいと思ってんのに。


    　どうしてこいつは、こんなにも……っ！


    　頑かたくなに、狸たぬ吉きちを遠ざけようとするんだ！


    　怒りのあまり言葉を発せないでいるゆとりに対し、綾あや女めが初めて笑みを見せた。


    　しかしそれはあざ笑うような、友好とは程遠いものだった。


    「組織の長として、私の選択はまっとうだわ。どうしても時間がないって思うのなら、あなたが主導でテロを起こして狸吉を助けてあげればいいじゃない。狸吉の信頼を勝ち取って距離を縮める、絶好のチャンスでしょう？」


    　それが限界だった。


    「……もういいぜ」


    　──悪い、狸吉。こいつはもう、ダメだぜ。どうしようもないバカだ。


    「もう、お前なんかには頼まねえぜ！　そうやって、いつまでも虚きよ勢せい張って、いつか独りで後悔しやがれ！」


    「ちょっ！　ちょっと待つっスよ、ゆと──」


    「うるせぇ！」


    　鼓こ修す理りが伸ばした手も振り切り、ゆとりは全力でその場を走り去った。


    　あんなバカに、狸吉を任せておけるか。あんなバカともう一度同じ組織になんて、なれるもんか。


    　狸吉は、あたしの手で助ける。


    「……畜ちく生しよう！」


    　ゆとりはテロ計画立案のため、各所に連絡をとり始めるのだった。
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    　腹が減ってはセックスもできぬ。


    　ＰピーＭエム装着が義務化される前に父さんが残したろくでもない言葉の一つだ。


    　それだけ食事は大事だと教えたかったんだろうけど、なぜわざわざ母さんの目の前で五歳児に言い含める必要があったのか、それは永遠の謎なぞだった。


    　恐らくセックスと口にしたかっただけだろう。


    　まぁそれはいいとして、おなかが減るとそれだけで気が立ち気が滅め入いり、エロい妄もう想そうにも力が入らなくなるのは自然の摂理だ。


    　そういう意味では食事なんてとらないほうが僕の貞てい操そうを守るには好都合だったけれど、おなかを鳴らして顔を赤くしたりひもじそうにするアンナ先輩を放っておくこともできず、僕は厨ちゆう房ぼうの設備を使って夕食を作っていた。


    　食材はウナギだの牡か蠣きだの、どれもこれも精のつきそうなものばっかりだ。せめて媚び薬やくを仕込まれてないかどうかだけでも確かめてから調理する。


    　盛りつけし、二人が牽けん制せいし合っている客室へと戻ろうとしたそのときだ。


    　ゆとりから着信があった。


    「もしもし！　ゆとり、どうだった？」


    『狸たぬ吉きち……悪い』


    　折り返しに随分時間がかかったことや、そのわかりやすく落ち込んだ様子から、華か城じよう先輩の説得に失敗したことは明らかだった。


    「そっか。ダメだったか」


    　僕はゆとりをなだめ、華城先輩がどういう理由で救援を断ことわったのか尋ねた。


    『それがよ……』


    　どうやら、僕の〝幼児退行プレイ作戦〟が勘づかれていただけでなく、〝組織の長としての判断〟を盾たてにした華城先輩は必要以上に強情で、とりつく島もなかったらしい。


    『あたしじゃ、説得しきれなかったぜ。本当に、悪い。時間はかかるかもしんねーけど、《雪せつ原げんの青あお》抜きでテロを起こして、絶対、狸吉を助けるから。待っててくれ』


    「わかった。でも、無理はしないでね。──貴重な情報をありがとう」


    　そこでゆとりは『テロの準備があるから』と電話を切った。


    「そっか。やっぱり、一ひと筋すじ縄なわじゃいかないな」


    　相手はその身一つでこの健全な世界に牙きばを突き立てた筋金入りの変態だ。


    　一度決めたことを曲げさせるのは容易ではないらしい。それこそ勃ぼつ起きちんこを曲げるのと同等に難しい。


    　やっぱり、華城先輩を切り崩すには外堀を埋めるところから始めないとダメらしい。


    　そのための案がないわけじゃないけど、成功する可能性はかなり低い。実行するにはちょっとな……。


    　そんなことを考えながら、僕は夕飯を配膳するため客室に戻った。


    「「……」」


    　客室では相も変わらず、不ふ破わさんとアンナ先輩が睨にらみ合いを続けている。


    「あの、二人とも、晩ご飯だよ？」


    　僕が間に入り、二人の間に食事を置いたところで、ようやく場の空気が少しばかり柔らかくなる。


    「申し訳ございませんわ、奥おく間ま君。本当はわたくしと奥間君、二人で作業すべきですのに」


    （なぜこの女の排除を手伝ってくれませんの？　わたくしと愛を育はぐくむ気はないんですの？）


    「随分と美お味いしそうな晩ご飯です。長い間待った甲か斐いがありました」


    （こんなにも長時間、わたしを会長の前で放置するとはどういう了見ですか。自分だけ休憩ですか。そうですか）


    「いただきます！」


    　僕は問答無用で食事を開始した。


    　なんか、二人の言葉の端々から毒のトゲがのぞいているような気がしたんだよね……。


    



    　食事を終えたころ、時刻は既に午後十時を回っていた。


    　一日中気を張り詰めていたこともあり、眠気が体に満ちてくる。


    　ところでどうして、うとうとすると下半身が勝手に元気になるんだろうね。授業中とか凄すごく困るんだけど。


    「それじゃ、そろそろ寝ましょうか」


    「！」


    　僕の言葉にぴくりと反応したのはアンナ先輩だった。


    『愛を育はぐくむんですのね!?　なら早くこの邪魔者を始末しましょう！　早く早く！』と散歩前の子犬みたいに無む垢くで期待に満ちた瞳ひとみが語っていた。


    　全身をゲル状栄養ドリンク・改で武装した不ふ破わさんからも『そろそろこの緊張状態から解放されたいのですが』というドロッとした圧力を感じる。


    「え、ええと。三人いっぺんに寝るのは危険ですし、見張りのシフトを組もうと思うんですが……どうしましょう」


    　ここでこの二人に聞いちゃうのが僕のダメなとこだね。


    「不破さん、お疲れでしょう？　先にお休みになられてはいかがですの？（永遠に）」


    「アンナ会長こそ。いい加減わたしの意識を刈り取ろうとするのはやめてくれませんかね？　そんなことをしても、奥おく間まさんはあなたのものにはなりませんよ？」


    「……っ！」ガタッ！


    「──っ！」ばばっ！


    　どこぞから取り出した包丁を持って膝ひざを立てたアンナ先輩に、不破さんがゲル状栄養ドリンク・改を盾たてにして応じる。


    　一瞬の緊張状態。


    「……不破さんは本当に、個性的な方ですわねぇ。冗談がお上じよう手ずですわ。以前から、もっとお近づきになりたいと思っていましたの。奥間君には先に休んでもらって、二人で見張りをしながら語り合いませんか？（あなたをこの世から消す方法について）」


    「いいですね。一晩かけて、わたしの有する卑ひ猥わいな知識をアンナ会長に授さずけてさしあげましょう」


    「～～っ！　あなたは、またそうやって卑猥な知識をわたくしに刷り込もうとして……ああ、そうですの……わかりましたわ……あなたは、わたくしに《こうのとりインフルエンザ》を発症させれば、奥おく間ま君との仲を妨害できると、そういう、そういう魂こん胆たんですのね!?」


    「アンナ先輩！　ストップストップ！」


    「ふ、ふにゃぁ」


    　包丁を投げつけて不ふ破わさんを攻撃しようとし始めたアンナ先輩を後ろから抱きしめてなだめる。腰砕けになったアンナ先輩の頭をなでなでして落ち着かせながら、僕は不破さんに耳打ちした。


    「ちょっと不破さん！　アンナ先輩を刺激するのはやめてくれ！」


    　見てるだけで禿はげあがりそうなんだよ！


    「ってゆーか、卑ひ猥わいな知識をアンナ先輩に教えるのはやめてって言ったでしょ！」


    「本気で教えるつもりはありませんでしたよ。教えたが最後、八つ裂きにして殺してやるという気配をアンナ会長から感じますし。しかしああでも言わなければアンナ会長と二人きりの見張りにさせられてしまいそうでしたので。これ以上睨にらみ合いを続けたら目の下のクマが爆発します」


    「……それはまぁ、確かにそうだけど」


    　だからってあんなストレスマッハなやりとりの応おう酬しゆうを見せつけられる身にもなってくれ。禿げを通り超してパイパンになりそうだったよ？　この年でパイパンマンはやだよ？


    「どんなシフト組んでも、絶対誰かが納得しなくなっちゃうんだよなぁ」


    　こうなったらアンナ先輩が眠気に負けるまでひたすら粘ねばるデスレースでも開催するか？　アンナ先輩が嫌ってやまないゲル状栄養ドリンク・改を摂取すれば、僕でも超人アンナ先輩より長く起きていられるかもしれない。


    　と、そのときだ。


    　僕におとなしく頭を撫なでられていたアンナ先輩がもぞもぞと動き始めた。


    「ふみぃ」


    　僕の腰辺りに控えめに抱きついてきて、甘えた声を発する。


    「ふみゃぁ」


    「……うっ」


    　な、なんだこれ！


    　すげぇ可愛い！


    　あと改めて意識すると頭の撫で心地がヤバイことに気づいた！


    　髪サラサラ！　キューティクルつやっつや！


    　お、おっぱい揉もむより幸せな気持ちなんじゃないのこれ……。


    「……」


    　と、不破さんのジト目も忘れてアンナ先輩の頭を愛あい撫ぶすることに夢中になっていたところ、


    「……すー、すー」


    「あ、あれ？　寝ちゃった？」


    　アンナ先輩は僕の太ももを枕まくらにして、腰に抱きついたまま、可愛らしい寝息を立て始めた。


    「まぁ、当然といえば当然でしょう。こんな得え体たいの知れない船の中で一人、ずっと神経を張り詰めて、奥おく間まさんを捜していたのですから」


    「……そうだよね」


    　このまま寝かせてあげよう。


    　不ふ破わさんの運んできてくれた掛け布ぶ団とんをアンナ先輩にかける。


    「それでは、わたしも休むとしましょう」


    「うん。おやすみ。明け方になったら二人とも起こすから。そしたら僕と見張りを交代してね」


    「いいんですか？　それでは奥間さんの睡眠時間がほとんどありませんが」


    「僕は考えたいこともあるし。二人のほうがたくさん休むべきだと思うから」


    「そうですか。それでは、お言葉に甘えて。途中で眠気が到来した場合と、アンナ会長がいきなり目覚めた場合はこれを使ってください」


    　不破さんが厚手のビニール袋に入ったゲル状栄養ドリンク・改を投げてよこす。


    　おい、破けたらどうすんだ。危険だろ。


    　ほら、アンナ先輩が匂においを感知して「ふみゃっ!?」とか尻しつ尾ぽ踏まれた猫みたいな声出したぞ。


    「まぁ、ありがたく受け取っとくよ。それじゃ、おやすみ」


    　そうしてようやく、僕たちの漂流生活の一日目が終わった。
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    「うー、頭がパンクしそうだぜ……」


    　ホテルの一室で、濡ねれ衣ごろもゆとりは頭を抱えていた。


    《雪せつ原げんの青あお》の説得に失敗したことを狸たぬ吉きちに報告してから数時間。


    　ゆとりは一睡もせずに活動を続けている。


    「大規模なテロの計画って、こんな難しいもんなのかよ」


    　ゆとりが頭を悩ませているのは、善ぜん導どう課を欺あざむきフェリー捜査へ向かわせるための、大規模下ネタテロ計画についてだった。


    　時間がないこともあり、計画の準備は困難を極めている。


    「かといって、中途半端なテロじゃあ、悪いた戯ずらとしか思われないぜ」


    　やはり善導課に対して悪い意味で影響力があり、大規模なテロの実行にも慣れている《雪原の青》の協力は不可欠に思われた。


    「いや、ダメだ。あたしたちだけで、狸吉は助けるんだぜ」


    　あんなバカ、説得しようとしたところで時間の無駄だ。


    　いまはありったけの労力を、狸たぬ吉きち救出だけに注がないと。


    「そろそろ諦あきらめたらどうじゃ」


    　愚ぐ直ちよくにテロ計画を進めるゆとりの横で、早さ乙おと女め乙おと女めが「うーっ」と伸びをする。


    「お主ぬしら《左》だけで善ぜん導どう課を動かすほどのテロは起こせまい。それよりの？　わしをの？　狸吉たちのフェリーに送り込む方法を考えるじゃ。狸吉とアンナ、二人の初合体を見み逃のがしたとなれば、わしの人生に一生の悔いが残る」


    「あんたはさっきからそればっかりだぜ！」


    　これでもう二十回近い。


    「それがわしのアイデンティティじゃもの」


    「……《雪せつ原げんの青あお》は面倒だけど、あんたもわかりやすすぎて厄やつ介かいだぜ」


    「もしわしがアンナの初合体を見逃すようなことがあれば、お主には責任をとってもらうからの」


    「責任？」


    「狸吉と合体するのじゃ。無論、わしが観察する目の前でな」


    「な、なな、が、合体って、バカかぁ！」


    「むしろ光栄じゃろう？　一生に一回の初めてが、わしの超絶画力によって半永久保存されるんじゃぞ？　結婚式の写真と同じようなものじゃ」


    「同じにすんなだぜ！　大体、そういうのは二人だけの思い出にだな……」


    「お主は存外乙女じゃな」


    「あんたよりはよっぽどな！」


    　揶や揄ゆされたように笑われたことに腹が立ち、ゆとりは足を振り上げた。


    「ちょっ、まっ、お主、照れ隠しでかかと落としはやりすぶみゃ!?」


    　撃沈した乙女を放置し、ゆとりは再びテロ計画の準備に戻った。時間が時間なので、各所に連絡するだけでも一苦労だ。


    「くぬぅ。せっかくわしが、上半身の起き伏ふくが少ないお主のような、面白味のない被写体をモデルにすると提案してやったものを……」


    「次は顔面を潰つぶすぜ？」


    「……さて、イラストの続きでも描かこうかの」


    　これで一時間は静かになる。


    　ようやく本腰入れて作業に戻れるとゆとりがため息をついたときだった。


    　ピピピピピッ。


    　ＰピーＭエムに着信があった。


    　狸吉から!?　と相手を確認するが、


    「なんだ、鼓こ修す理りか……」


    　これで三十回目の着信だ。いい加減あいつもしつこい。


    「どうせ、《雪せつ原げんの青あお》をもう一回説得しろとか、そんなんだろ」


    　そんなにあのバカを変えたいなら、自分でどうにかしろっつーの。あたしはもう知らん。


    　そろそろ着信拒否にしてやろうかとＰピーＭエムを操作した、そのときだった。


    　ピンポーン。


    　客室のインターホンが鳴った。


    「……？　誰だぜ、こんな明け方に」


    　不審に思いつつドアスコープを覗のぞくと、


    「ああ!?　鼓こ修す理り!?」


    　そこには疲れ切った表情の鼓修理が立っていた。


    「やっと見つけたっスよ……」


    　ガンガンガン！


    　ゆとりの声が漏もれ聞こえて確信を持ったのか、鼓修理が遠慮なくドアを乱打し始めた。


    「ちょっ、お前、やめろやめろ！」


    　チェーンロックをかけてからドアを開き、隙すき間まから鼓修理に呼びかける。


    「ここを開けるっスよ」


    「うるせぇ！　どうせ《雪原の青》のことだろ！　あたしはもうあんなバカ知ら──」


    「いますぐ開けないと、『この部屋に妹が連れ込まれたんです！』って喚わめき散らすっスよ？」


    「だああああっ！　わかったぜ！　わかったから静かにしろ！」


    　チェーンロックを外し、鼓修理を部屋に入れる。


    　どうやってこの場を特定したのか気になったが、恐らく周辺の宿泊施設のおっさんを片っ端から籠ろう絡らくしたのだろうと勝手に結論づける。いま訊きくべきはそこではない。


    「なんの用だぜ、こんな時間に」


    「綾あや女め様をもう一度、説得しろっス」


    　やっぱりか、とゆとりは舌打ちした。


    「知るか。てめぇでやってろ」


    「鼓修理が綾女様に意見できるわけないじゃないっスか！」


    「それこそ知るかぁ！　大体、《雪原の青》がなんであんなに面倒なことになってんのか知ってんのはお前だけなんだろ!?」


    　電車の中から通話したとき、鼓修理は確かにそんなことを自信満々で語っていた。


    「そうっスよ。綾女様が！　鼓修理だけに！　特別に教えてくれた！　トップシークレットっス！　二人だけの秘密っス！　誰にも渡さないっスよ！」


    「だったらお前が説得するのが一番効率いいだろうが！　その減らず口で！」


    「鼓修理が綾女様に意見できるわけないって、何度も言ってるじゃないっスかぁ」


    　もう忘れたの？　とばかりに腹の立つ表情で見上げてくる鼓こ修す理りに、そろそろ命を刈り取るハイキックをお見舞いしてやろうかとゆとりが身構えた。


    　鼓修理が死ぬまで残り三、二、とゆとりがカウントし始めたときだった。


    「だから、ええと、その」


    　鼓修理がそわそわもじもじと視線を泳がせ始めた。


    「……な、なんだお前。気持ち悪いぜ？」


    「だから、ああもう、鼓修理の口から言わせるなっス！」


    　と、鼓修理の懐ふところから、ロープやらピンク色のマッサージ器やらがごろごろこぼれ落ちてくる。


    「綾あや女め様の秘密について、その、鼓修理をぶちのめして拷ごう問もんしてでも聞き出すとか、それくらいしろっス！」


    「なんなんだぜ、おめぇは！」


    　スパァン！　と鼓修理の頭を引っぱたいた。当然だ。


    　この腹黒中学生、なにかとんでもなく面倒なことを注文してきている。


    「いいからほら！　早く鼓修理を拷問して、綾女様の秘密を聞き出して、それから説得に行くっスよ！」


    「面倒なやつばっかりかこの組織は！」
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    　ゆとりは頭を搔かきむしりつつ、半ばヤケクソで、鼓こ修す理りを縛り上げた。


    「ぐ、ぐぅ。こんなことで、鼓修理の、綾あや女め様に対する忠誠心は揺らがないっ、スよ……」


    「小こ芝しば居いはいいからさっさと吐きやがれ！　おらぁ！」


    「お、なんじゃ？　新しい絵のモチーフかの？」


    　こうして、ゆとり、鼓修理、乙おと女めの三名は、夜明けまで客室の中で大騒ぎするのだった。


    



    　　　　　●


    



    　ピピピピピピ。


    「──ん、朝か」


    　僕はＰピーＭエムのタイマーを止めて起き上がった。


    　時刻は午前八時。三時間くらいは眠れたことになる。


    「さて、と。交代で見張りしてくれてる二人に、朝ご飯作らないと……ん？」


    　ドアの向こうから漂ただよってくる異臭に、僕は顔をしかめた。


    「な、なんだこの臭におい」


    　廊下へと続くドアをゆっくり開くと、さらに濃厚な臭いがもわりと入り込んでくる。


    「あっ、奥おく間ま君。おはようございますですの」


    　と、そこには廊下を見張ってくれていたアンナ先輩がいて、げんなりしたような表情にかろうじて笑みを浮かべてくれていた。


    「アンナ先輩、この臭い、一体なんですか……」


    「ええ、それがですね」


    　アンナ先輩が指さす先、そこには。


    「おはようございます。奥間さん」


    　白くてべたつく謎なぞのゲル状物質で全身を汚した不ふ破わさんが座っていた。


    「何やってんの不破さん！」


    　引っぱたいてやろうと思ったけど、その謎のゲル状物質が異臭の発生源だとわかり、咄とつ嗟さに手を引っ込めた。


    「これぞゲル状栄養ドリンク・改／完全防御モード」


    　ただのぶっかけ状態じゃねーか！


    「そういえば鎖くさりぶっ壊したときは焦あせってて気づかなかったけど、その栄養ドリンクって白いんだね……」


    　改造前はなんかこう、もっと邪悪な色だった気がしたんだけど。


    「なにやら一周回って清らかな色になってしまいました」


    　だから何回も言ってるだろ。白がこの世で一番シモい色なんだよ。


    　てゆーかあの劇薬が一周回って白って危険すぎるだろ。


    　一番温度の高い炎も色は白いらしいよ？


    　……あぁ、だから精せい液えきも熱いのか。納得だな。


    「この完全防御モードが優れているところは、全身をガードして敵と睨にらみ合いながら、きっちり栄養補給もできるところです。一舐なめするだけでしばらく不眠不休でいられる滋養強きよう壮そう効果が」


    　言って、不ふ破わさんがほっぺについた栄養ドリンクを指ですくって舐めとる。絵え面づらが完全に顔がん射しやごっくんなんですがそれは……。


    　それにしても栄養ドリンク凄すごいな。一舐めした途端、不破さんの目がギンギンに、クマも薄れ、ハァハァと息が荒くなった。おい、なんか発情してない？


    「あの、奥おく間ま君、わたくしちょっと、臭においがついてしまったようなので、シャワーを浴びてきてもよろしいですの？」


    　いくらなんでもいまの不破さんと僕がにゃんにゃんするとは思わなかったのだろう。


    　アンナ先輩が客室内の簡易シャワー室に入り、久々に不破さんと二人きりになる。


    「……で、どうしてその身体に悪そうなドリンクを肌に塗ぬっちゃってるの？　アンナ先輩との睨み合いも、少しは和なごやかになってたはずだけど」


    　僕の太ももを枕まくらにして寝ていたアンナ先輩は起床した際、なんかこう、とても充足した様子で、いい感じにガス抜きできたっぽかった。だから不破さんとの一いつ触しよく即そく発はつな雰囲気は緩ゆるくなるだろうと安心して眠っていたのだけど。


    「和やか？　まぁ最初の三十分くらいはそうでしたが」


    　三十分しかもたなかったのかよ……。


    「それからの二時間半は、以前にもましてわたしを排除しようと必死で……というか、なにか思い詰めているようでしたよ？」


    　思い詰めている？


    「ええ。とても不安そうでした」


    　不破さんはかなり強い確信を持っているようだった。


    　まぁ、二時間以上命がけで睨み合ってたならそういったこともわかるのだろう。


    　二時間とか、合体の最中でもそんなに長く相手のこと見つめ続けないよ。


    「だからわたしはやむなくこの全身防御モードにチェンジしたわけです。これでアンナ会長は決してわたしに危害を加えることはできなくなりました」


    「遠距離からの攻撃には気をつけなよ？」


    「欠点は、時間が経過するごとにわたしの皮ひ膚ふがダメージを受けることですね」


    「その栄養ドリンク、やっぱりヤバイよね？」


    　にしても、アンナ先輩、なにをそんなに思い詰めているのだろう。


    　今け朝さ目を覚ましたときは、あんなにも満足そうな顔をしてくれていたのに。


    　首を傾かしげながら、僕は朝食の準備に取りかかった。


    　アンナ先輩がシャワーを終えるまでに、ちゃちゃっと終わらせてしまおう。


    　──そうやって棚上げにしていたアンナ先輩の〝不安〟。


    　それは朝食の最中、いきなり爆発することになるのだった。


    



    「奥おく間ま君は、お料理が上じよう手ずなんですのね」


    「一応一人暮らしなので、なんとか」


    　昨日きのうの夕ご飯のときと比べ、朝食は和なごやかな空気だった。


    　唯ゆい一いつ、汚お物ぶつの固まりと化した不ふ破わさんから発せられる異臭だけが不ふ穏おんだったけれど、臭においはまぁ、しばらく嗅かいでいれば慣れてしまい、あるのかないのかわからなくなる。


    　これなぁ、困るよね。


    　男の一人部屋ってオナニーの臭いが染みついてるのに、本人はそれに慣れきってるから気づかず、友達や両親にバレちゃったりするのだ。怖い怖い。


    　──って、お父さんが実感のこもった様子で語ってました。


    「うふふ」


    　と、アンナ先輩が不意に顔をほころばせた。


    　その儚はかなげな様子に、僕は反射的に「どうしました？」と声をかける。


    「あ、いえ。なんでもないですの」


    「そんな、気になるじゃないですか」


    　アンナ先輩がそっと顔を伏せ、絹のような銀髪の横からうっすら桃色に染まった頰ほおをのぞかせる。


    「その、こんな状況で、おかしな話なのですけれど、わたくし、とても幸せなんですの」


    「幸せ、ですか？」


    「はい」


    　アンナ先輩の指先が、僕の指をそっと摘つまむ。


    　ドキドキドキドキと、僕とアンナ先輩の鼓こ動どうが繫つながったかのような感覚が指先ではじけた。


    「奥間君のお膝ひざで寝てしまって、朝起きたら奥間君がいて、手作りの朝ご飯を食べて……漂流中だというのに、わたくし、奥間君と二人でこうして過ごせて、とても満ち足りているのです」


    「わたしもいるのですが……」


    　不破さんがいかんともしがたい存在感を醸かもしながら挙手するが、アンナ先輩はガン無視だ。


    　僕も空気を読んで不破さんはいったんスルーする。


    　ごめん不破さん。いまちょっと全身精せい液えきまみれの人と絡める空気じゃないんだ。


    　いや、まぁ、全身精液まみれの人と絡める空気なんてそもそもフィクションＡＶの中にしか存在しないけどね。


    「それと」


    　アンナ先輩の手のひらが、そっと僕の手を包み込む。


    「言いそびれてしまっていましたけれど、奥おく間ま君がわたくしのことを『心配していた』と言いながら抱きしめてくれたとき、本当に嬉うれしかったんですのよ」


    　それは僕が苦し紛まぎれのヤケクソで、アンナ先輩の殺意から逃のがれるためにやったあの暴挙のことだった。


    「わたくしが奥間君を好きになったのも、奥間君が身を挺ていしてわたくしを守って抱きしめてくれたときでしたわね」


    　春先のストーカー事件のことだ。


    　あれは抱きしめたというより、押し倒したって感じだったけど。


    「奥間君とこんなふうに愛し合えて、わたくしは、幸せ者ですわ」


    「……はい」


    　アンナ会長がなにか思い詰めている様子だった──そんな不ふ破わさんの忠告がただの考えすぎだと断じてしまえるような、アンナ先輩の笑え顔がおだった。


    　アンナ先輩が抱いだく僕への好意は、無知すぎるがゆえの勘違いが、無む垢くすぎるがゆえにどこまでも際限なく肥大してしまったものだ。


    　そこに、正しくなければダメ、正しくなければ受け入れてもらえない、愛=正しい、などといった強固で狭きよう量りような価値観が作用し、暴走してしまったものだ。


    　健全を極めようとして歪ゆがんでしまったこの時代に振り回されて、アンナ先輩は僕なんかに恋をしてしまっている。


    　だから僕はこの健全な社会に反はん旗きを翻ひるがえす《ＳＯＸソツクス》の一員として、アンナ先輩の想おもいに安易に応こたえるべきではないと考えているし、傷つけるような対応をしたくないと思っている。


    　けれどこんなふうに幸せそうな顔で微笑ほほえまれて、幸せ者だなどと真正面から宣言されて、「はい」以外の答えを返せるわけもなかった。


    　……その優ゆう柔じゆう不ふ断だんさが、アンナ先輩を追い詰めているなんて、まったく考えていなかったのだ。


    『──おはようございます、皆さん』


    「またこの放送か」


    　金かね子こ玉たま子この強制放送の時間だった。


    　クリスマスの朝だというのに、内容はほとんど変わらず、ソフィア批判に《ラブホスピタル》賛美。


    　初体験時の男ががむしゃらに腰を打ちつけるかのごときゴリ押し＆ワンパターンだった。


    　けれど実際、ソフィアが表舞台に戻って来られない状態でこのゴリ押しを続ければ、遠くないうちに白が黒になってしまう。それが現状だ。


    　金かね子こ玉たま子こらのやり方は一見して発情期の男子中学生のように単純かつ愚おろかに見えるけれど、その実、体制の強みと大衆の性質をよく理解している。


    　どれだけ長く大きく声を発せられるか。


    　情報戦において、体制側が気をつけるべきはそれだけだ。実にシンプルで、それでいて打ち破りがたい戦術である。


    　乱交モノにおいて、いかに音声を喘あえぎ声で埋め尽くすかが完成度に大きく関わるのと似ている。喘ぎ声の輪唱アタック。ちょっと言ってみたかっただけだ。


    　と、僕や不ふ破わさんが慣れた調子で金玉オバサンの強制放送を聞き流しながら朝ご飯を食べる一方で、アンナ先輩の様子が明らかにおかしくなっていた。


    　先ほどの穏やかな笑みはそげ落ち、無表情で金子玉子の放送に聞き入っている。


    「……アンナ先輩？」


    　動揺する僕とは裏腹に、不破さんは「ほら、言ったとおりでしょう」とばかりに白はく濁だく液えきまみれのまま食事を続けていた。


    『──子供が欲しければ、頭のおかしなテロリストのまき散らす情報になど惑わされず《ラブホスピタル》へ──』


    　アンナ先輩の唇くちびるが小刻みに動く。


    『──子供ができないのは、汚けがらわしい知識に汚染されているからで──』


    　見開いた目で虚こ空くうを見つめたまま、アンナ先輩はぶつぶつとなにかを呟つぶやいている。


    『──もしくは、当人同士の愛が足りなかったり、愛し方を間違えているからです！』


    「奥おく間ま君」


    　ぼそりと、アンナ先輩が僕の名を呼んだ。


    「わたくし、以前、生徒会室で……なにが本当かわからないと、誰が本当のことを言っているのかわからないと、申し上げましたわよね？」


    「は、はい。確かに、言ってました」


    　アンナ先輩から、かつてないほどどす黒いオーラが流れ出している。


    　不破さんがその暗黒オーラに立ち向かうため、ゲル状栄養ドリンク・改の封を新たに切って体にぶっかける。なにしてんだこいつは。


    「それから、お母様や金子議員に共通することもあるとも、申しましたわよね？」


    「そ、そうですね……」


    「お母様は言いました。《こうのとりインフルエンザ》など存在しない。それなのに子供ができないのは、愛が足りないから。もしくは愛し方が間違っているからと」


    　虚うつろな声で、アンナ先輩は続ける。


    「金子議員は言いました。子供ができないのは、汚れた知識によって発病しているから。愛が足りないから。愛し方が間違っているから」


    　長い沈黙が降りる。


    　アンナ先輩は俯うつむいたまま、微動だにしない。


    　その表情は銀髪の陰に隠れて窺うかがい知れない。


    「奥おく間まさん」


    　沈黙に耐えかねたのか、不ふ破わさんが僕の袖そでを引く。


    　おいちょっと、その白くべたつくやつが垂れてきてるんですけど。


    「いまのうちに、逃げたほうが得策です」


    「逃げるって、そんな」


    　あんなに嬉うれしそうに微笑ほほえんでくれていたアンナ先輩を置いていくなんて。


    「わかりませんか。様子がおかしすぎます」


    　──ガシッ！


    「「っ!?」」


    　蛇へびのように俊しゆん敏びんなアンナ先輩の腕が、不破さんの手首をがっちりとつかんだ。


    　僕に汚れた姿を見られたくないからと、その劇薬に触れることを病的なまでに避けていたアンナ先輩の手が、白はく濁だくしたゲルに汚される。


    　逃のがれようと不破さんが暴れても、ゲルが飛び散って頰ほおや服に付着しても、アンナ先輩は不破さんを離さなかった。


    「お母様も金かね子こ議員も、共通することは一つ。子供ができないのは、愛が足りないから。愛し方が間違っているから──つまり」


    　アンナ先輩の手のひらが、白濁液まみれの不破さんの頰をべちゃりと撫なでた。


    「愛し合っている方がいるにもかかわらず子供ができないということは、それだけで間違っていて、悪いことで、汚けがらわしいことなんですの……っ！」


    　アンナ先輩が、手にぺっとりと付着した栄養ドリンクをべろりと舐なめた。


    「わたくしと奥間君は、しっかりと、心の底から愛し合っていますわ。昨晩から今け朝さにかけて、それをわたくしは、やっと確信できましたの」


    　不破さんの栄養ドリンクはほとんど劇薬だ。


    　慶けい介すけが船内に用意した食べ物なんて比べ物にならないほど、精がつく。


    「どうしてこんなに愛し合っているのに、わたくしは奥間君の子供を宿すことができませんの？　わたくしたちが間違っている？　わたくしたちが、汚れている？　いいえ、ありえません……そんなことは、ありえませんわ！」


    「うひっ!?」


    「ちょっ、アンナ先輩！　不破さん！」


    　アンナ先輩が不破さんを押し倒した。


    　不ふ破わさんの動きを完全に封じ、顔についた栄養ドリンクを舐なめとっている。


    「う、ひゃ、ひぃっ」


    　船内に充満した媚び薬やくのせいで感度の増している不破さんが艶なまめかしい声を上げて抵抗するも、あくまでインドア派の不破さんがアンナ先輩の猛攻（意味深）を防ぎきれるはずもなかった。


    「ちょっ、と、待ってくださ、ひんっ」


    　アンナ先輩が不破さんの服を脱がし、隠し持っていた栄養ドリンクを奪い取る。


    「これを飲めば、しばらく不眠不休でいられる。そうでしたわね？」


    　不破さんが体中に塗りたくっていた分だけでなく、隠し持っていたものまで、アンナ先輩は平らげてしまった。


    　対アンナ先輩兵器・ゲル状栄養ドリンク・改が完全に無効化されている。


    　それどころか……。


    「なんだか、体の奥が、とても、ああ、熱い、熱いですわ……はぁ、はぁ」


    　アンナ先輩の性欲と持久力が、底上げされてしまっている……っ!?


    「さぁ、奥おく間ま君。わたくしたちの愛が間違っていないと、証明するんですの」


    「あ、う……」


    　熱に浮かされた虚うつろな目で、興奮のあまり上気した頰ほおで、切なそうにすり合わされる太ももで、アンナ先輩が僕に迫ってくる。


    「この下腹部から湧わき上がる激情に最後まで身を任せれば、この愛情にどこまでも身を委ゆだねれば、きっとわたくしは奥間君の子供を授さずかり、わたくしたちの愛が正しいものだと、間違ってなどいないのだと、安心できるんですの」


    「奥間さん。逃げてください」


    　バババババッ！


    「っ!?　ひっ!?　け、汚けがらわしい！　そんなものまで使って、あなたはどうあってもわたくしと奥間君との愛を踏みにじりたいようですわね!?」


    　不破さんが脱がされた白衣の隠しポケットからバラまいたのは、早さ乙おと女め先輩が作製したイラストのコピーだった。


    「わたしが観察したいのは、あくまで合意のうえでのリアルですから」


    「やはり最初に、あなたを無力化しておくべきでしたわねぇ」


    　アンナ先輩が目を閉じたまま、不破さんをロープで縛り上げ始める。


    「不破さん！」


    「奥間さん。これで、ペスを守ってくださった件、貸し借りなしです。ですからわたしのことは気にせず、逃げてください」


    「……っ！　不破さん、ありがとう！」


    　アンナ先輩に拘こう束そくされながらも表情一つ変えない不破さんの言葉を受けて、僕は客室を飛び出した。


    　不ふ破わさんの犠ぎ牲せいは無駄にできない！


    　……いや、まぁ、アンナ先輩のいまの目標は僕の子こ種だねなのだから、不破さんの命まで取ったりはしないだろうけど。


    　ドガシャアアアアンッ！


    　客室を飛び出してから十秒もしないうちに、アンナ先輩がなにかをぶち壊しながらこちらに向かってくる音がした。


    「……どうして。どうしてこの期ごに及んで、逃げるんですの！　奥おく間ま君！」


    　ケモノのような咆ほう哮こうとともに、アンナ先輩が追いかけてきた。


    　ヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイ！


    　いまのところ、アンナ先輩は僕を視認できていない。そのくらいの距離は稼かせげた。


    　船内に満ちた媚び薬やくの匂においもまだ健在で、アンナ先輩は僕を追尾できていない。


    　加えて、昨日きのう不破さんが罠わなの位置を一通り教えてくれていたから、ところどころで足止めを食らっているアンナ先輩に対して僕はスムーズに逃げることができていた。


    　けれど。


    「……っ！」


    　船全体を覆おおうような、アンナ先輩の殺気と性欲が入り交じった凄すさまじいオーラ。


    　捕まるのは時間の問題だと僕は直感していた。


    「とりあえず、どこか隠れられる場所を！」


    　想定よりも遥はるかに早くアンナ先輩と不破さんの均きん衡こうが破れた以上、ゆとりが計画してくれている下ネタテロを待っている時間はない。


    　華か城じよう先輩を説得して即刻大規模な下ネタテロを起こしてもらうために、まずは外堀を埋める。


    　成功確率は低くとも、やるしかない。


    　どう外堀を埋めるかは、昨晩の見張りの最中に少し考えてある。


    　けれどそのためにはまず、どこか落ち着いた場所で外部に連絡をとらなければならない。


    「どっかいい場所は……」


    　辺りを見回しながら全力疾しつ走そうする僕の目に、ある表示が飛びこんできた。


    「……車両スペース？」


    　一階フロアのさらに下のエリアへと続く階段にその表示はあった。　


    「下か。いまの僕には相性がよさそうだ」


    　華城先輩の下ネタが恋しくなっていたせいだろうか。


    　僕は下へと続く階段に自然と惹ひき寄せられていた。うん、関係ないね。


    「……ここなら、うまく隠れられそうだ」


    　僕の直感はなかなか悪くなかった。


    　車両スペースはフェリーの下層部にある、乗用車やトラックの荷台部分を収容しておくスペースだった。カーセックスの温おん床しようである。


    　上層部のように装飾する必要がないせいか、鉄骨やらパイプやらがむき出しになった粗野な倉庫のような広い空間になっている。


    　天井にも様々な配管や骨組みが所狭しと走っており、まるでちんこに浮き出る血管のようだ。身を潜ひそめるのにとても都合がよさそうな作りだった。


    　壁をよじ登り、天井のパイプの上に身を隠す。


    　念のために明記しておくと、バイブの上ではない。


    　ここなら下からは容易に僕の姿が見えないだろうし、仮に見つかったとしても上層部へ逃げ込みやすい。


    　そこで僕は、スイッチＯオＮンバイブを突っ込まれたまま町を練り歩いているかのように激しく脈打っていた心臓と呼吸を鎮める。


    　ＰピーＭエムを操作し、ゆとりに電話をかけた。


    『……おう、狸たぬ吉きちか』


    　ん？


    　どうしたんだろう。


    　ゆとりの声が、やけに不機嫌そうだ。おにゃのこの日かな？


    「ゆとり。なにかあった？」


    『……。いや、別になんもねーぜ』


    　う、噓うそくさいなぁ。


    　男がよく使う「大丈夫大丈夫！」「外に出すから！」「先っちょだけだから！」「ちょっと休憩だけしていこっか」「君だけだよ」「小さいほうが好きだよ」並みに噓くさい。


    　ぺちゃぱいに対して「小さいほうが好きだよ」と慰なぐさめるのが正解だと思っている人は、自分が女の子から「小さいほうが好きだよ」と言われたときの気持ちを想像してみてくださいね。


    　っと、いかん。ゆとりと電話してるからか、思考がぺちゃぱいに流れてしまった。


    　いまはそんなことを考えてる場合じゃない。


    　かつてないほどの暴走っぷりを見せるアンナ先輩を前に、僕はいま大ピンチなのだ。


    「実はねゆとり。アンナ先輩がもう、手がつけられない感じになっちゃってるんだ。それで大至急、話があるんだけど」


    『いいぜ。手早くな』


    　だ、大丈夫かなぁ。


    　僕いまから、僕を助けるためのテロの準備に奔ほん走そうしてくれてるゆとりに水をさそうとしてるんだけど……。


    　とはいえここで躊躇ためらう時間も惜しい。


    　僕は華か城じよう先輩を説得するための下準備、外堀を埋める場をつくってくれないかとゆとりに頼み込んだ。


    　それはつまり、《右玉》のメンバー、すなわち《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》の古こ参さんメンバーを僕が直接説得するための場をつくってほしいというお願いだ。


    『いいぜ、わかった』


    「え、あ、いいの？」


    『もちろんだぜ。むしろ狸たぬ吉きちからそうしてくれて、こっちとしてはすげー助かる』


    　快かい諾だくしてはくれたけど、ゆとりの機嫌はやっぱり最低最悪っぽい。


    　ほ、本当に大丈夫だよね？　怒ってない？　快諾したふりして放置とかしないよね？


    『だから狸吉。そっちは化け物女に捕まらないよう、ちゃんとした場所に隠れててくれ。お前がいねぇと、《ＳＯＸソツクス》は一つに戻れねぇんだぜ』


    「ゆとり……」


    『一刻でも早く、交渉の場をつくってやるぜ。だから、もう少しきばってくれ。絶対にあたしがなんとかする』


    　……やだ……もし僕が女だったら完かん璧ぺきに濡ぬれてたわ。


    「わかった。頼んだよ、ゆとり」


    　ゆとりが不機嫌だった理由はわからないけれど、僕はゆとりの言葉を信じてＰピーＭエムを切った。


    　ドゴォン……ボゴォン……


    　ビクンッ。


    　上層階から聞こえてくるアンナ先輩の破は砕さい音おんにビビりながら、僕はゆとりが交渉の場をつくってくれるのを待つこととなった。


    　……それまで、心臓がもつかどうか。


    　ゆとりを信じて、僕はことさら小さく身を縮めるのだった。

  


  
    



    　第五章　子こ種だねしたたるいい男


    



    　ふざけんなふざけんなふざけんなふざけんな。


    　ふざけんな！


    《雪せつ原げんの青あお》が……いや、華か城じよう綾あや女めが狸たぬ吉きちから距離を置こうとした理由。


    　それを今け朝さ方、鼓こ修す理りから聞き出してからずっと、ゆとりの内面は荒れっぱなしだった。


    「さて、これで準備完了っスね」


    「眠い中頑張ったわしに、誰か朝飯を買ってきてくれんかの」


    　時刻は午前十時。


    　狸吉の切せつ羽ぱ詰まった電話から、既に二時間が経過していた。


    　鼓修理の言うとおり、準備は万端。


    　あとは狸吉が搾しぼり取られている最中でないことを願って、殴り込みを仕掛けるだけだ。


    　ゆとりは、おなかがすいたなどと場違いなダダをこねる乙おと女めにおなかの中で膨ふくれるカピカピワカメたんを渡して静かにさせる。


    「鼓修理」


    　綾女が滞在するホテルの一室を前に、ゆとりは共犯者へ最後の確認を行おこなった。


    「最初はちょっと私し怨えん入るけど、構わないよな？」


    「あー、まー、鼓こ修す理りはゆとりにボコられて脅おどされてる身っスから。ゆとりの暴走を止めることもできないか弱い存在なんっス」


    「責任回避する気満々だなお前……」


    　呆あきれながらも、鼓修理が変に茶々を入れることはないとわかり、ゆとりは一息ついた。


    　これで心置きなく、華か城じよう綾あや女めとやりあえる。


    　鼓修理が持ち出していた鍵かぎで扉とびらを開け、ゆとりは先陣切って部屋に乗り込んだ。


    　そこには、三つ編みを解いて眼鏡めがねも外した綾女が客室用のラフな部屋着のまま、窓から遠くを眺めていた。


    「昔は〝ノーパンしゃぶしゃぶ〟ってなんでしゃぶしゃぶなのかしらと首を捻ひねっていたけれど、成長したいまならわかるわ。〝しゃぶしゃぶ〟って響きがもうとんでもなくエロ……な、いきなりなによ、あなたたちは！」


    　ゆとりたちに気づいた綾女が謎なぞの独り言を中断して振り返る。


    　そっちの独り言がなんなんだとよほどツッコミを入れてやりたかったが、ゆとりはその気持ちを黙殺して綾女に迫った。


    「なにかしら。もしかして、また助けを求めにでもきたの？　無駄よ。私はあなたたちを助けるために《右玉》を動かしたりしないわ。組織の長としてね」


    「お前さぁ」


    　ゆとりは綾女の目を真っすぐ捉とらえて、


    「狸たぬ吉きちに嫌われるのが怖いから、こんな組織分裂騒ぎを起こしたんだって？」


    「っ!?」


    　ボスの風格を漂ただよわせてゆとりを追い返そうとしていた綾女の表情が、完全に不意を突かれたとばかりに凍り付く。


    　ゆとりは容よう赦しやなく追い打ちをかけた。


    「お前、やっぱり狸吉のこと好きなんじゃねーの？」


    「っ!?　な、何をバカなことを言っているのかしら！　そんなわけないでしょう！　こ、鼓修理！　鼓修理あなた！」


    　テンパりすぎて顔色も滑かつ舌ぜつもむちゃくちゃになっていた綾女が、その矛ほこ先さきを鼓修理へと向ける。


    「あなた、裏切ったわね!?」


    「ひ、ひぃ～。ち、違うんっス～。鼓修理はこの胸の平らな暴力怪獣タイラントに脅されて無理やり……」


    　いろいろと協力を仰あおいだ手前、どさくさに紛まぎれた鼓修理の暴言を見み逃のがすゆとりであった。


    「噓うそをつきなさい！　一週間連続アクメでも口を割らないだろうあなたがそう簡単に喋しやべるはずがないわ！」


    「だ、だって鼓こ修す理り、綾あや女め様がそんなふうにふさぎ込んでるのは、嫌なんっスもん！」


    　綾女の剣幕に押され、鼓修理があっさり白状する。


    「こ、のちんこ頭……後で電気アンマの刑に……っ」


    「……う、うへへへへ。うまくいけば元の綾女様が戻ってきてくれるうえに、電気ちょめちょめまでしてもらえるっスうへへへ」


    「で、だ。《雪せつ原げんの青あお》」


    　幸せそうな鼓修理をぐいと後ろにおしやり、ゆとりが再び綾女と対たい峙じした。


    「そんなくっっっだらない理由で、組織を分裂させたのか？」


    「……ふ、ふんっ。あなたも随分と脳内お花畑ね。そんなデマを信じるなんて、オナニーのやりすぎじゃない？　ダメよ？　野菜に処しよ女じよを捧ささげるなんてもったいないわ」


    　よくもまぁこの状況でＰピーＭエムを無効化してまでなお下ネタを吐こうとするもんだ。


    　ゆとりは半ば感心しつつ、ごまかし続ける綾女を鋭するどい双そう眸ぼうで圧した。


    「私が組織を分裂させたのは、内ない紛ふんを避けるためよ。あのままじゃあ、大きくなりすぎた《ＳＯＸソツクス》はいずれ、必ず機能不全に陥おちいっていたもの。巨きよ根こんに無理やりはめたＳサイズコンドームのように！　私はあくまで、組織の長として、私情を挟まず行動しただけよ！　今回狸たぬ吉きちの救援を断ことわったのも、あくまで組織の崩ほう壊かいを避けるため。下ネタテロを続けていくためには、仕方がなかったのよ！」


    「へー。そりゃあ、ご立派だぜ」


    「でしょう？　私の判断は、愛液焼けしたズルむけチンポ並みに立派なのっ。わかったらとっとと帰りなさい！　私はこれから《右玉》の人たちを従えて、《妊にん娠しんセット》を流る布ふしなくちゃいけないのよ！」


    「あー、その予定、キャンセルになってるぜ」


    「なにを言っているの？　──はっ。まさか、おっぱい萎しぼみすぎて頭がおかしくなってしまったのかしら？　そうだ、揉もんで大きくしてあげましょう」


    　そろそろ足が出そうになるのを我慢して、ゆとりはＰＭを起動させた。


    　──頼むぜ、ちゃんと繫つながれよ、狸吉。


    　ゆとりは祈りながら、事前に設定しておいたＰＭの通話チャンネルをＯオＮンにする。


    　ゆとりのＰＭから発せられるノイズが、しんと静まり返った室内に響く。


    　乙おと女めがボリボリと貪むさぼる膨ふくれるカピカピワカメたんが少々騒がしい。


    　やがて、


    『あ、もしもし。これ通じてますか？　こちら《ＳＯＸ》主要メンバー、現《左》の頭領、《オナ禁百日目の童貞センチメンタルボマー》です』


    「……狸吉？」


    　よし、繫つながったぜ！


    　眉まゆを顰しかめる綾あや女めをよそに、ゆとりは内心でガッツポーズを決めた。


    　大丈夫だ。まだ狸たぬ吉きちは、化け物女に食われちゃいない。


    　通信は、困惑する綾女をよそにまだ続く。


    『こちら《絶対領域》、現《右》メンバー全員集合です』


    『こちら《捕ほ乳にゆう類》、現《右》メンバー全員集合しました』


    「……え？　え？」


    　配下である古こ参さんメンバーが自分の与あずかり知らぬところで集まっていると気づき、いよいよ綾女の困惑はピークに達したらしい。


    「大丈夫だぜ《雪せつ原げんの青あお》。こっちの音声は聞こえない設定だから、好きなだけ騒いでも」


    「な、なんなのよこれは！　鼓こ修す理り、これもあなたの仕し業わざ!?」


    「え、えへへへへっ。脅おどされてぇ、仕方なくっスよぉ」


    「私に上の口下の口、それから後ろの口の処しよ女じよを捧ささげる準備はいいかしら？」


    　鼓修理は《右玉》のナンバー２であり、なにより口が回ればオヤジを転がすのも大得意だ。


    　そこに乙おと女めが描かく極上のエロイラストを合わせれば、こうして狸吉が演説するための場をつくることは容易たやすい。


    　あとはこの町で仲間にした変態にゆとりが頼み込み、古参メンバーが集合するための会場を確保するだけだった。


    　下準備は完かん璧ぺき。


    　ここから狸吉がどう外堀を埋めるかで、流れが完全に変わる。


    「な、なにがどうなってるの」


    　不意打ちを食らいすぎて《雪原の青》のメッキが剝はがれている綾女の肩に、ゆとりがぽんと手を置いた。


    「ま、観念するこったぜ。あとは……惚ほれた男がちゃんとやれるかどうか、おとなしく見守るだけだぜ」


    「ほ、惚れたとか！　なによそれ！　バ、バカじゃないの！」


    　綾女の抵抗虚むなしく、事態はゆとりの言うとおり、あとはもう成り行きに任せるしかない段階に差しかかっていた。


    『僕から《右》の皆さんに、今日きようは折り入って、お話があります──僕と、合体してください。……はぁ……はぁ……』


    　いつアンナに襲おそわれて途切れるかわからない、貞てい操そうをかけた狸吉の説得が、いままさに始まろうとしていた。


    



    　　　　　●


    



    　間違えたああああっ！


    　なんだよ『僕と合体してください』って！


    　これじゃあまるで中年のおっさんで童どう貞ていを卒業したがってるおませな淫いん乱らん男子高校生みたいじゃないか！　何それ誰得!?


    　……一体何を考えてるんだ僕は！　落ち着け！


    「すー、はー」


    　落ち着きを取り戻すために深呼吸。


    　なんか電話越しに「はぁ……はぁ……」と息を荒らげる変態みたいになっちゃってる気がするけど……まぁスタートダッシュで既に変態だったからもう仕方ないね。


    　かつて華か城じよう先輩が『私は下ネタになりたい』と始めた演説のようにビシッと決めたかったけど、やっぱり僕にそんな器用な真ま似ねは難しい。


    　……なんて開き直ってはみたものの、やっぱり緊きん縛ばく、もとい緊張は拭ぬぐい去れない。


    　僕の言葉の一つ一つに、《ＳＯＸソツクス》の行く末がかかっている。


    　そしてなにより、アンナ先輩がいつこの場に襲しゆう来らいするかわからないのだ。


    　この二時間ずっと車両スペースの天井に潜ひそんでいるけれど、その間、アンナ先輩は三度もここにやってきた。


    　これまでは息を潜めてやり過ごしてきたけれど、これからはそうもいかない。


    　僕は《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》の古こ参さんメンバー、つまり《右玉》のメンバーに演説をかまし、《左玉》と再合流してもいいと思わせなければならないのだ。


    　否いやが応でもテンパってしまう。


    　……いや、変に張り詰めたって意味ないか。


    　僕みたいにいろんな意味で経験値の低い童貞野や郎ろうは、ただがむしゃらに腰を振るしか能がない。テクニックより勢いでカバー。早そう漏ろうだけど連射可能だよ、くらいでちょうどいい。


    　華城先輩ともう一度、やり方とか考え方とか関係なく、みんなで性表現規制に立ち向かいたい。その気持ちだけで十分だ。


    「僕は、《右》と《左》の再合流を望んでいます」


    　ゆとりいわく、今回のこの演説では華城先輩を除く《右玉》メンバー全員と僕のＰピーＭエムでやりとりができるようになっていて、それを一方的にゆとりたちが受信し観客として参加している状態、らしい。


    　なので僕が発した『再合流したい』という発言を受けて、おっさんたちのざわめきだけがＰＭから聞こえてくる。


    　華か城じよう先輩のリアクションはわからないけれど、いまはそれでいい。


    　まずはおっさんたちから堕おとす。


    「いま日本では、政府の厳しい卑ひ猥わいな表現規制や《ラブホスピタル》なんていう噓うそ情報に反して、正しい知識をもとにした第三次ベビーブームが起ころうとしています」


    　おっさんたちはひとまずおとなしい聴衆に徹してくれていた。


    　早さ乙おと女め先輩のエロイラストや、珍しく精力的に働いてくれたらしい鼓こ修す理りの根回しが大きいのだろう。


    　その協力に応こたえるためにも、僕は女の子のスカートに顔を突っ込んだときのように大きく息を吸う。このカミングアウトはそれこそ賭かけだ。


    「いままでの十年からはとても考えられないこの流れはひとえに、あのとき敵対勢力に不健全雑誌を託すという僕の策を了承し協力してくれた皆さん、それからテロ組織である僕らの策に乗ってくれたソフィアや僕の母──《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》の連携があったからこそだったと思います」


    　──ざわっ。


    『あ、あの化け物の？』『なんでそんなヤツがいるんだ！』『本当なのか……？』『おいヤバイぞ……万が一あいつを通して鬼女に情報が漏もれてたりしたら』『うっ、名前を聞いただけで吐き気が』


    　ＰピーＭエムの向こうから、おっさんたちの動揺が伝わってくる。


    　当然だろう。


    《ＳＯＸソツクス》の主要メンバーに、下ネタテロリストからなまはげ扱いされている《鋼鉄の鬼女》の息子がいたのだから。


    　勘づいている人も中にはいただろうけど、こうして公おおやけの場で明かすのとそうでないのとは大きな違いがある。自室で全ぜん裸らでいるところを発見されるのと、駅前で全裸なのを目撃されるのとでは大きな違いだ。


    「そんなふうに、あらゆる考えややり方を持つ人たちが、正反対の信条を持つ人たちが、一つの目標のために集まって、ようやく小さな風かざ穴あなが開いたんです。けど、政府の持久力はあなどれない。こうしている間にも、僕たちが決死の思いでつくった綻ほころびを順調に回復させようとしている」


    　金かね子こ玉たま子この強制プロパガンダや、《ラブホスピタル》反対派の封じ込めなど。


    　時間が経たてば経つほど、いや、時間が経つだけで、国はその傷をどんどん回復させていく。


    　その回復力は十代男子の精力に匹ひつ敵てきするのだ。


    「政府がどれだけ強大かは、皆さんのほうがよくわかっているはずです。奥おく間ま善ぜん十じゆう朗ろう──僕の父とともに闘った世代なら」


    　もう一度、大きくおっさんたちが色めき立った。


    　しきりに『善十郎さんの!?』『善十郎さんが鬼女と……デマだと思ってた……』といった声が響く。


    　父さんと母さんの関係は、特に古こ参さん下ネタテロリストには大なり小なり知られていたはずだけど、やはりこうして息子がこの場にいるとなると面食らうらしい。


    　そこへ一気に畳みかける。


    「ここで僕たちが分裂なんかして、戦力がばらけてしまったなら、せっかく開いた風かざ穴あなはすぐ閉じてしまう。取り締まり側であるはずのソフィアや母が歩み寄ってくれたことで開けた風穴を、窮屈な世界に反抗する組織であるはずの僕たちが、それを否定するような狭きよう量りような考えに振り回されて閉じてしまって、どうするんですか！」


    　語気を荒らげた僕に対して、ＰピーＭエムの向こうからバツの悪そうな雰ふん囲い気きとともに反発心も漂ただよってくる。だから僕はここで引いた。


    「……僕はテロリスト側と体制側、両方を身内に持ちます。だから取り締まり側の肩を持つことも厭いといません。不安定で影響されやすい性質なので、ときに、取り締まり側の考え方に感化されてしまうこともあるでしょう。そんな僕が、《左》のリーダーとして、一つのテロ組織のトップとして存在しているのは、危険ではないでしょうか。僕に反発し、僕の間違いを指摘してくれる人たちが、近くにいてほしい。僕のやり方や考え方を正しいと言ってくれる人の中だけにいたら、僕は絶対にどこかで間違えてしまう。取り返しのつかないところで」


    　正しさの中だけで育ってきたのだろうアンナ先輩がいままさに迷いなく間違いを犯そうと──というか僕を犯そうとしているように。


    「だから僕には、あなたたちが必要なんです」


    　華か城じよう先輩が前に言っていたように、組織としての動きは鈍にぶるかもしれない。内ない紛ふんみたいになるかもしれない。


    　けれどそれでいいじゃないか。


    　おっぱいが好きか脚が好きか。


    　ニーソが好きか生足が好きかパンストが好きか。


    　パンストを破るのが好きかスリスリするのが好きかかぶるのが好きか。


    　だから面白いんだろう。


    　卑ひ猥わいなものが大好きで、窮屈な世界が嫌いで、歪ゆがんでいく社会を見過ごすことができなくて、犠ぎ牲せいになる子供たちのことが心配で……そんなふうな価値観が共有できるのなら、みんな仲間にしてしまえばいい。


    　巨きよ根こんだろうが童どう貞ていちんこだろうが大人のおもちゃだろうが大根だろうが犬ペニスだろうが、棒状のものならなんだって受け入れるおま●こ、そんなふうでいいじゃないか。


    「もう一度、僕たちといっしょに活動してください。お願いします」


    　僕はそうして、未成年の主張を終えた。


    　ぽつぽつ、ざわざわと、僕の話を聞き終えたおっさんたちのざわめきが徐々に大きくなっていく。


    　その喧けん噪そうの中には、僕の主張を全面肯こう定ていするものはほとんどない。


    　真っ向から否定する意見もほとんどなかったけれど、否定気味な意見が大多数を占めていた。


    　どうなる……？　とおとなしく動向を見守っていると、


    『聞こえているかな、《オナ禁百日目の童貞センチメンタルボマー》』


    　一人のおっさんが、僕を呼んだ。


    『いつも《ＳＯＸソツクス》とは《雪せつ原げんの青あお》を介して繫つながっていたから、直接話すのは初めてだね。ぼくは《捕ほ乳にゆう類》に所属する《乳を愛でる者ギガバスター》という者だ』


    《羅ら武ぶマシーン》や《禁欲の魔人》と並ぶ《最高位の古代変態ハイ・エンシエント》の一角だ。


    　落ち着いた話し方に、《最高位の古代変態ハイ・エンシエント》らしからぬ紳士な雰ふん囲い気きを感じる。


    『ぼく個人としては、君の話に共感するところが多かったよ。若いころ、ぼくの周囲ではね、小さな胸を愛めでる人たちは大きな胸を愛でる人たちから異常者だと弾圧されていた。それが原因で、ちょっとした騒ぎにまで発展したこともあるんだ。自分たちの考えや嗜し好こうを絶対と考える集団がいかに怖いか、僕は胸から学んだよ』


    　ただの変態紳士だったわ。


    『ここだけの話だけど、実はぼく、小さいほうが好きなんだよね。若いころは差別を避けるため、いまは組織をまとめるために、普段は大きいほうの魅力を語っているけれど』


    　さいですか……変態なりに苦労なさってるんですね。


    『話を戻すね。さっきも言ったように、ぼく個人としては、君の話に共感する。けれど、ぼくたち《捕乳類》をはじめ、《絶対領域》の人たちも、君の話には賛同しかねている。頭ではそうすべきだとわかっている人は多い。素す性じようを明かしてまで説得にあたった君の覚悟に応こたえる気持ちはある。けれど、いまひとつ一歩踏み出す気にはなれないようなんだ。ぼくたちはどうやら体制に煮え湯を飲まされすぎただけでなく、年も重ねすぎてしまったらしい』


    　おっぱいのように柔らかな声こわ音ねで紡つむがれる《乳を愛でる者ギガバスター》の言葉に、僕は失敗を悟った。


    　やっぱり、勢いだけの未熟者じゃあ、熟練の風俗嬢をイかせることはできなかったということか。


    『だから、僕たち《右》が《左》に再合流するかどうか、その決断はぼくたちのトップである《雪原の青》に任せようということになった』


    「……え？」


    　予想外の結論に、僕は面食らう。それはつまり、


    『結論をそっちに丸投げするようなかたちになってしまって、目上の者として申し訳なく思うよ。けど、きっとそうするのが一番だろうと、ぼくは思っている』


    　外堀はきっちり埋まったということだ。


    「……はい！　ありがとうございます！」


    　そうして、古こ参さんメンバーたちの説得は終わった。


    　あとはラスボス、《雪せつ原げんの青あお》こと華か城じよう先輩に挑いどむだけだった。


    



    　　　　　●


    



    「さて、と」


    「（びくっ）」


    　ゆとりはいつになく嗜し虐ぎやく的な気分で綾あや女めに向き直った。


    　綾女も嫌な気配を察したのか、いつもの自信満々な様子は鳴りを潜ひそめ、体を強こわばらせている。


    「いまの全部聞いてたよな？　《雪原の青》殿？」


    「お尻しりに咲く一輪の花！　キュアアスタリスク！」


    　綾女がなんの脈絡もなく、ババッとかっこよさげなポーズを決めた。


    「おい、ごまかすなだぜ！　狸たぬ吉きちたちのやりとり、全部聞こえただろ!?　なぁ!?　あとは全部お前次第だって、《乳を愛でる者ギガバスター》のやつが言ってたの聞いたよな!?」


    「いや！　近寄らないで！　胸が萎しぼむわ！」


    「萎むかぁ！」


    　ゆとりは綾女を背後から羽は交がい締めにした。耳元で叫んでやれば聞こえないなどとごまかすこともできまい。


    「ちょっ、離しなさい！　──おっぱいがないと羽交い締めしやすくて便利ね」


    「てめぇマジで覚悟しろよ」


    　綾女は話を逸そらそうとし続ける。埒らちがあかない。


    「おい鼓こ修す理り。狸吉にメール送れ。『《雪原の青》はお前に愛あい想そ尽かされるのが怖くて《ＳＯＸソツクス》を解散した』ってな。いますぐだぜ」


    「ちょっ、やめ、デマよ！　変態エブリデイ新聞並みの酷ひどいデマだわ！　やめなさい鼓修理！　アナルとま●こを一つの穴にするわよ!?」


    　慌あわてふためく綾女を「噓うそだぜ。送らねぇよ」と落ち着かせ、


    「にしても、デマ、ねぇ」


    　ゆとりは綾女から引き出した言葉を繰り返した。


    「なら、《右》の連中が《雪原の青》の判断次第で再合流もＯＫって宣言したいま、《ＳＯＸ》が分裂したままである理由はもうないんだよな？」


    「そ、それは……」


    　綾女はこれまで散々、組織の長として馴なれ合うわけにはいかないとか、組織が空中分解してしまうからとか、それらしい組織論を盾たてに狸吉たちの説得を突っぱねてきた。


    　けれどもう、そんな理屈は通用しない。


    　ここで《右玉》と《左玉》の合流を拒こばむことが、組織のためになるはずがないからだ。


    「なぁ《雪せつ原げんの青あお》。いままで偉そうに語ってた理屈はもう通用しないんだぜ。それでもまだ《右》と《左》の合流を拒こばむってなら、あたしたちには……いや、合流を要求してきた《左》のリーダー、狸たぬ吉きちにはその理由ってやつを、きっちり話すのが筋なんじゃねーの？　組織の長としてはなぁ？」


    「う、ぐぬぬぬぬ……」


    　いままで綾あや女めを守っていた理論武装が綾女に牙きばをむいたかたちだ。


    　これでもう綾女は逃げられない。


    　狸吉と、正面切って話すしかない。


    《ＳＯＸソツクス》を解散するなどと言い出した理由を、狸吉に語らねばならない。


    　本当の私を知れば狸吉は必ず愛あい想そを尽かすなどと、ゆとりに言わせれば的外れも甚はなはだしい綾女の思い込みから始まったこの騒ぎに、始末をつけなければならない。


    　ピピピピピ。


    「ほら、《雪原の青》。その着信、狸吉からだろ？」


    　ゆとりは綾女を解放した。


    　──狸吉があんたを、嫌うわけねーぜ。


    　──こんなにはた迷惑で面倒くさい騒ぎを起こしても、あいつはずっとあんたのことを。


    　──あたしが男性恐怖症になって、思い切り突っぱねてたときも、あいつは事情を察して優しくしてくれたんだ。


    　──ちょっとやそっと間違えたくらいで、歪ゆがんでたくらいで、頑固だったくらいで、あいつが人を嫌って否定して愛想を尽かすわけがないんだ。


    　──あたしたちの大嫌いな、この健全で狭きよう量りような社会じゃあるまいし。


    「う、うぅ……」


    　綾女がほとんど泣き出しそうな顔でＰピーＭエムを操作する。


    　予想外の事態が重なったせいか。狸吉に本心を打ち明けるのが恐ろしいせいか。


    　ＰＭを操作する手が小刻みに震え、動作が一つ一つまどろっこしい。


    　こりゃあいざ電話が繫つながったあとの会話もすげーもたつくんだろうな……とゆとりはうんざりしながらＰＭを操作した。メール作成、送信。


    　やがて、たっぷり十秒ほど要して、綾女がようやく狸吉からのコールに応じた。


    「もしもし。私よ。狸吉、さっきの演説は一体、なんのつもりかしら」


    「ちっ」


    　この期ごに及んで往おう生じよう際ぎわの悪いことに、綾女は狸吉を前にしてまだ《雪原の青》の仮面をかぶっていた。先ほどまでの半べそはどこへやら。これまで狸吉を突っぱねてきたのと同じ冷徹な態度だ。


    『……あの、華か城じよう先輩』


    　と、綾あや女めのＰピーＭエムの設定がハンズフリーモードになっていたのだろう。


    　狸たぬ吉きちの声がゆとりたちにも聞こえた。


    『いまゆとりから、『《雪せつ原げんの青あお》はお前に嫌われるのが怖くて《ＳＯＸソツクス》を解散した』ってメールがきたんですけど、これ、本当ですか……？』


    「ぎゃああああああああああっ!?」


    　冷静を装よそおっていた綾女の態度が一瞬で瓦が解かいした。


    「メール！　送らない！　言った！　ちんこ！」


    　綾女は片言でゆとりを糾きゆう弾だんしつつ、顔色を一瞬で真っ青さおから真っ赤かに変化させて、シャワールームへと飛びこんでしまう。


    「しかもメールの文面、よく考えたら、さっきよりも誤解を招く表現になってるじゃないの！」


    　シャワールームの中からくぐもった綾女の悲鳴が漏もれてくる。


    　お膳立てはこれで終わりだ。


    「ゆとりも随分性格が悪くなったもんっスねぇ」


    「誰の影響だかな」


    「もう朝ご飯食べに行っていいかの？」


    「鼓こ修す理りと二人で行ってろだぜ……」


    　ゆとりは綾女の退路を塞ふさぐようにシャワールームの入り口にどかりと座り、間抜けな質問を投げてよこした乙おと女めを部屋から追い出すのだった。


    



    　　　　　●


    



    『ぎゃああああああああああっ!?』


    「うわっ!?」


    　ＰＭの向こう側で、取り乱した華か城じよう先輩の絶叫が爆発した。


    　その後、ドタバタと騒がしい音が続き、どこかに閉じこもったような様子が伝わってきて、遂に華城先輩は『ちんこちんこちんこま●こちんこちんこ……』と時折ま●こを混ぜつつちんこと呟つぶやくだけの存在になってしまった。


    　ゆとりから送られてきた不ふ可か解かいなメールについて尋ねた途端、これだ。


    　ゆとりの悪ふざけかもと思って華城先輩にメール内容を確認したのだけど、なんか、図星っぽい。


    「あの、華城先輩」


    　ちんこ連呼が収まり始めた頃合いを見計らい、そっと声をかける。


    　それだけなのに、ＰＭの向こうで華城先輩が息を吞のむ気配がした。


    　なんと声をかけたものか迷ったけれど、きっとまずは、こう言うべきだろうと思った。


    「僕は、華か城じよう先輩のことを嫌ったりなんてしませんよ……？」


    『噓うそよ』


    　途端、華城先輩の弱々しい否定が返ってきた。


    「噓じゃないです。というか、いまさらじゃないですか」


    　息を吐くように下ネタをまき散らし、公おおやけの場にエロイラストをまき散らし、パンツをかぶって「ちんこ！」と笑う。


    　僕はそんな華城先輩の姿をずっと、一番近くで見続けた。


    　なのにいまさら嫌われるのが怖いなんて、ちょっと意味がわからない。


    　すると華城先輩が、掠かすれた声で、


    『狸たぬ吉きちは、私の本性を知らないもの。本当の私は、もっと酷ひどいもの』


    　……あれより酷い本性があるというのか。なんだろう。スカトロ趣味とか？


    　ごくりと息を吞のむ。


    　そして華城先輩が観念したかのように、その本性とやらを語った。


    『私は、自分が一番正しいと、そう思っているのよ。私は下ネタにはなれないの』


    「……はい？」


    　ちょっとよく意味がわからなかった。


    　言葉の真意が僕に伝わっていないと華城先輩も察したのだろう。


    　おどおどした様子で「だ、だからね」と説明を重ねる。


    『私は、ソフィアや、金かね子こ玉たま子こや、この健全な社会を構築したすべてと、同じなの。自分が一番正しいと思っていて、自分のやり方や考え方が一番正しいと信じていて、もう、曲げられないの。私は、間違っているからこそ輝かがやく下ネタなんかじゃない。自分を正しいと盲信するしかない、弱くてどうしようもない人間なの。あなたがソフィアたちにエロ本を託す策を提案したときも、私は拒絶したでしょう？　これからも、きっとそうよ。私は私の正しさをもう曲げられない。あなたたちに迷惑をかけるわ。狸吉だって、そうなったらいつか必ず、私に愛あい想そを尽かすでしょう。そうなる前に、私はあなたの前から消えようと、そう思ったの。あなたに反発を抱いだいた古い不ふ穏おん分ぶん子しを全員、引き連れて……そうすれば、あなたたちのこれからのテロが格段にやりやすくなると思ったし、なにより、あなたに本性がバレて嫌われる前に、うまく消えられると、そう思ったの』


    　華城先輩は僕が口を挟むのを恐れているかのようにまくし立てた。


    　華城先輩がどうしてそんなにも否定されることを恐れているのか、全くわからない。


    　わからなかったけれど、やっぱり僕の思いは変わらない。


    「何度だって言います。僕は、華城先輩のことを嫌ったりしません」


    『……私も何度だってイって……いえ、言ってやるわよ。私はソフィアや金子玉子と同じ、正しさに溺おぼれた人間よ。小さいころからずっとそうでないといけなかった。いまさら絶対に曲がったりしないわ。だから、あなたたちに愛あい想そを尽かされる前に、消えさせて。お願いだから』


    　自分の頑かたくなさは絶対に曲がらない。そしてその頑なさに愛想を尽かすに違いないお前は消えろと、華か城じよう先輩は言う。


    　自分が正しいと信じ込んでいる、と自己申しん告こくしてきた性質をいかんなく発揮して、華城先輩は僕の言葉に耳を貸そうとしていない様子だ。どこまでも頑固である。


    　だから僕は。


    　母さんが言っていた言葉を引用して、思い知らせてやろうと思った。


    　華城先輩が自己嫌けん悪おし、僕に晒さらしたくないと思っていたらしいその頑なさに、強情さに、融ゆう通ずうの利かないらしいその性質に、どれだけ救われたか。


    「華城先輩。《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》と呼ばれる僕の母さんが、どうして父さんなんかと結婚したと思います？」


    『ふぇっ!?』


    　いきなりの話題転換に面食らったのか、華城先輩が目隠し状態でいきなりバイブを当てられたかのような声を出す。……こんなこと考えてるのバレたらセクハラで逮たい捕ほされるなぁ。


    『か、体の相性がよかったから、とか？』


    　僕の思考に負けず劣らず最低な答えが返ってきたのはさすが華城先輩といったところか。


    「明言はしなかったけれど、母さんは、自分を変えてくれたからだと、言っていました」


    　母さんが第一清せい麗れい指定都市に来たとき、僕が誰かと恋仲になっているのではないかと邪じや推すいしてきた。その根こん拠きよは、僕が変わっていたから、だそうだった。


    　自分を変えてしまうような相手に、人は恋をするのだと。


    　ちんこやま●この使い方はわかっても、惚ほれた腫はれたは僕にはまだよくわからない。


    　けれど自分を変えてくれるような相手を大切だと思う気持ちは、嫌うわけがないと確信できる気持ちくらいは、わかるつもりだ。


    「僕は華城先輩に変えてもらいました」


    『ふぁ!?』


    「華城先輩が、自分を正しいと信じて突き進んでくれていたからこそ、僕は今年の春、華城先輩に出会って、窮屈な価値観から脱出できて、この有あり様さまです」


    　頭の中はセクハラ発言だらけ。


    　パンツをかぶって走り回り、挙げ句の果てにはアンナ先輩のＴＫＢに吸い付く始末だ。


    　……改めて羅ら列れつするととんでもないな。


    　アンナ先輩に憧あこがれていたころの面おも影かげは欠片かけらも残っていない。責任を取っていただきたい。


    「なんだかんだでとても楽しくて、僕は華城先輩と会ってよかったと思っています。華城先輩が毛嫌いするその自分勝手さのおかげで、僕は変わってしまったんです。だから僕が華城先輩を嫌うなんて、ありえないんですよ」


    　それだけじゃない、と僕は続ける。


    「華か城じよう先輩が自分勝手だったおかげで、僕たちはここまで突っ走ってこられたんです。確かに華城先輩の言うとおり、これからはその身勝手さが障害になるかもしれない。また《右》の人たちと対立することにもなるでしょう。ですが、演説でも言いましたが、だからいいんです。華城先輩が持つその強さは、今後また必要になる場面があると思うんです。少なくとも僕は、華城先輩といっしょだから、卑ひ猥わいなテロに全力を傾けられる。僕には華城先輩が必要です。自分を正しいと思い込む華城先輩のパワーに、僕はきっと惹ひかれたんです」


    〝幼児退行プレイ作戦〟なんておちゃらけていたけれど、なんのことはない。


    　結局僕は、本当にただの未熟者なのだ。


    「意見が対立したら、また真正面から決闘でも喧けん嘩かでもしましょう。華城先輩」


    『……うぅ』


    　ＰピーＭエムの向こうから、呻うめくような声がくぐもって聞こえてきた。


    「あの、華城先輩、もしかして泣いてます……？」


    『な、泣いてなんかいないわ！　こ、これはサラサラの愛液よ！』


    　酷ひどい言い訳を聞いた。


    　というかこれ、ただの通話だから僕、涙とかそもそも見えてないんだけど。


    　やがて、ひとしきりくぐもった音を響かせていた華城先輩が、洟はなをすすりながら語り始めた。
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    『狸たぬ吉きちには、私の、本当の母親について、詳しく話したことはなかったわね』


    　育ての親である華か城じよう撫子なでしこさんのことは嫌というほど知っている。


    　けれど生みの親となると、確かにほとんど知らなかった。


    『私の母親、遠えん藤どう茜あかねは、小説家だったわ。若いころから過激な作風で知られていてね、特にデビュー当時なんかは『インデペンデンス腐ふ女じよ子し』だとか『パイオツハザード』だとか、実際にあった事件をもとに頭のおかしい作品を発表していたそうよ』


    　タイトルだけでおなかいっぱいなんですけど。


    『その[image: ]作熱はたぶん、早さ乙おと女め先輩の[image: ]作欲や私の下ネタ欲を上回っていたと思うわ』


    　それはもう度どしがたい変態ですね。


    『なにせお母さんは、《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》が成立したあとも、そんな過激な作品を発表し続けたんだもの。そして、案の定逮たい捕ほされたわ。私が物心つく前にね』


    　ゆえに華城先輩が生みの母親について知っているのは顔写真と、秘密裏に保管されている作品の中身だけなのだという。特にデビュー当時の作品『インデペンデンス腐女子』や『パイオツハザード』は暗唱できるほど読み込んだと。


    『私のお父さん、遠藤正まさ志しは、私にもその[image: ]作欲みたいなものが受け継がれていないか、ずっと心配していたわ』


    　その予感は的中し、華城先輩はこんな下ネタ大好きの変態に育ってしまったらしい。


    　いや、それ母親の作品読み込んだからじゃないかなぁ。


    　まぁ、確実に素質はあったんだろうけど。下ネタマスターの素質。


    『心配というのは裏を返せば、下ネタ好きな私の性質を嫌がっていたということよ。《公序良俗健全育成法》が浸透した世界から否定されて、父親からも暗に否定されて、私は私であるために、自分が正しいと信じるしかなかったの』


    　それがきっと、華城先輩の強さと、それから今回の騒ぎのきっかけとなった、自分勝手で独りよがりな振る舞いに繫つながっているのだろう。


    『周りなんて関係ない。私が下ネタ好きなのも、下ネタを許容しない社会を打倒するために頑張ることも、正しいに決まってる。そうやってずっと張り詰めていた。……ずっと一人で』


    　華城先輩の育ての親である撫子さんも、先輩の下ネタテロの援助をしてはいたが、内心はその活動に反対していた。


    　だから華城先輩は僕と出会い《ＳＯＸソツクス》を立ち上げるまで、正しよう真しん正しよう銘めいたった一人で、《雪せつ原げんの青あお》として健全な社会に立ち向かっていたのだ。


    『私が下ネタを言って、狸吉が嚙かみついて、それでもいっしょにいてくれて、私はたぶん、そんな馬ば鹿か馬鹿しい毎日に、救われていたわ』


    　だからねと、華城先輩が懺ざん悔げするかのように間を置いた。


    『下ネタ大好きなんていうおかしな私の本質を受け入れてくれた狸吉に、別の本質を否定されることが、とても怖かったの。逃げ出したいくらいに』


    　華か城じよう先輩の声が震える。


    『意地を張って、迷惑かけて、本当にごめんなさい』


    「華城先輩」


    　僕の告げる言葉は変わらない。何度だって繰り返す。


    「僕はいまさら、華城先輩を嫌ったりなんてしませんよ」


    『……私はずっと、誰かにそう言ってもらいたかったのかもしれないわ』


    　これからも意見が対立したり、腹が立ったりすることもあるだろう。


    『ところで、人が生まれて初めて触れるオナニーグッズと名高い哺ほ乳にゆう瓶びんにはどうしてモザイクがかからないのかしらね』


    　最後の最後で支し離り滅めつ裂れつな下ネタをかましていろいろぶち壊しにするこのクセはどうにかならんもんかと呆あきれたりするだろう。


    　けれど僕が華城先輩に愛あい想そを尽かすなんてことはないと思う。


    　華城先輩は僕の世界を変えてくれた、とても大切な人なのだ。


    『それじゃあ、狸たぬ吉きち』


    　そして、華城先輩の声から弱々しい響きが一切消えた。


    　いつか出会ったころのような、不敵でふてぶてしい、そそり立つ巨きよ根こんのような力強い声こわ音ねで華城先輩が宣言する。


    『今日きようこの瞬間、下ネタテロ組織《ＳＯＸソツクス》を再結成するわ！』


    「……はいっ！」


    「口を開く前とあとには〝コンドーム〟をつけなさい！」


    　コンドーム！　イエスッ！　コンドーム！　言えるかバカタレ！


    『差し当たって最初の任務は狸吉の救出！　そのために大規模なテロを起こし、善ぜん導どう課をその船に向かわせるよう誘導するわ！　少し時間がかかるけれど、それまでアンナの立体吸着ウェットミートに吞のみ込まれないよう、頑張って耐えなさい！　それがあなたの仕事よ！』


    「了解です！」


    　華城先輩はさっそくテロの準備に取りかかるため、通話を切った。


    「あとは、アンナ先輩に捕まらないよう、細心の注意を払っておかないと……」


    　結局、古こ参さんメンバーを説得している最中も、華城先輩と話している間も、アンナ先輩がこの車両スペースに降りてくることはなかった。


    　なにかおかしいと気づくべきだったのだけれど、僕はこのとき華城先輩と仲直りできたことが嬉うれしくて、そんな些さ末まつなことを気にする余裕はなかったのだった。


    



    　　　　　●


    



    　十二月二十五日、クリスマス。


    　全国の学生が冬休みに入ったことで、全国の清せい麗れい指定都市に散らばっていた学生の帰省ラッシュが始まっている首都の主要駅は、どこも大混雑となっていた。


    　その中の一つ、特に利用者でごった返している古ふる宿やど駅えきの一角で、綾あや女めに連れられていたゆとりは息を吞のんだ。


    「……すげぇぜ」


    　綾女が狸たぬ吉きちと話をつけ、《ＳＯＸソツクス》を再結成すると決めてから僅わずか数時間。


    「大したことじゃないわ。以前から準備していた計画を、今日きようのこれに流用しただけよ。あと一か月くらいあれば、もっと大規模にできたんだけどね」


    　それにしても限度があると、ゆとりは驚嘆する。


    　いろいろと条件に差があるものの、自分があれだけ苦労した大規模下ネタテロ計画をこうも鮮あざやかに実行されるとやはり悔くやしかった。


    　狸吉を助けるのが、結局綾女なのだということも。


    「それじゃあ、狸吉救出作戦、開始よ」


    『了解っス！』


    　綾女がＰピーＭエムを介し、鼓こ修す理りに指示を飛ばす。


    「《ＳＯＸ》は〝セックスの回数が一番多い日はＸクリスマス〟の略。ふふふ、《ＳＯＸ》の復活にふさわしい、素敵な一日にしてあげるわ」


    　綾女がほくそ笑んだその数分後。


    　五つの清麗指定都市において、大量のおっぱい気球が空を飛び、至るところでエロイラスト拡散地じ雷らいがエキサイトしているというニュースが、全国に響き渡った。


    「ありったけ！　残っている《妊にん娠しんセット》のすべてをバラまくのよ！　金玉に溜たまった精せい液えきを一滴残らず膣ちつ内ないにぶちまけるようにね！」


    「おい《雪せつ原げんの青あお》、いくらこの喧けん噪そうでも声がでかすぎだぜ……」


    　綾女が愉ゆ悦えつの笑みを浮かべながらＰＭでネットの様子をチェックする。


    　鼓修理がピックアップした掲示板などに目を通すと、綾女が指揮した大規模下ネタテロの進行状況がなんとなく把握できた。


    　これまで綾女たちがバラまいてきた《妊娠セット》はいつどこにバラまかれるかわからず、回収が遅れると善ぜん導どう課に押おう収しゆうされてしまうことから、《妊娠セット》を欲しがる人や面白がる人間の間で情報交換が行おこなわれるようになっている。


    　いまもその手のサイトや掲示板では、綾女が標的にした五つの清麗指定都市の住人らしき人たちが状況を報告し合っていた。


    〝いままでにない量〟


    〝《ＳＯＸソツクス》からのクリスマスプレゼント〟


    〝善ぜん導どう課も対応に苦く慮りよする量。回収のチャンス〟


    　などなど、様々な場所で凄すさまじい量の《妊にん娠しんセット》が放出されていることがネット界かい隈わいに報告されていた。


    「これだけ騒ぎになっていれば充分ね。そろそろ行くわよ」


    「わかったぜ」


    　人混みに紛まぎれ、綾あや女めがパンツをかぶる。


    　そのまま風を切るように走り出し、駅のホームの屋根へひらりと舞い上がった。


    　眼下で大量にひしめきあう駅の利用者へ向けて、首都の警備に当たっている善導課職員へ向けて、綾女は大きく息を吸い込むと、高らかに叫んだ。


    



    『おちんぽおおおおおおおおおおおおおっ！』


    



    「酷ひどいぜ……」


    　綾女と同じようにパンツで顔を隠して脇わきに控えていたゆとりが呆あきれて声を漏もらした。


    　だが威い風ふう堂々とした綾女の最低の言葉はＰピーＭエムで拡声され、駅の周辺にいた全員の意識をしっかりとつかむ。


    『性なる祝日、クリスマス！　皆様いかがお過ごしかしら！　当然、セックスでしょう。セックスでしょう!?　クリスマスといえばセックス！　子づくりの祭日！　さぁ皆さん、私たち《ＳＯＸ》が最後の一滴まで大放出した《妊娠セット》に従い、レッツアンアン楽しみましょう！』


    　酷い以外の言葉を思いつかない演説に誰もが目を丸くして《雪せつ原げんの青あお》を見上げていた。


    　警備にあたっていた善導課職員が慌あわてて動き始めるのも見下ろせる。


    『私たちが提供できる《妊娠セット》はこれで最後！　けれど安心しなさい！　現在新たな在庫を取り寄せ中よ！　運んでいるのはとあるフェリー！　辿たどり着く港は太平洋側のどこか！　もしまだ《妊娠セット》が欲しい人がいるのなら、探してみなさい！　私たちはそこでまた、《妊娠セット》をバラまくわ！』


    　善導課が迫ってくる。


    　ゆとりが「そろそろ限界だぜ」と《雪原の青》の裾すそを引く。


    《雪原の青》は頷うなずいて、最後に大きく息を吸った。


    『誰の発する情報が正しいか、それはしばらくすればわかるでしょう！　年が明けて間もなく、日本は第三次ベビーブームに沸わくことになるわ！』


    　そう言い放ち、《雪原の青》は駅の屋根からひらりと舞い降りた。


    「いくぜ、《雪せつ原げんの青あお》！」


    　ゆとりが手を引き、凄すさまじいスピードでホームを駆かけ抜ける。


    　善ぜん導どう課やひしめく人々をすり抜け、二人は瞬またたく間にその場を撤収した。


    「いい仕事だったぜ、《雪原の青》」


    「当たり前でしょう」


    　二人は小突き合うように、拳こぶしをがつんとぶつけ合った。


    「あとは、善導課がしっかり動いてくれることを祈るだけだぜ……」


    



    　　　　　●


    



    『狸たぬ吉きちか。いますぐ貴き様さまの位置情報をこちらに送れ』


    　華か城じよう先輩たちの起こした大規模な下ネタテロがネット上で騒ぎになってからしばらく経たったころ。


    　電話をかけてきた母さんが開口一番そう指示してきた。


    「助けに来てくれるの!?」


    『名めい目もくは海上の不審船捜査だ。貴様が拉ら致ちされたと報告してきたフェリーは明らかに怪しい。真っ先に捜査するよう命令が下った。とっととそこの位置情報を送れ』


    　僕の位置情報は最初に母さんへ連絡したとき送ったはずだが、船が流されている可能性もある。僕はもう一度、位置情報を母さんへ送った。


    『……よし。この位置ならあと二時間ほどで向かえるだろう。待っていろ』


    「そんなに早く？」


    『命令が下りる以前から準備だけは進めていた。それだけだ。いいから貴様はいっしょに拉致された者たちの身を守っていろ。命令だ』


    　母さんは簡潔に告げると、一方的に通話を切った。


    「やった。助けが、来るんだ」


    　あと二時間の辛しん抱ぼうだ。


    　アンナ先輩に怯おびえ隠れ続けた、胃のパンクしそうな時間もあともう一踏ん張りで終わる。


    「そうだ、華城先輩たちに報告しないと」


    　華城先輩たちの起こしてくれた大規模な下ネタテロのおかげで助けがきますと。


    　表情をゆるませながらＰピーＭエムを操作する。


    　と、そのときだった。


    　ＰＭが勝手に起動し、虚こ空くうに映像を映写し始めた。


    「……え？」


    　それはこの一か月、毎日のように行おこなわれた、強制放送とまったく同じ動作で。


    　けど、おかしい。


    　今日きようの夕方の強制放送までは、まだしばらく時間があるはずなのに。


    　どうしてこんな時間に、強制放送が……？


    『皆さん！　惑わされてはいけません！』


    「うわっ!?」


    　思わず体全体が跳ねた。


    　ずっと静寂の中で身を潜ひそめていたからか。


    　通常よりも大音量で響き渡る金かね子こ玉たま子この放送に体が竦すくみ、バランスを崩す。


    『第三次ベビーブームなど、犯罪者の戯ざれ言ごと！　政府直下組織である《ラブホスピタル》で治療を受けず、あんな紛まがい物の情報に惑わされていては、授さずかれる子供も授かれません！　皆さん、どうか《ラブホスピタル》を信じ、正式な治療と予防に努めてください！』


    　下半身がパイプからずり落ちるも、なんとか両腕でつかまり、落下は免まぬがれた。


    「ま、まずい……」


    　これじゃあ大音量を発するＰピーＭエムを隠すこともできない。


    　早くよじ登って、持ってきていた毛布でＰＭをくるまないと。


    　ガンガンわめき立てる金玉オバサンに心の中で悪態をつきながら必死によじ登る。


    　そのときだった。


    「そんなところに、隠れていたんですのねぇ」


    「……っ！」


    　その静かな声こわ音ねが、僕の鼓こ膜まくと愚ぐ息そくを震わせた。


    「どうして、わたくしから、逃げたりするんですの……？」


    　くちゅくちゅ、くちゃ、にちゃ。


    　ぬるぬるの液体で満たされた粘ねん膜まくをいじるような謎なぞの音が耳じ朶だを打つ。


    「わたくしはこんなにも、奥おく間ま君を愛していますのに……奥間君への愛が、こんなにも、下腹部からあふれてきて、抑えられませんのに……」


    　よじ登りながら、首を曲げて下を見る。


    　そこには、発情しきって意識も朦もう朧ろうとしているかのようなアンナ先輩が幽ゆう鬼きのような雰ふん囲い気きで立っていて。


    　愛いとおしそうな、殺気に彩いろどられたような、切なそうな瞳ひとみで、僕を見上げていた。


    　……アンナ先輩の立ってる場所に水たまりができてるのは見なかったことにした。


    「わたくしと、愛し合いましょう……？」


    「え」


    　アンナ先輩が、ぐっと体を沈める。


    　ダンッ！


    「うわっ!?」


    　僕は慌あわてて天井のパイプによじ登った。


    　足をパイプの上に引き上げる直前、つま先にアンナ先輩の指がかする。


    　ぞっとした。玉ヒュンである。


    「天井まで何メートルあると思ってんの……」


    　車両スペースはトラックの荷台を積み込むことも想定しているのか、かなり広い。僕の下半身がパイプから垂れ下がっていたとはいえ、それでも床ゆかからつま先までは相当の高さがあるはずだった。


    　……アンナ先輩の身体能力が上がってるのか？


    　不ふ破わさんの栄養ドリンクのせいで？


    「冗談じゃない」


    　ただでさえ怪物みたいなスペックのアンナ先輩がパワーアップしたら手がつけられんだろうが。……もし捕まったら腹ふく上じよう死し確実だな。いや、絶対にアンナ先輩が上だから腹ふく下か死しか？


    「って、そんなことどうでもいいわ！」


    　カンカンカンカンカンカンカンカンッ！


    　アンナ先輩がなんかもう気持ち悪いくらいの速さで壁を登り配管を伝いこちらに迫ってきていた。なにあの美少女リッカー。


    　僕はパイプから飛び降り、上階へ続く出入り口に走った。


    　ズダン！


    　アンナ先輩が天井から飛び降り追いかけてくる気配。


    　クソ！　いまのアンナ先輩から逃げ切れるか!?


    　パンツを囮おとりにしようにも、いまの発情しきったアンナ先輩相手にそんなもので時間が稼かせげるとは思えない。


    　振り切って身を隠すしかないけど、そもそもアンナ先輩を振り切れるわけがない！


    　詰んだかと半ば観念していた。


    「……？」


    　けど意外なことに、いつまで経たってもアンナ先輩が僕に追いつく気配はなかった。


    　走りながら恐る恐る振り向いてみると、


    「はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……」


    　アンナ先輩がその場でうずくまり、びくんびくんと痙けい攣れんしていた。


    　飛び降りるときに足を挫くじいたりしたのだろうかと心配になって足が止まる。


    「はぁ、体が、疼うずきすぎて、はぁ、はぁ、奥おく間ま君が、欲しいですのぉ、奥間君をおなかの中に、入れたいですのぉ」


    　ただの我慢の限界だったらしい。


    　アンナ先輩がゆっくりと立ち上がり、パンツの上からいろいろ弄いじってビクンビクンしながらスローで追いかけてくる。新あら手てのゾンビかよ。


    「しめた！　いまのうちに！」


    　いつまたあの凄すさまじい身体能力を発揮するかわからない。


    　僕はできるだけ距離を稼かせぐため、全力で走った。


    



    「……本当に、勘弁してくれよこのオバサン……」


    　華か城じよう先輩たちが引き起こした大規模下ネタテロに対抗した金玉オバサンの強制放送は実に一時間に及んだ。


    　その間僕は、ゾンビのように緩かん慢まんな動きと野生動物のような俊しゆん敏びんさを行き来するアンナ先輩の気配を読んで逃げ続けていた。


    　ようやく落ち着いたものの、また突然強制放送が始まってはたまらないと首元のＰピーＭエムを毛布でぐるぐる巻きにしたままにしている。息苦しい。射しや精せいできないようリボンを結ばれたちんこもこんな気持ちなんだろうな……。


    　けれどこの毛布も完全に音を防げるわけじゃない。


    　油断は禁物と思いながらも、僕はＰＭを操作して華城先輩へと電話をかけた。


    『狸たぬ吉きち！　ちんこは無事!?』


    　華城先輩の心配そうな声が飛んでくる。


    　アンナ先輩から逃げる途中、母さんたちがすぐ助けに来てくれることと、アンナ先輩に見つかって逃走中であることをメールで知らせたきりだったから、当然だろう。


    「大丈夫です。金かね子こ玉たま子この放送が終了するまで、なんとか逃げ切れました」


    『よかったわ。私たちのテロが無駄になるところよ。狸吉が毎晩ティッシュに放っている命の素のように』


    「む、無駄じゃないし！」


    　軍隊が訓練のために撃つ実弾は費用の無駄か？　違うだろう？


    「しかしまぁ、これでとりあえず、安あん泰たいです」


    　母さん率ひきいる善ぜん導どう課が救出に来てくれるまで、もう一時間を切っている。


    　アンナ先輩は欲求不満が高まりすぎて逆に振り切りやすくなっているし、このまま気配を察し続ければ逃げ隠れするのは簡単だろう。


    「あ、そうだ。不ふ破わさんの様子を見ておかないと」


    『あの頭のおかしい子がどうかしたの？　おかしな研究しすぎてちんこでも生えてきてるの？　メスペニスなの？』


    　不破さんならいつかやりそうで怖いな。


    「いえ、僕をアンナ先輩から守ってくれたまま、姿を見てないので」


    　たぶんあの客室に拘こう束そくされているはずだから、できれば助けておいてあげたい。


    　……十じつ中ちゆう八はつ九く体中を謎なぞの白い液体で汚したままだろうから、母さんたちに見つかると厄やつ介かいなことになるしね。


    『アンナに性知識を無理やり教えようとしてたときは困ったやつだと思ったけれど、今回は感謝ね。クリスマスプレゼントにマイディルドーを進しん呈ていしましょう』


    「今回も、ですよ」


    　というかオナニーグッズのアンティークはちょっと……。


    　ところでバイブを使い回したら竿さお姉妹、オナホールを共有したら穴兄弟になったりするのだろうか？　こういうの国語辞典に載ってないから困るよね。


    　ガシャン！


    　と、適当なことを考えながら不ふ破わさんのところへ向かおうとしていたときだ。


    　なにかの作動する音が聞こえて、


    「うわっ!?」


    　背後から頭になにかがぶつかり、前のめりになる。


    　すると床ゆかからくぼみのある壁がせり上がってきて、そのくぼみにはまってしまったかと思うと、上から降りてきた壁が僕の体をがっちりロックした。


    　……は？　なにこれ？


    「ちょ、え？」


    　いきなりのことで思考が追いつかない。


    　ええと、これは、あれだよな。船内に散々仕掛けられていたトラップだ。それもいままで確認したものと比べ、段違いに大がかりな。


    　僕は自分の状況を改めて確認する。


    　おなかの辺りが完全に壁にロックされている。片側から見れば僕の上半身が壁から生えているように見え、反対側から見れば僕の下半身が壁から生えているように見えるだろう。


    　そう。かの有名な〝壁かべ尻じり〟状態である。


    「誰得だこんなああああああああっ！」


    　おかしいだろ！


    　壁尻は女の子がやってこそだろ！


    　たとえば発情しきったアンナ先輩とかが壁尻状態になったら絶対こっそり下半身に悪いた戯ずらしてるわ！　あ、慶けい介すけがこの船にたくさん拘束トラップを仕掛けてたのはそういう意図だったのかな？　あいつもなかなかわかってるじゃないか。


    「じゃないじゃないじゃないじゃない！　どうすんだこれ！　てゆーかなんでこんなことに!?」


    　トラップの位置は、不破さんに教えられて一通り把握していたはずだ。


    　そりゃあ全部のトラップの作動ポイントを網もう羅らできていたわけではないけれど、少なくともこの通路のトラップ作動センサーは完全に避けて歩いていた。


    　それなのに、どうしてトラップが作動するんだ!?


    　なんかもう気分は〝くっ、殺せ！〟って感じだ。


    『どうしたの狸たぬ吉きち！　お尻しりに仕込んでたあったイボ付き巨大回転震動バイブがずり落ちたような声出して』


    　そんなエグいバイブ存在すんの!?　もうそれ伝説の武器かなんかだろ！　エクスカウパー的なさぁ！


    　僕は落ち着きを取り戻すため、華か城じよう先輩に状況を丁てい寧ねいに説明する。


    『……あの、ごめんなさい狸吉。ちょっといったんＰピーＭエム切るわね』


    　説明の途中で状況を察したらしい華城先輩が一時離脱する。


    　たっぷり五分ほど経たったころ、華城先輩のほうから電話がかかってきて、


    『た、大変じゃないの狸吉！　なんとかして脱出できそうにない!?』


    「先輩。一応言っておきますけど、ＰＭ切る直前、大爆笑してるの聞こえましたからね」


    　腹抱えてる様子が一瞬でありありと脳のう裏りに浮かんだ。


    『ゆとりに拳げん骨こつ食らったからそれで勘弁してちょうだい』


    　ナイスゆとり！　今度お菓子を買ってあげようね！


    『まぁとにかく、いまはその絶望的な状況をどうにかするのが先よ。アンナに見つかる前に脱出しなきゃ、完全にアウトだもの』


    　もう少し反省してくださいよ。なんか釈然としないじゃないですか。


    「華城先輩が爆笑してる間、脱出できないかいろいろ試してみましたけど、かなりキツイです」


    　僕を拘こう束そくしている壁の厚さは三十センチ近くあって、僕のおなかを完全に支えている。材質はコンクリートかなにからしく、簡単には壊せそうにない。


    　トラップの仕掛けに手が届けば解除する方法もあるのかもしれないけど、あいにくそんな親切設計にはなっていないみたいだった。


    　それこそ不ふ破わさんが拘束を解いてここに来てくれるくらいしか脱出方法はなさそうだ。


    『……仕方ないわね。一応一つだけ、手があるわ』


    「なんですか!?」


    　華城先輩の声こわ音ねはやけに神妙で、なにか大きなリスクがありそうだったけれど、僕はそれに食いついた。このふざけた状況を打破できるんなら、なんでもいい。


    『アンナが来る前に、何回か出しちゃいなさい』


    「……先輩？　怒りますよ？」


    　僕が声を低くすると、華城先輩がＰＭの向こうで肩を竦すくめる気配がした。


    『う、噓うそつきっ。さっき、嫌いにならないって言ったじゃないのっ』


    「怒らないとは言ってませんよ！」


    『……そうだったかしら。なら、まあいいわ。で、本題に戻るけれど、何発か出しちゃいなさい。びゅびゅっと。得意でしょう？』


    「本気で言ってます？」


    『アンナがやってくる前に何発も出しておけば、いくら狸たぬ吉きちが童どう貞ていでもそう簡単に出したりしなくなるでしょう？　万が一出してしまっても、それはもう残り汁！　アンナを孕はらませてしまう可能性は格段に下がるわ！』


    「下着にこびりついた分とかを回収されたらどうするんですか！」


    『まだまだ無知ね、狸吉。魚が水の中でしか生きられないように、鳥が空でしか生きられないように、人が地上でしか生きられないように、精せい子しも膣ちつ内ないでなければ長生きできないのよ』


    「なんか深い話っぽい言い回しはやめてください！」


    『とにかくいますぐ残弾を撃ちきってしまうのよ！　さぁ！　ほら！　しゃ・せ・い！　しゃ・せ・い！　ドッピュ！　ドッピュ！　しゃ・せ・い！』


    「その汚い三三七拍びよう子しをやめろ！」


    　いま、僕のムスコは猛烈に萎なえているぞ！


    　大体、いまの僕は上半身と下半身が壁で完全に遮断されてて、ナニを手でいじることもままならない状態だ。


    　ゆえに、いま下半身に悪いた戯ずらされるとなんの抵抗もできない。できることといえば＊をきゅっと締め上げてイクのを我慢するぐらいのものだ。なんて無力なんだろう。


    『え？　でも狸吉は想像空想だけで絶頂を迎えることのできるエアオナニーの達人でしょう？』


    「華か城じよう先輩は僕にそんなユニークな設定があると思いながらいままで平気な顔して接してくれてたんですか？」


    　ちなみに、絶妙な位置取りで固定されてしまっているため、いまの僕は百％の力を解放したムスコを壁に擦こすりつけることもできない。別に僕のムスコが短いってわけじゃないよ？　位置取りが悪かっただけなんだよ？


    　しかし、これは本当にヤバイ。


    　最悪の場合は華城先輩の言うとおり、事前に残弾をゼロにしておく作戦も辞さない覚悟だったけれど、それさえ叶かなわない状況だ。


    　こんなこともあろうかとアンナ先輩からの逃亡中に一度ちょめちょめしておいたけれど、あんまりヤリすぎるとそもそも逃げるための体力がなくなってしまうので、残弾がゼロとは言いがたい状態に留とどまっている。


    　これは、本格的にヤバイのでは……。


    　僕はいったん華城先輩との通話を切り、母さんへと電話をかけた。


    『どうした』


    「母さん!?　その、あとどのくらいで助けに来られそう!?」


    　母さんは僕の切せつ羽ぱ詰まった声に大きく反応することはなく、


    『あと四十分ほどだ。部下どもを酷こく使しすれば三十分ほどだな。緊急事態か？』


    「ヤバいんだ！」


    　我ながらなんて語ご彙いの少ない。


    　けれど具体的になにがどうヤバイのか説明するわけにもいかず、僕はそのまま通話している余裕もないというふうに通話を切った。


    　若じやつ干かん騙だましてるみたいで申し訳ないけど、余裕がないことは確かなので勘弁してもらおう。


    　と、そのときだった。


    　ずるっ、べちゃ。


    「……あっ」


    　気配が、近づいてきていた。


    　この船で目覚めた後、初めてアンナ先輩を目もく視ししたときと同じ、あの音。


    「──あぁ。やっと、やっとこのときが来ましたわ」


    　僕の視線の先で、恍こう惚こつの表情で太ももから一筋の液体を垂らす、アンナ先輩が立っていた。


    　いたぶるような足取りで、一歩一歩、震える足を前に進めてくる。


    「仕掛けられていた罠わなの位置を変えておいて、正解でしたわ……」


    「なっ」


    　じゃあ、僕がこの罠を回避できなかったのは、アンナ先輩が細工していたから!?


    　そういえば僕が華か城じよう先輩たちを説得している間、アンナ先輩は階下の車両スペースに降りてこなかった。


    　あのときアンナ先輩は、船内の罠の幾つかに細工していたのか!?


    「これでやっと、わたくしは奥おく間ま君と……」


    　アンナ先輩が僕の前で、幸せでたまらないという表情を浮かべ膝ひざをつく。


    　熱に浮かされたアンナ先輩の顔が、眼前に迫る。


    　熱く湿った舌が、暴力的なまでの情熱をもって、あっという間に僕の口内に侵入してきた。


    　鼻先で「ふぅ、ふぅ、はぁ……ん」とアンナ先輩の荒い息が繰り返される。


    　アンナ先輩が僕の手首をつかみ、自みずからの秘部へと荒々しく引っ張った。


    　くちゅっ。


    「っ!?」


    　指が焼けるかと思った。


    　ジャムを煮詰めている鍋の中に指先を埋め込んだような感触が全身に電気を走らせる。


    　長いスカートの下、アンナ先輩は下着をつけていなかった。


    　それはそうだろう。


    　こんな状態じゃあ、下着なんてはいても不快なだけだろうから。


    「……っ！　……んっ！　……ぁっ！　……ぅぐっ！」


    　アンナ先輩が僕の手を動かし、指先で何度も秘部を撫なでさせる。


    　反射なのかそれとも恣し意い的なものか、激しく振られるアンナ先輩の腰の動きと相まって、僕の手はもうべちゃべちゃだ。


    「────ん……んあっ！　ああっ、はぁ、あ、はあああっ」


    　僕の指先がなにか先端に触れた瞬間、アンナ先輩の体がなにかに耐えるように一瞬強く強こわばり、そしてはじけるように、全身がぶるぶると弛し緩かんした。


    　アンナ先輩の口からだらしない声が漏もれ、その響きと全身の熱を濃縮したかのような熱い吐と息いきが唇くちびるから僕の体に染みこんでくる。


    「……はぁ、はぁ……んっ……はぁ……」


    　アンナ先輩が僕の手をぎゅっと握ったまま横たわり、少しだけ落ち着いた息を吐きながら余よ韻いんに浸っている。


    　そして、うっとりしたような表情で身を起こすと、


    「壁を、壁を解除する方法は……」


    　きょろきょろと辺りを見回し、壁際でなにかかちゃかちゃとやり始めた。


    　まさかこの壁かべ尻じり状態を解除して本番に移るつもりか!?


    　けれどこっちとしてもそれは好都合だ。壁尻状態を脱しさえすれば、隙すきを見て逃げることができる。


    「……ああ、もう、まどろっこしいですわ」


    「え」


    　アンナ先輩が壁から離れた。


    　かと思うと僕にも背を向け、通路を曲がって視界から消えてしまう。


    「助かった……？」


    　と一瞬だけ思ったが、もちろんそんなわけがなかった。


    　アンナ先輩の気配、それから散々歩き回って把握しきった船内の地図を脳のう裏りに描えがく。


    　……アンナ先輩は下半身のほうへ移動しているようだった。


    　あかん。搾しぼり取られる。


    　僕はＰピーＭエムを操作し、華か城じよう先輩に電話をかけた。


    「華城先輩。いままで、ありがとうございました」


    『ちょっ、狸たぬ吉きちあなた、逝いくの!?』


    「上半身がアンナ先輩に見つかりました」


    　下半身も時間の問題だ。


    『諦あきらめないで！　救出予定時間まであと二十分ほどでしょう!?　なんとか耐え抜くのよ！　本番に弱い童どう貞ていの性質をここで発揮しないでどこで発揮するの！　そんなことじゃあ童貞を貫つらぬいてきた意味がないじゃないの！』


    　残念ながら華か城じよう先輩。本番に弱い童貞には二種類あるんです。


    　戦闘態勢になれない童貞と。


    　とにかく出すのが早い童貞。


    　さっきのアンナ先輩との絡みで、僕の愚ぐ息そくは百％状態である。たぶん僕は後者の童貞だ。


    『そうだ！　私がいまからどんなちんこも一発で萎なえる最悪に下品な下ネタを連呼してあげるわ！』


    　女の子の口からここまで酷ひどい発言が飛び出すものなのだろうか。


    「……ならぜひ、さっきの汚い三三七拍びよう子しをお願いします」


    『そろそろＰピーＭエムの無効化時間を使い切りそうだからちょっと難しいかもしれないわね』


    「普段から無駄に無効化時間使いまくってるから！」


    『だって言いたいんだもの！　仕方ないじゃない！』


    　だぁもうこの先輩は！


    　あ、いまちょっと萎えた。八十％くらいだ。


    　そのときだった。


    「はぁ……はぁ……奥おく間ま君の、奥間君のぉ」


    「っ!?」


    　壁の向こう。


    　アンナ先輩の気配が急速に近づいてきた。


    　服の上からでもわかるような熱を全身から発しているアンナ先輩が、僕の下半身に抱きついている。僕のお尻しりの膨ふくらみに、アンナ先輩の膨らみが押しつけられていた。


    　腰の辺りに頰ほおを押しつけてきているアンナ先輩が、そのまま両手で僕の前尻しつ尾ぽをまさぐった。


    「ちょ、やめ、待って、それはダメ！」


    　少し隙すき間まがあるせいか、壁の向こうからくぐもったアンナ先輩の吐と息いきが聞こえてくる。


    　だから僕の声も聞こえるはずだと呻うめいてみるが、アンナ先輩の手は止まらない。


    　ジーパンの上から愛いとおしそうに優しく、それでいてケダモノのように激しく、愚息の頭を撫なで撫でしてきた。


    「はぁ……愛おしくて、愛おしくて、もう、もう……っ！」


    　ベルトを外す手間も惜しいとばかり、アンナ先輩が僕のズボンとヒートテックを荒々しく剝はぎ取った。


    「きゃあああっ！　いやあああっ！」


    　男の破れパンストもどきなんて絵え面づらが汚すぎるよおおおお！


    『ど、どうすればいいのかしらっ。ゆとり、鼓こ修す理り、な、なにか下ネタ、私に下ネタの種を……っ』


    　華か城じよう先輩のテンパった声が聞こえる。


    　どんなちんこも一発で萎なえる最低最悪の下ネタを～とか自分でハードル上げるからそういうことになるでしょうが！


    　なにが下ネタの種だ！　こっちは子供の種ぶちまけちゃいそうなんだよ！


    　ビリビリビリビリ！


    「……あ」


    　僕のトランクスが八つ裂きにされた音がしたなぁ、いま。


    　これで完かん璧ぺきな〝壁かべ尻じり〟が完成したわけだ。汚ねぇ壁尻だぜ。


    　れろっ。


    「うひゃっ!?」


    　なにか、熱くてぬるぬるしたものが付け根から先端までをなぞる。


    　犬みたいに熱く激しく湿った呼気が、絶え間なくムスコを包み込む。


    「か、華城先輩！　一番卑ひ猥わいな文房具は!?」


    『ふでばこ！　いくつもの文房具を一つの穴、もしくは複数の穴に収納しまくるガバマンね！』


    「それは幻げん覚かくです！　真ま面じ目めに授業受けてください！」


    『普段の授業を真面目に受けなきゃいけないのは、バイブを仕込んで授業受けるときの背はい徳とく感かんを増すためよね？』


    「ちゃんと勉強するためですよ！」


    『そうして得た知識を使って〝ちんこがないからナイチンゲール〟とか〝水素と酸さん素そが結合すると濡ぬれる（股またが）〟とか〝日本語だとイクなのに英語だとｃｏｍｅカムなのはなんでだろう〟とかそういう方向に思考を広げていくのよね』


    「毎日が幸せそうですね！」


    『セクハラ！　誰が毎日オナニー三ざん昧まいよ！』


    「華城先輩にとっての幸せはそれ一択なんですか!?」


    『狸たぬ吉きちはそうでしょう？』


    「失敬な！」


    『え？　でもいかに安くオナニーグッズを確保するかが狸吉の生きる目標でしょう？　片かた栗くり粉ことかこんにゃくとかボディソープとかで毎日毎日作ってアソボ！』


    「人をどんだけ虚むなしいやつだと思ってるんですか！」


    　と、そんなやりとりの末に愚ぐ息そくが七十％ほどになったときだった。


    　じゅぽっ


    「ひゅわっ!?」


    　愚ぐ息そく全体がぬるぬるした感触に包み込まれた。


    　じゅぽっ、じゅぽゅ、じゅぽっ、じゅぽっ、じゅぷっ、くちゅっ、ぶちゅっ！


    「～～～～～っ！」


    　いやあああああああああああっ！


    『た、狸たぬ吉きち!?　いまなにか、いきなりオナホールに体の一部をねじ込まれたオナ禁童どう貞ていみたいな声がしたけど、まさか……』


    　いや、多分違う。……と、思う。


    　いまの僕の体勢から考えて挿入なんてできるわけがない。それに、アンナ先輩の手が僕の腰回りをがっしり摑つかんでいる感触がある。挿入はされていないはずだ。


    　ああ、でも、くそ。断定できない。だって目隠し状態の童貞は上下どころかま●こと素す股またの区別もろくにつかないんですぅ！


    「……ぷはっ」


    　と、アンナ先輩が僕から離れた。


    　あ、危ない……。もう少しで百％を超えるところだった。


    「ああ、もう、充分ですわ」


    「……え？」


    　壁の向こうから、アンナ先輩のうっとりとした声が聞こえる。


    「奥おく間ま君も、わたくしへの愛がはち切れそうなんですわね？　そうなんですわね？」


    　がしっ！


    　僕のムスコが、強く握りしめられる。


    「わたくしも、そうですのよ……奥間君の愛を、わたくしのおなかの中に、おなかの中に、おなかの、中に！」


    「いだだだだだだっ！」


    　アンナ先輩が僕の愚息をぐいぐいと引いた。やめて！　折れる！　根元からいく！


    　体勢的に、僕のムスコは発射口を壁に向けている状態だ。


    　それをアンナ先輩が逆側に傾けようとするものだから、ムスコが悲鳴を上げている。


    「……むーっ」


    　アンナ先輩がむくれた声を出す。不満げだ。


    　その後もアンナ先輩はなんとか僕の発射口をちょうどいい位置に持っていこうとレバガチャするかのごとく好き勝手やっていたのだが、そのおかげでムスコは四十％ほどにまで落ち着いた。


    　よ、よし。本番にこだわるアンナ先輩がこのままレバガチャし続けてくれれば、母さんたちが助けに来てくれるまで時間が稼かせげる！


    　けど下へ手たをしたらムスコが根元から引き抜かれるかもしれないという恐怖が僕を苛さいなんだ。


    　あ、三十％になった。


    「……仕方ありませんわ。おなかの中に入れれば、きっと同じですもの」


    「ひゃあああああああっ!?」


    　ところがどっこい、これが現実。


    　アンナ先輩が再び僕の腰回りにしがみつき、がむしゃらに頭を振り始めたらしい。ムスコはぬるぬるしたなにかで激しくしごかれ、熱く湿った空気が一定のリズムで股こ間かんに吹きかけられる。


    　アンナ先輩の立体吸着ウェットミートの威力は凄すさまじいの一言だった。


    　三十％ほどだったムスコが、一瞬で百％にまで成長した。


    　股間でトト□がなんかやってんじゃないのってくらいの急成長だ。


    　あとたぶんサ●キ＆×イが屈くつ伸しんしてる。


    『狸たぬ吉きち！　素そ数すうよ！　素数を数えるのよ！』


    「そ、素数ってなんでしたっけ……？」


    　なんかもう下半身に蓄たくわえられてた精せい液えきが頭にまで逆流してきたのかと錯さつ覚かくするほど頭の中が真っ白だ。


    『素数がダメならかけ算九九よ！　とにかく別のことを考えなさい！　あと十分くらいだから！』


    「か、華か城じよう先輩……かけ算って、こんなときにまで《羅ら武ぶマシーン》の趣味を真ま似ねなくても……」


    『違うわ！　ああ、もう狸吉が限界っぽいわ！　狸吉！　とにかく後ろの穴を全力で締め続けなさい！　あと、卑ひ猥わいなことを一切考えちゃダメ！　意識を逸そらすの！　ほら、頭の中に脂ぎったおっさんを思い浮かべるのよ！　息も荒いわ！　臭くて中年太りよ！』


    　華城先輩もＰピーＭエムの無効化時間を使い切ってしまったらしい。


    　これは……マジでヤバイ。


    　アンナ先輩はとりあえずその猛たける気持ちをぶつけることを最優先にしているらしく、ウエノクチで貪むさぼることをやめる気配がない。


    　それどころか僕の反応を細かく観察しているのか、ワンストロークごとに上達している気さえする。アンナ先輩のハイスペックぶりがマジでもう気持ちよ──いや怖くて怖くて！


    　いかん！


    　どうしたって股間に意識が向いてしまう！


    　てゆーかこんなん意識を逸らそうが逸らすまいが、頭の中におっさんを思い浮かべようが、耐えられるはずがない！


    　人間は頭でセックスする動物だから、愛がなかったり好みのシチュエーションじゃなかったりしたらイケないなんて聞いたことがあるけど、あれ噓うそだわ！　物理的な刺激だけで強制的にイカされることもあるわこれ！　童どう貞ていならなおさらそうだわ！


    　百五％……百十％……ダメです！　暴走止まりません！


    「う、ぐ……」


    　もう、本当にダメだ。


    　このままだと、本当に、アンナ先輩と一線を越えてしまう。


    　もう超えてる気がするけど、出すか出さないかは大きな違いだと思うんですよ。男的には。


    「アンナ、先輩……っ」


    　僕はアンナ先輩に呼びかけた。


    　返事の代わりに聞こえてきたのは〝んっ、はあっ〟という悩ましげな吐と息いきだけだったけど、僕の声が届いていると信じて続ける。


    「聞いてください、アンナ先輩……僕は、アンナ先輩と、恋人関係になるわけには、いかないんです……」


    　冗談抜きで殺されるかもしれない。けど、卑ひ猥わいな知識をなにも持たないまま本能に従って行動し、自分がなにをしているのかわからないまま一線を越えようとしているアンナ先輩に、僕は言わねばならなかった。


    「僕はアンナ先輩と、恋人同士にはなれません。だから、いますぐ、やめてください……っ」


    　ぐじゅぐじゅぐじゅぐじゅぅっ！


    　うわあ!?　アンナ先輩が加速したぁ!?


    　興奮状態で僕の言葉が聞こえてやしないのか。


    「んっ、んふっ、んっんっんっ、んふっ、んふっ、んふっ」


    　くぐもったアンナ先輩の吐息が、速度が、一際激しくなる。


    　僕のムスコもはち切れんばかりに限界を超え、百二十％を超えようとしていた。


    　僕の限界に呼応するかのように、アンナ先輩の激しさも増していく。


    　唇くちびるを嚙かみしめても、なにをしても、とうてい止められそうにない奔ほん流りゆうが体中を駆かけ巡る。


    　どれだけ否定しても、かき消そうとしても、本能的な疼うずきはなくならない。


    　僕たちが散々流る布ふしてきた事実だ。


    　そういうことをすればそういうことになる。


    　この事実は、国がいくら情報を覆おおいかくそうと、ごまかそうと、変わらない。


    　ツバキの花が重力に従ってぽとりと落ちるように変えようのない、自然の摂理だ。


    「んっ、んふっ、んはっ、んんんっ、はあっ……はあ……っ、んあっ、んっ、んっ、んっ」


    『狸たぬ吉きち！　そうだ、いま、おっさんのすね毛画像を送るからそれを凝ぎよう視しして興奮を抑え──』


    「う、うぐううううっ！　も、もう……ダメ……だ──」


    　華か城じよう先輩がなにを言っているのかさえもわからなくなり、そして、


    



    　なにもかもが僕の股こ間かんからはじけ飛ん──


    



    『狸たぬ吉きち！』


    　そのとき、これまで聞いたこともないほどの激情に彩いろどられた鋭するどい声が、真っ白になった僕の頭を貫つらぬいた。


    『出さないで！』


    　なんの前触れもなく弾けた華か城じよう先輩のその声は激怒しているような、泣き叫んでいるような、酷ひどい痛みに耐えているような、そんな声だった。


    『わ、私にあんなこと言ったくせに！　そんなシチュエーションで簡単にイッたりしないで！』


    　なにを喋しやべっているのかよくわからない。


    　けれど僕はこのとき初めて知った。


    　女の子の悲しんでいる声は、ムスコを酷く萎なえさせるんだ。


    「──────っ！」


    　僕は下半身にあらん限りの力を込めた。


    　下半身が痙けい攣れんする。


    　僕の腰に絡みついていたアンナ先輩の両手が一層強く僕を抱きしめ、一際深く僕のムスコを飲みこんだ。


    　それでも僕が子こ種だねを発射することはなかった。


    　タマタマが酷く痛む。


    　だ、大丈夫かな。逆流した精せい液えきが原因で炎症とか破裂とかそういうことになったりしないかな……そんな恐怖が頭をよぎり、さらにムスコが萎えてゆく。


    　オナニーで寸止めばっかやってるとヤバイことになるからやめろって、父さんも口を酸っぱくして言ってたしなぁ。


    　やがて、僕の下半身に絡みついていたアンナ先輩がゆっくりと離れていった。


    「……んぶっ。はぁ」


    　アンナ先輩のむせたような声。


    「……ああ。くらくら、しますわ」


    　陶とう酔すいの極みといったアンナ先輩の吐と息いきが艶なまめかしく染みこんでくる。


    「いまのが、奥おく間ま君の、愛ですのね……？」


    　じゅるりと、舌なめずりするような音がする。


    　え、ええと。


    　大丈夫だよね。僕はちゃんと射しや精せい我慢できたよね？　我慢汁は出たかどうか認識できないからなあ。


    「あんなに痙攣して……わたくしが奥間君への愛を感じるときと、同じ反応でしたもの」


    　ああ、よかった。そういうことね。


    「もっと……もっと欲しいですわ……今度こそ、今度こそ直接、おなかの中で愛を感じますの……っ！」


    　もう過呼吸なんじゃないのってくらいに激しく猛たけったアンナ先輩が、僕の両足をつかんだ。


    「……え？　うわっ!?」


    　そのまま凄すさまじい力で、僕の体を上下反転させる。


    「はぁ、はぁ、これ、なら、きっと、わたくしのおなかの中に……」


    　ぬるぬるになったアンナ先輩のお尻しりが、僕の下半身にのしかかって股こ間かんをこすりつけて……ってダメダメダメダメ！　エビ反りになって僕の上半身と下半身がグッバイするからダメだって！　アンナ先輩もうっすらそうなると思ってたからさっきは上下逆にしなかったんでしょ!?


    　心の中でそう抗議するが、最も早はや興奮しすぎて最低限の理性も吹き飛んでいるらしいアンナ先輩はやめようとしない。


    「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ、これで、わたくしたちは、永遠に、結ばれ……あ、あれ？」


    　──どさっ。


    「……アンナ先輩？」


    　僕の上にのしかかっていたアンナ先輩が、突とつ如じよその気配を消した。


    　足の先に静かな息がかかる。


    　……アンナ先輩、もしかして、気絶しちゃった？


    　本当に過呼吸かなにかの状態に陥おちいっていたのだろう。


    　アンナ先輩は興奮のあまり、気を失ってしまったようだった。


    「た、助かった、のか？」


    　どうにか、ギリギリで、本番には至らず済んだみたいだった。


    　断言しよう。僕はまだ童どう貞ていだ。


    　なんとかなったか、と一安心したとき。


    「あっ」


    　通路の丸窓からうかがえる冬空の中に、一機のヘリがあった。


    　真っ白なその機体は真っすぐこちらに向かってきている。


    「や、やば！　母さんたちが来る！」


    　状況を整理しよう。


    ・僕は壁尻（下半身はぬるぬる全ぜん裸ら）。


    ・アンナ先輩は気絶（たぶんところどころ濡ぬれてるだろうし、なんかもう全裸になってても驚かないくらい興奮してらっしゃった）。


    ・不ふ破わさんは謎なぞの白い液体を全身に塗りたくったまま拘こう束そくされてるはず。


    ・この船内には僕以外に男がいないと思われる。


    　とりあえず弁明する前に母さんから各種拷ごう問もんを受けるのは間違いなかった。


    「どうしよう！　どうすれば！」


    『あ、あの、狸たぬ吉きち……？』


    　もがいていると、それまで不自然に沈黙していた華か城じよう先輩がそっと声をかけてきた。


    『出ちゃった？』


    　なんか柄にもなくもじもじしてて可愛い感じのする華城先輩。


    　けどこれ「射しや精せいした？」っていうセクハラ一歩手前の質問だからね。


    「おかげさまで出さずにすみましたよ」


    『……おかげさまでって、一体なんのことかしら』


    　あれ？　なんか華城先輩の声がきっかけでムスコが萎なえた気がしたんだけど。


    　さすがに気のせいだったとは思えないんだけどな……。


    「ああ、いや、そんなことはいまどうでもよくてですね！」


    『……』


    　ＰピーＭエムの向こうでなぜか華城先輩が不機嫌そうに黙ってしまったけれど、本当にそれどころじゃないので僕は続けた。


    「アンナ先輩が途中で気絶しちゃって、なんとか助かったんです！　でもこの状態のまま今度は母さんたちが船に乗り込んできそうで……」


    『わかったわ。お葬式の準備は任せて』


    「あ、それじゃあ棺ひつぎには早さ乙おと女め先輩の作品、『君のアソコをイヤホンジャック』を入れておいてください。お気に入りなんですよ、あれ」


    　混乱のあまりわけのわからないやり取りを続けていたときだった。


    「ふぅ。ようやく手が出せる状態になりました」


    　僕の目の前に、不ふ破わさんが立っていた。


    　全身にべっとり付着していた栄養ドリンクは既にシャワーかなにかで洗い流したらしく、生乾きの白衣と制服を身に纏まとっていた。


    「え!?　不破さんどうして、無事だったの!?」


    「いくら厳重な拘こう束そくでも、あり合わせのもので縛られただけでしたので。何時間も放置されてれば抜け出せます」


    　まぁ、無事だったのならなんでもいい。いいけれど、


    「で、いつから僕たちのこと見てたわけ？」


    「『ひゅわっ!?』のあたりからでしょうか。眼がん福ぷくです」


    「なんですぐに助けてくれなかったの！」


    「あの状態で助けに行ったところで、アンナ会長に仕留められるのが関の山でしょう。ですからチャンスをうかがっていたのですよ。……まぁ、アンナ会長にはもう少しだけ頑張っていただきたかったところですが」


    「……」


    「そんな顔をしないでください。わたしは助けに来たんですよ？」


    「……あわよくば最後まで観察するつもりだったくせに」


    「それはそれ、これはこれです」


    　不ふ破わさんは淡々とごまかしながら、罠わなの作動センサーのある辺りにしゃがみ込んだ。


    「おっ」


    　不破さんがなにやらかちゃかちゃとやると、僕を拘こう束そくしていた壁がごごごごごっ、とそれぞれ天井と床ゆかに収納されていった。


    「た、助かった」


    「ほう。それが通常モードと戦闘モードの中間にある突起物ですか」


    「!?」


    　不破さんが僕の下半身を、爛らん々らんとした目で凝ぎよう視ししていることに気づき、慌あわててズボンを拾い上げる。


    「っと、ふざけてる場合じゃない！　アンナ先輩を介かい抱ほうしないと！」


    　幸い、アンナ先輩はキャストオフなどはしていなかった。


    　けれどいろんなところがぬるぬるべとべとで、絵に描かいたような事後状態。


    　拭ふき取るなりなんなりしないと母さんにいろいろ怪しまれるのは間違いなかった。


    　……なんか、僕が無理やりアンナ先輩を襲おそってその後始末をしているような感じになっちゃってるんだけど。違うからね。襲われたのは僕だからね。


    「不破さん、悪いけど、アンナ先輩のこと、頼んでいいかな？」


    　男が触るわけにはいかないところを拭いたり、パンツはかせたりね。


    「いまさらなにを恥ずかしがるのですか。あんなことまでしておいて」


    「あれは僕の意思じゃないって、見てりゃわかるだろ！」


    『いいから早く動きなさい狸たぬ吉きち！　せっかく助かったのに、今度は《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》の餌え食じきになっちゃうわよ!?』


    　華か城じよう先輩の慌てた声ではっと我に返った僕は不破さんと協力し、ちょっと母さんたちには見せられない痕こん跡せきの数々を、船内から綺き麗れいさっぱり消し去った。


    



    　──こうして、僕はなんとかアンナ先輩と合体することなく、この恐ろしいフェリーから脱出することができたのだった。


    　最初はどうなることかと思ったし、実際アンナ先輩とかなり際どいことになってしまったけれど……。


    　華か城じよう先輩との仲直りが最高のクリスマスプレゼントになってくれたから、とりあえず今日きようのところは、それでよしとすることにした。

  


  
    



    　エンディング　新しい《ＳＯＸソツクス》


    



    　年が明けてからあっという間に一か月近くが過ぎ去った。


    　今日はもう一月三十日だ。


    　僕たち《ＳＯＸ》は久しぶりにいつもの喫茶店に集まり、それぞれ温かい飲み物を味わいながら、ある特番に注目していた。


    『──このように、日本中の産婦人科の前には連日、診察希望者があふれ、長ちよう蛇だの列となっています。国会ではここ数日の爆発的な診察希望者の増加を受け、《ラブホスピタル》ではなく産婦人科を増設すべきではないかという声も上がっていて──』


    　そこで我慢しきれなくなったのか、華城先輩がコーヒーのカップを高々と掲かかげた。


    「～～～～第三次ベビーブーム、到来よ！」


    　満面の笑みを浮かべる華城先輩に合わせ、僕、鼓こ修す理り、早さ乙おと女め先輩、それからゆとりが同じようにカップを掲げる。


    　あの恐ろしいフェリーから無事に脱出して一か月。


    　日本は遂に、第三次ベビーブームを迎えたのだった。


    　第三次ベビーブームという呼称は華城先輩が首都で騒ぎを起こした際に使われたものであるため、ニュースなどでは一切使用されていない。


    　けれどネット上の書き込みや世間話の中では現在日本全国で発生している産婦人科満員状態を指して、第三次ベビーブームが到来したとお祭り騒ぎになっていた。


    　ここ数日、金かね子こ玉たま子こ議員主導の強制放送は鳴りを潜ひそめ、世間では《ＳＯＸソツクス》の流る布ふした《妊にん娠しんセット》に圧倒的な信頼が寄せられている。


    　紆う余よ曲きよく折せつはあったものの、ソフィアや母さんとの共同作戦で開けた風かざ穴あなを、しっかり拡張できたということだ。


    　これで政府の進める歪ゆがんだ性情報支配の構図は、根幹から大きくバランスを崩していくことになるだろう。


    「ふふふ。この一、二か月の間に、一体どれだけの夫婦が、夜中にギシアン中だししてたのかしら！　やだ！　不潔！」


    「自分で煽あおっておいてなにほざいてるんですか」


    「狸たぬ吉きちは夜布ふ団とんに入ると『いまもどこかでカップルがイチャイチャしてるんだよな』って考えて眠れなくなるタイプでしょ？」


    　酷ひどい誤解だ。


    　僕は『いまもどこかでカップルがイチャイチャしてるんだよな』って興奮してたらいつの間にか寝ちゃってるタイプだ。


    「おい狸吉よ」


    　と、巨大ハンバーグステーキで口元を汚していた早さ乙おと女め先輩が、僕の裾すそをちょいちょいと引っ張った。


    「もう一度聞くが、お主ぬし、本当にアンナと合体はしておらんのじゃな？」


    「何回聞くんですか。ギリギリで回避できたって言ってるでしょう」


    　僕が無事に第一清せい麗れい指定都市に帰ってきてからというもの、早乙女先輩はずっとそればかり気にしていた。


    　僕が母さんから詳しく事情を聞かれ、いろいろごまかしつつ説明するのに精神をすり減らしてようやく解放された直後だったのに、遠慮なしだった。


    　ちんこにも処しよ女じよ膜まくみたいなものがあったら童どう貞ていだってすぐ証明できるのにね。


    　ちなみにあのフェリーの持ち主は鬼おに頭がしらグループの中でも鬼頭慶けい介すけとは別の派は閥ばつに属する人のものだったらしく、鬼頭慶介に疑惑を向けて捜査することはできなかったらしい。クソが。絶対あの女装オヤジが黒幕だってのに……。


    　うんざりしながら早乙女先輩の詰きつ問もんをあしらう。


    「うむぅ、確かに観た感じ、お主はまだ未経験っぽい雰ふん囲い気きじゃし、そろそろ信用してやってもよいか……？」


    　と、僕にしっしとやられて不満げだった早乙女先輩がなにやら僕と華か城じよう先輩をじっと見つめたかと思うと、次の瞬間とんでもないことを口にした。


    「しかしお主ぬしはむしろ、アンナよりも先に綾あや女めと合体しそうじゃの」


    「─────」


    　おい。時間止まったぞ？


    「一応言っておくが、綾女と合体するときも、ちゃーんとわしを呼ぶんじゃぞ？」


    　視界の端でなにかが鈍く光った。


    「華か城じよう先輩！　ストップ！　どっから出したんですか包丁なんて！」


    「え？　いや別に？　ちょっとそこのバカの喉のどを搔かききるだけよ？　二度と喋しやべれないように」


    　いかん。目が据すわって顔が真っ赤かだ。正気じゃない。酒でも飲んだのか？


    「大丈夫。声帯が潰つぶれても絵は描かけるし、喉ま●こもできるわ」


    「どうしたんですか華城先輩!?　早さ乙おと女め先輩のいつもの戯ざれれ言ごとですから聞き流してあげてください！」


    　確かに華城先輩は生々しい話に弱い耳みみ年どし増まだけど、今日きようはやけに激しいな。第三次ベビーブームをちゃんと起こせてテンション上がってるのかな？


    「た、狸たぬ吉きちちょっと！　こんなところで触らないで！　万年発情期なの!?」


    「包丁振り回そうとしてる人の手首つかんでなにが悪いんですか！　いいから落ち着いてください！　あと早乙女先輩はニヤニヤしながら食事を再開すんな！　逃げとけ！」

  


  [image: ]


  
    



    「あーあー。なんか仲良くなっちゃってまぁ。……おいゆとり、いいんっスか、あれ」


    「……スッキリしたぜ。これでやっと、遠慮なく全力でアプローチできるってもんだぜ」


    「……これだからゆとりは」


    



    「ちょっとそこの二人！　ぼそぼそ喋しやべってないでこっち手伝ってくんない!?」


    　ゆとりも鼓こ修す理りも、なんか目が怖いんだけど、気のせいだよね？　またなんか面倒な問題起こそうとしてたりしないよね？


    　けれどもまぁ、ここから多少の問題が起きたところで、大したことにはならないだろう。


    《ＳＯＸソツクス》は再結成され、いろいろぶつかり合いも多いけれど、《絶対領域》や《捕ほ乳にゆう類》ともうまく協力し合っていけている。この一か月、《妊にん娠しんセット》の再生産や流る布ふの徹底など、なんだかんだでうまくやっていけていた。


    　第三次ベビーブームが起きたことで、《ラブホスピタル》の信用は失しつ墜つい。


    　政府主導の性表現規制もほとんど形けい骸がい化かし始めている。


    　あとはこのままいろいろな地域で変態を仲間に引き入れ、少しずつ性知識の流布を拡大していけば、《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》やその先の《エイチ禁止法》にも立ち向かっていけるだろう。


    「あっ！　かすった！　かすったのじゃ！　綾あや女めお主ぬし、本気でわしを殺す気か！」


    「昼間からセクハラするようなちびっ子は皮を剝はいでラブドールの材料にしましょう」


    「イカれとるのか!?　照れ隠しも大概にするのじゃぎゃあああああっ!?」


    「お前らいい加減にしろだぜ！　ああ腹が立つ！」


    「あっ、いたっ！　痛い！　なんで僕まで蹴けるのゆとり!?　痛い！　一応言っとくけど、臀でん部ぶを蹴っても衝しよう撃げきは突き抜けて分身生産工場を貫つらぬぎゃあああっ!?」


    　もしまた喧けん嘩かになったとしても、この面子メンツなら大丈夫だろう。


    　相手がどんな思想だろうと、どんなに歪ゆがんだ性格だろうと、どんなに変態的な趣味嗜し好こうだろうと、理解の難しい性せい癖へきだろうと。


    　目標が同じなら、どんなに対立したって最後にはいっしょに頑張っていける。


    　再結成された《ＳＯＸ》はきっと、そんな組織だと思うから。

  


  
    



    　もう一つのエンディング


    



    「フフフ。〝第三次ベビーブーム〟だなんて、《セクシャリティ・ノー》の権威も堕おちたものデス」


    　その日、地方のとある国際空港に、一人の少女が降り立った。


    　クセのある金髪がふわふわと踊り、赤いフレームの眼鏡めがねの奥で光る碧へき眼がんが心底楽しそうに細められる。


    　日本の四季をよく理解していないのか、ジーパンにキャミソールとその格好は随分とラフで、たわわに実った二つの果実が一歩ごとに大きく揺れる。


    「国際卑ひ猥わい撲ぼく滅めつ団体《セクシャリティ・ノー》。そしてその狙ねらいを利用するニッポン政府。いまならこやつらめをぶちころす方法も難なく探れそうデスネ」


    　少女はニシシと笑いながら大量の荷物をひっさげ、遂に到着ロビーへと歩み出る。


    「Ｏオｈー[image: ]　ここがニッポン！」


    　少女は長年憧あこがれていた日本に到着したことで急激にテンションが上がり、両手を挙げて大きく口を開けた。そして叫ぶ。


    「ヘンタイ！　ロリコン！　エロドージンの国！」


    　ビービービービー！


    「!?」


    　突とつ如じよ、少女の首と手首に巻かれた器械がけたたましい音を発した。


    　飛行機から降りた直後、専用の部屋で装着させられたＰピーＭエムという日本独自の精密機器だ。


    　あまりにテンションが上がってしまっていたため、ついその存在を忘れてしまっていた。


    「はいちょっとそこの人。話があるからちょっとこっち来てくれる？」


    　と、少女の横にはいつの間にか、真っ白な制服に身を包んだ男が二人立っていた。


    「あなたたちが風の噂うわさに聞くゼンドーカか!?　ちょっ、やめてクダサイ！　連れてかないで！　エロドージンみたいに！」


    　ビービービービー！


    「……久々に厄やつ介かいな外国人だな」


    　呆あきれる善ぜん導どう課職員に連れられ、少女は空港の善導課詰め所へ連行されていった。


    



    　　　　　●


    



    「──うっ、げほっ……はぁ、はぁ。……うぅ、一体なんなんですの、最近」


    　アンナ・錦にしきノの宮みやは洗面台から顔を上げ、汚れた口元をすすいだ。


    　ここ数日、なぜか体調がおかしい。


    　全身がだるいし、妙に眠い。


    　いまもいきなり吐き気に襲おそわれ、自宅の洗面台に駆かけ込んだところだ。


    　風邪にしては熱もないし、咳せきや鼻炎の症状も現れない。


    　年末の疲れが尾を引いただけだと判断し、十分な休息を取れば治るだろうと睡眠時間を増やしてみたが、症状は一向に改善しない。


    　なにか性た質ちの悪い病気にでもかかったのではないかと不安になる。


    「さすがにそろそろ、病院に行ったほうがいいかもしれませんわね。……あれ？　そういえば」


    　病院に行く前に、ここ最近現れた症状をまとめておこうといろいろ思い出していたところ、ある重大な体調の変化に思い至った。


    「ここしばらく、生理がきていませんわね……？」

  


  
    



    　あとがき


    



    　どうもお久しぶりです。赤あか城ぎ大ひろ空たかです。


    　おっぱい揉もみたいです。お尻しりでもいいです。


    　こんなこと書いてるから彼女できないんだとか友達に言われますが、猫かぶって真ま面じ目めに暮らしてたときにも彼女はいなかったので、ありのままに生きることにしました。


    　僕にとって下ネタは周囲を凍り付かせる冷気です。──いや、マジで下ネタは空気凍らせるからね。皆さんも用法用量には注意しましょう。


    　それにしても早いもので、下ネタシリーズももう七冊目です。


    　名前も知らない親類から「ああ、あの本の」と真正面から言われる程度には知名度も上がり、個人情報保護の大切さを嚙かみしめる今日きようこの頃です。


    　いやぁ。ああいうときマジでどんな顔していいかわからないですよね。


    　苦笑いと愛あい想そ笑いにも限界があるぞ！


    　あと、両親だけでなく祖母までが下ネタシリーズを本屋さんで購入しているという事実が判明したときのいたたまれなさをどうにかする方法も誰か教えてくれませんか！


    　いまのところはレンタルしてきた日常系アニメをひたすらリピート視聴するという手段で心を保っています。日常アニメに抗鬱うつ効果があるというのはホントかもしれませんな。


    　ちなみに、日常系アニメをひたすらリピートしたあとは、


    　ちんぽすー。


    　まんぽすー。


    　とか呟つぶやきながら町を散歩するとさらに癒いやし効果が高まるぞ！


    　けどあんまり大きな声でやると捕まっちゃうぞ！


    　ところで、今回は六巻までの反省をいかして（？）買いやすいカバーになっているのですが、いかがでしたでしょうか。


    　アンナ先輩可愛いですよね！


    　……え？　カバーをめくったところが差分トラップに？


    　なんのことかわかりませんな。下ネタシリーズの仕様ですよ仕様。


    



    　それでは以下、謝辞です。


    　担当の小こ山やま様。


    　今回もいろいろとお世話になりました！　原稿の修正などでは毎度ご迷惑をおかけしております。また、シリーズ内の下ネタには小山様から教えてもらう卑ひ猥わいな知識も大いに影響していまして、毎度「そういうのもあるのか」と思いながらネタにさせてもらっています！


    　イラストを担当してくださった霜しも月つき様。


    　今回はお忙しい中、カバーの差分までご用意していただき、本当にありがとうございます！　それからサブキャラの双子ちゃんですが、とっても可愛らしいデザインで、担当様とともにお気に入りのキャラとなっています！　まあ、他キャラと同様喋しやべらなければ可愛いのに……という中身ですが。


    　そして今巻が発売するころには六話（これで第一巻のエピソードが一段落！）が掲載されているだろう『下ネタという概念が存在しない退屈な世界　マン●版』で作画を担当してくださっている柚ゆず木き′Ｎ先生。毎度毎度うまくお話をまとめておられ、さすがの一言です。そして待望のアンナ暴走シーンはやっぱり最高でした！


    　それから今回もまた『下ネタ』の出版に携たずさわってくださった皆様方。本当にありがとうございます。なにかと迷惑をかけることが多そうなシリーズですが、これからもよろしくお願いいたします。


    



    　それでは今回はこの辺で。


    　八巻など、下ネタに関する情報は僕のツイッターアカウント


    　＠akagihirotaka（少しずつ下ネタが増えてる気がしないでもないけど基本健全）


    　とかをフォローしてると、タイムラインに宣伝が出現するようになるぞ！


    　下ネタの八巻発売の前に単発作品を一冊出す予定なので少し間があいてしまいますが、できるだけ早く続きをお届けできるよう頑張ります。


    　それでは、また次巻でお会いしましょう。

  


  
    赤城大空


    Hirotaka Akagi


    



    人の集まりに一日参加すると三日は動けなくなる社会不適合者。引きこもりレベルが年々上がり、最近は友達から「ボトルガーデン」呼ばわりされる始末。


    充実してるぜ！　ほ、ほんとだもん！

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    下ネタという概念が存在しない退屈な世界７


    



    ２０１４年９月26日　電子書籍版発行


    著　者　赤城大空


    発行人　丸澤　滋


    編集人　野村敦司


    編　集　小山玲央


    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


    　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


    



    底　本　２０１４年９月23日　初版第１刷発行


    



    ⒸHIROTAKA AKAGI 2014　ISBN978-4-09-451511-4


    



    



    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。

  

OEBPS/Images/i-0039_01.jpg





OEBPS/Images/i-0099_01.jpg





OEBPS/Images/cid-07723.png


OEBPS/Images/i-0001_01.jpg
N

ety & o BRGS0 3 S B S IR RER J






OEBPS/Images/i-0010_01.jpg
CHARACTERSﬂ

Sﬁﬁfﬁ iﬁ% B%[ﬂ?—ln%"ﬂ—iio '

“‘l

(SOX)@X}A—
» UE> B B S RS — A, '
<§m ﬁt EFRBIRR.(SOX)DYU—45—, '
b BEORZRHCDORERE.
<2ﬁa§ &Y e, (0005, y '

prEL BEd  EESESSR—FE, PO '
Rexzx HBIEE(SOXYDA V) —, j '

BTD—AIR.(SOX)DA>) (—

Py B FUTESSH-L, '

ERRAR, J
> b Vx> b B ESSER—ELE, '
R S f

-

e B R At
HEE BhiEmE e '

&%

(L2 R. ]

g %@amu ke
B 7 B '
BRHFLE BV T8 %ﬁd}b_jwﬁggmo ‘
<§EE§ B semos. ) '

éé?f/—f/ (R—=OVUHE @E)Eﬁl—ﬁ?nﬁ[u '

LT BRBEOES DS REE

NN NN NN NN NN NN\

c

””””)





OEBPS/toc.xhtml






目次





		Start



		オープニング　安心確実妊娠セット！



		第一章　決裂



		第二章　幼児退行プレイ～彼女の母乳は蜜の味～



		第三章　発進！　子づくり客船セレスト号！



		第四章　種付けカウントダウン



		第五章　子種したたるいい男



		エンディング　新しい《ＳＯＸ》



		もう一つのエンディング



		あとがき



		奥付













OEBPS/Images/i-0006-0008_01.jpg





OEBPS/Images/i-0265_01.jpg





OEBPS/Images/i-0009_01.jpg
=

st Son R o b B (P RERY





OEBPS/Images/i-0167_01.jpg
&

A\/ : ) _,






OEBPS/Images/cid-07984.png


OEBPS/Images/i-0215_01.jpg





OEBPS/Images/i-0085_01.jpg





OEBPS/Images/i-0003-0005_01.jpg





OEBPS/Images/i-0002_01.jpg
LCONTENTS §

Ar=Ti=s ‘-E—’reég"%‘f}ﬂﬁ@\y} e ol

st 013

¥ PDRRIFT 7L ’FN%/??@@?LR?@%“« ------ 067
CES S T I CuBip < ESi 097
Fo DA TR ZiDs s 135

FHAY BIEFE
(j;gr’thJBIGN)





OEBPS/Images/i-000a.jpg
RERH

i7XF.ﬁWﬁN$N“1C






OEBPS/Images/i-0017_01.jpg





OEBPS/Images/s_3amadare.png


